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（
六
三
二
）

一
、
は
じ
め
に
、

　

本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
、
十
七
世
紀
以
降
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
思
想
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
が
、
最
後
に
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十

世
紀
前
半
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
活
躍
し
た
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン
ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
を
検
討
し
た
い
。
本
研
究
で
も
指
摘
し
て
き

た
よ
う
に
、
ヘ
イ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
ホ
ラ
ン
ド
、
サ
ー
モ
ン
ド
の
法
思
想
は
、
そ
の
変
化
も
捕
捉
し
う
る
よ
う

な
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
地
図
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
た
が
、
対
照
的
に
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
法
的
推
論
、
法
解
釈
の
あ
り
方
に
特
化
し
た
法
思
想
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
お
い

て
は
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン
ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
の
背
景
に
あ
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
法
の
歴
史
的
、
制
度
的
条
件
を
、
Ｍ
・
ホ
ー

ウ
ィ
ッ
ツ
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
素
描
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
・
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
の
分
析
を
利
用
す
る
こ
と
で
補
足
的
に
説
明
し
て
み
た
い
。

　

す
で
に
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
十
七
、
十
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
学
を
支
配
し
た
の
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
技
術
的
理
性
、
裁

判
官
の
推
論
に
お
い
て
基
礎
づ
け
た
ク
ッ
ク
の
法
思
想
で
は
な
く
、
先
例
、
ル
ー
ル
の
体
系
と
し
て
記
述
し
た
ヘ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー

ン
の
法
思
想
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
一
七
七
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
後
も
含
め
て
、
現
象
面
で
は
、
同
様

の
傾
向
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
の
ほ
と
ん
ど
は
、
彼
ら
が
持
ち
込
ん
だ
イ

ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
諸
原
理
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

う
る
既
存
の
規
準
で
あ
る
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
観
か
ら
、厳
格
な
先
例
拘
束
性
の
原
則
が
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る（

1
）。

ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、「
あ

　
（
二
）
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
と
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル

五
、
お
わ
り
に
、
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る
法
的
ル
ー
ル
の
裁
判
所
に
よ
る
初
め
て
の
宣
告
も
、
一
定
の
周
知
で
既
存
の
自
然
法
の
規
準
の
宣
言
に
過
ぎ
な
か
っ
た（

2
）」

と
、
自
然
法
思

想
と
裁
判
官
の
推
論
と
の
関
連
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
、
法
の
革
新
を
進
め
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

の
諸
判
決
な
ど
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
裁
判
官
の
役
割
を
既
存
の
法
の
宣
言
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
の
限
界
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
る（

3
）。

そ
の
際
、
自
然
法
で
は
な
く
、
人
民
の
「
同
意
」
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
正
当
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ホ
ー

ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
が
法
を
発
展
さ
せ
る
権
限
も
ま
た
、
人
民
の
同
意
を
得
て
い
る
と
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、

十
九
世
紀
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
道
具
主
義
的
な
性
格
が
よ
り
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た（

4
）。

　

ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
の
分
析
の
中
で
、
特
に
、
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
「
先
例
」
と
「
類
推
」
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
十
九
世
紀
の

イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
両
概
念
の
あ
り
方
と
対
照
さ
せ
る
と
興
味
深
い
。
基
本
的
に
、
ヘ
イ
ル
の
法
発
展
の
枠
組
み
を
継
承
し
た
オ
ー
ス
テ

ィ
ン
の
法
理
学
は
、
一
旦
先
例
が
確
定
し
た
な
ら
ば
、
裁
判
官
は
そ
れ
を
墨
守
し
、
先
例
が
な
い
際
は
、
既
存
の
ル
ー
ル
か
ら
の
類
推
に
よ

っ
て
判
決
を
下
す
と
い
う
十
七
世
紀
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
法
実
践
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
対
し
て

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
先
例
よ
り
も
、
社
会
政
策
の
道
具
と
し
て
の
原
理
（principle

）
や
理
由
（reason

）
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

先
例
拘
束
性
の
原
則
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
合
理
的
に
行
動
す
る
た
め
の
一
要
因
に
過
ぎ
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
た（

5
）。

ま
た
、
類
推
に

関
し
て
も
、
十
九
世
紀
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
法
を
自
律
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
の
発
展
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い

う
形
式
的
な
法
の
捉
え
方
よ
り
も
、
実
質
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
は
論
じ
て
い
る（

6
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
ラ
ン
グ
デ
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
形
式
主
義
的

な
法
学
に
対
す
る
需
要
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
と
、
そ
の
現
象
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
体
系
が
置
か
れ
て
い
た
制
度
的
条

件
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
私
法
は
、
建
国
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
裁
判
所
が
発
展
さ
せ
て
き
た
が
、
特
に
十

九
世
紀
半
ば
以
降
に
お
い
て
各
々
の
州
の
私
法
の
差
異
が
顕
著
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
法
全
体
の
統
一
性
を
保
持
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る

　
（
六
三
三
）
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よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
議
会
、
連
邦
裁
判
所
、
あ
る
い
は
連
邦
の
行
政
機
関
の
い
ず
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
法
全
体
を
俯

瞰
す
る
に
は
適
切
で
は
な
く
、
法
学
者
に
そ
の
任
務
が
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（

7
）。

　

一
方
で
、
本
稿
で
検
討
す
る
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン
ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
ら
の
法
思
想
は
す
べ
て
、
周
知
の
通
り
、
そ
の
よ
う
な
形
式
主
義
的
、

静
態
的
な
（static
）
法
学
に
対
峙
し
、
裁
判
官
に
よ
る
法
発
展
に
焦
点
を
当
て
、
い
わ
ば
動
態
的
に
（dynam

ic

） 

法
を
捉
え
て
い
た
が
、

そ
の
よ
う
な
法
思
想
の
素
地
を
形
成
し
た
も
の
と
し
て
、
ま
ず
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
受
容
は
、

小
さ
く
て
、
同
一
的
で
あ
り
、
比
較
的
安
定
し
た
貴
族
社
会
で
発
展
さ
せ
ら
れ
た
原
則
と
技
術
を
、
巨
大
で
雑
多
で
あ
り
、
分
裂
し
拡
大
し

て
い
く
民
主
社
会
に
導
入
す
る
こ
と
を
必
然
的
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た（

8
）」

と
、
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
と
同
様
、
法
を
社
会
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
が
、

ア
メ
リ
カ
の
法
実
践
に
は
歴
史
的
に
要
請
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
制
度
的
条
件
と
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
連

邦
と
州
の
管
轄
が
峻
別
さ
れ
、
各
々
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
特
に
二
十

世
紀
以
前
に
顕
著
な
傾
向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
立
法
府
は
法
を
発
展
さ
せ
る
機
関
と
し
て
は
比
較
的
非
効
率
的
で
あ
り
、
私
法
の
分

野
を
中
心
に
、
法
を
社
会
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
、
他
の
国
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
も
、
裁
判
所
の
本
来
の
役
割
は
事
件
を
解
決
す
る
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
理
念
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
法
学
は
裁
判
過
程
に
よ
り
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
判
例
集
の
出
版
な
ど
、
他
の
政
策
決
定
の
過
程
と
比
較
し
て
よ
り

精
査
の
対
象
に
な
り
や
す
か
っ
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
法
学
の
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
促
進
し
た
と
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
論
じ
て
い
る（

9
）。

　

ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
、
以
上
の
よ
う
な
制
度
的
条
件
が
、
法
学
教
育
に
お
け
る
ケ
ー
ス
・
メ
ゾ
ッ
ト
の
重
視
、
法
史
学
に
お
け
る
裁
判
官
に

よ
る
法
発
展
の
分
析
の
重
視
、
司
法
過
程
の
性
質
へ
の
関
心
と
い
っ
た
裁
判
過
程
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
ア
メ
リ
カ
法
学
の
特
徴
を
生
み
出
し

た
と
指
摘
し
て
い
る
が（

10
）、

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
法
思
想
の
対
象
的
な
性
格
は
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
自
身
も
触
れ
て
い
る
先
例
の

扱
い
の
違
い
に
よ
っ
て
も
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
厳
格
な
先
例
拘
束
性
の
原
則
の
下
、十
九
世
紀
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、レ
イ
シ
オ
・

　
（
六
三
四
）
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デ
シ
デ
ン
ダ
イ
を
立
法
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
新
た
な
ル
ー
ル
も
含
め
て
、
主
権
者
の
命
令
、
ル
ー

ル
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
一
つ
の
法
体
系
と
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
あ

る
州
の
裁
判
所
は
、
自
身
の
管
轄
に
お
け
る
判
決
と
同
様
、
他
の
管
轄
の
先
例
に
も
等
し
く
敬
意
を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
十
九
世
紀

半
ば
以
降
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
に
は
あ
ま
り
に
も
膨
大
で
多
様
な
判
例
を
扱
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
そ
こ
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
厳
格
な
先
例
拘
束
性
が
成
立
す
る
余
地
は
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た（

11
）。

結
果
と
し
て
、
法
の
発
展
の
契
機
も
含
め
た
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
見
取
り
図
を
描
く
と
い
う
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
流
の
法
学
は
そ
こ
で
は
根
づ
か
ず
、
法
は
常
に
変
化
す
る
流
動
的
な
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
が
、
ア
メ
リ
カ
の
法
思
想
の
主
要
な
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
制
度
的
条
件
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
検
討
す
る
。
ホ
ー
ム
ズ
、
あ
る
い
は

リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
整
理
す
る
際
、
同
時
代
の
有
力
な
社
会
思
想
で
あ
っ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
方
法
が
あ

り
、
比
較
的
最
近
の
わ
が
国
の
研
究
で
も
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
ら
れ
て
い
る
が（

12
）、

本
稿
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想
と
ホ

ー
ム
ズ
の
法
思
想
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
ホ
ー
ム
ズ
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
や
メ
イ
ン
に
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
、

独
自
の
法
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン
ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
各
々
の
法
思
想
の
相
互
関
係
を

跡
付
け
る
こ
と
で
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
法
思
想
、
法
哲
学
に
至
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
法
学
の
基
礎
の
形
成
過
程
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
い
。

そ
の
際
、
法
と
共
同
体
の
関
係
、
法
と
論
理
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
法
を
ル
ー
ル
と
し
て
捉
え
る
の
か
救
済
と
し
て
捉
え
る
の
か
な
ど
、
本

研
究
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
法
思
想
を
分
析
し
た
視
座
を
ア
メ
リ
カ
法
思
想
に
も
適
用
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
連
続
性
、
非
連
続
性
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
（
六
三
五
）
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二
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想

（
一
）
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
メ
イ
ン
と
ホ
ー
ム
ズ

　

後
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
最
高
裁
判
所
の
判
事
に
ま
で
登
り
つ
め
た
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ
（O

liver W
endell 

H
olm

es Jr., 1841‒1935

）
は
、
つ
ね
に
法
実
務
に
対
す
る
も
の
と
同
様
の
熱
意
を
研
究
に
対
し
て
も
持
ち
続
け
て
い
た
。
ま
ず
、
弁
護
士

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
一
八
六
七
年
に
は
、
そ
の
年
に
公
刊
さ
れ
たA

m
e
r
ic

a
n

 
L

a
w

 
R

e
v
ie

w

に
い
く
つ
か
の
書
評
や
論
文
を
書
き
始
め

て
お
り
、
同
時
期
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ケ
ン
ト
の
『
ア
メ
リ
カ
法
注
釈
（C

o
m

m
e
n

ta
r
ie

s
 

o
n

 
A

m
e
r
ic

a
n

 
L

a
w

）』
の
第
十
二
版
の

編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
主
著
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
（T

h
e
 

C
o
m

m
o
n

 
L

a
w

）』
は
ボ
ス
ト
ン
大
学
で
の
一
連
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ま

と
め
、
一
八
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
の
招
聘
に
応
え
、
ホ
ー
ム

ズ
は
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
本
格
的
に
開
始
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
の
成
功
に
よ
っ
て
研
究
熱
が
一
時

的
に
冷
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
に
は
わ
ず
か
三
ヶ
月
間
在
籍
し
た
の
み
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
最
高
裁
の
判
事

に
な
り
、
一
九
〇
三
年
か
ら
、
引
退
す
る
一
九
三
五
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
の
判
事
を
勤
め
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
判
事

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
も
、
特
に
一
八
九
〇
年
代
に
は
、
本
稿
で
も
検
討
す
る
「
特
権
、
悪
意
、
意
図
（P

rivilege, M
alice, Intent

）」（
一

八
九
四
年
）、「
法
の
小
路
（T

he P
ath of the L

aw

）」（
一
八
九
七
年
）、「
科
学
お
け
る
法
と
法
に
お
け
る
科
学
（L

aw
 in Science and 

Science in L
aw

）」（
一
八
九
九
年
）
な
ど
、
そ
の
立
場
の
変
遷
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
興
味
深
い
論
稿
を
い
く
つ
も
世
に
問
う
て
い
る（

13
）。

　

本
章
で
は
ま
ず
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
八
〇
年
の
十
年
間
に
渡
っ
て
、
上
述
のA

m
e
r
ic

a
n

 
L

a
w

 
R

e
v
ie

w

誌
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム

ズ
の
初
期
の
諸
論
考
を
検
討
し
て
い
く
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
結
実
す
る
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
形
成
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
形
成
過
程
が
、
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想
、
と
く
に
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
思
想
と
ど
の
よ
う
に

　
（
六
三
六
）
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向
き
あ
い
、
克
服
す
る
か
と
い
う
ホ
ー
ム
ズ
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
わ
が
国
の
比
較
的
最
近
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な（

14
）、

ホ
ー
ム
ズ
が
、
パ
ー
ス
流
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
を
法
思
想
に
ど
の
よ
う
に
適
用
し
た
の
か
と
い
っ
た
視
座
の
み
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
す
で
に
拙
稿
で
明
ら
か
に

し
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
複
雑
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
総
体
を
理
解
す
る
枠
組
み
を
提
供
す
る
と
い
う
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
流
の
法
理
学
に
代
わ
る
も
の
は
、
結
局
は
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が（

15
）、

ホ
ー
ム
ズ
は
、
メ
イ
ン
に
よ
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
批
判

の
視
座
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
枠
組
み
に
代
わ
り
う
る
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
と
も
言
え
る
。
よ
り
広

い
英
米
法
思
想
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
の
ス
パ
ン
か
ら
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
法
学
の
置
か
れ
た
制
度
的
条
件
の

下
、
今
日
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
裁
判
官
の
視
点
を
重
視
す
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
解
釈
的
な
法
理
論
に
よ
っ
て
、
静
態
的
な
ハ
ー
ト

の
法
理
学
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
が
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
批
判
、
克
服
し
て
い
っ
た
過
程
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
の
法
思
想
の
間
の
視
点
の
違
い
の
原
点
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
下
、A

m
e
r
ic

a
n

 
L

a
w

 
R

e
v
ie

w

誌
に
お
い
て
公

刊
さ
れ
、
Ｆ
・
ケ
ロ
ッ
グ
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
ホ
ー
ム
ズ
判
事
の
形
成
期
の
エ
ッ
セ
イ
―
ア
メ
リ
カ
法
哲
学
の
創
生
―
（T

h
e
 

F
o
r
m

a
tiv

e
 E

s
s
a

y
s
 o

f J
u

s
tic

e
 H

o
lm

e
s
; T

h
e
 M

a
k
in

g
 o

f a
n

 A
m

e
r
ic

a
n

 L
e
g
a

l P
h

ilo
s
o
p

h
y

）』（
16
）に

収
め
ら
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
の
初

期
の
論
稿
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ズ
が
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
著
作
に
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
、
彼
が
ま
だ
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
最
終
学

年
で
あ
っ
た
一
八
六
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ケ
ロ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
七
一
年
に
か
け
て
、
少
な
く

と
も
二
度
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
『
法
理
学
講
義
、
あ
る
い
は
実
定
法
の
哲
学
（L

e
c
tu

r
e
s
 
o
n

 
J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
 
o
r
 
th

e
 
P

h
ilo

s
o
p

h
y

 
o
f 

L
a

w

）』（
一
八
六
一
年
）
を
読
ん
で
い
る（

17
）。

ケ
ン
ト
の
『
ア
メ
リ
カ
法
注
釈
』
の
新
版
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
ズ
が
、
オ
ー
ス
テ

ィ
ン
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
法
の
配
列
、
分
類
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
八
七
〇
年
の
「
法
典
と

　
（
六
三
七
）
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法
の
配
列
（C

odes, and the A
rrangem

ent of L
aw

）」
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
ま
ず
、
法
の
配
列
に
つ
い
て
、「
も
し
そ
れ
が
得

ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
重
要
性
は
、
過
大
評
価
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る（

18
）」

と
し
た
上
で
、
そ
の
効
用
と
し
て
、「
与
え
ら
れ
た
事
例
と
他

の
す
べ
て
の
も
の
と
の
す
べ
て
の
結
び
付
き（

19
）」

を
初
学
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
「
法
典
化
と
法
改
革

（C
odification and L

aw
 R

eform

）」
で
掲
げ
た
法
理
学
の
目
的
、
す
な
わ
ち
法
の
ル
ー
ル
を
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
る
「
法
の
地
図
」
の

提
供
と
い
う
目
的
が
、
こ
こ
で
は
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
配
列
の
方
法
に
関
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ズ
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
方
法
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
拙
稿
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
物
の
法
を
中
心
と
し
て

法
全
体
が
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、
違
法
行
為
か
ら
生
じ
る
二
次
的
権
利
と
そ
れ
以
外
の
一
次
的
権
利
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
、
後
者
が
対
物

権
（rights in rem

）
と
対
人
権
に
分
類
さ
れ
る
な
ど
、
権
利
概
念
を
中
心
と
し
た
法
の
配
列
、
分
類
を
試
み
て
い
た（

20
）。

一
方
で
、
周
知
の

通
り
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
義
務
は
論
理
的
に
も
年
代
的
に
も
権
利
に
先
行
す
る（

21
）」

と
述
べ
、
義
務
概
念
を
中
心
に
し
た
法
の
配
列
を
提
唱
し

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
権
利
を
直
接
創
造
す
る
法
で
さ
え
、
世
界
の
他
の
部
分
に
対
し
て
は
暗
黙
に
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
や
、

対
応
す
る
権
利
が
存
在
し
な
い
義
務
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、そ
の
逆
の
場
合
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
た（

22
）。

さ
ら
に
、

ホ
ー
ム
ズ
の
批
判
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
、
権
利
を
そ
れ
自
体
で
権
利
と
さ
れ
る
第
一
次
的
権
利
と
、
そ
れ
ら
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
裁
判

所
に
お
い
て
救
済
を
受
け
る
権
利
に
分
類
し
、
後
者
、
す
な
わ
ち
、「
救
済
を
提
供
し
、
刑
罰
を
決
定
す
る
法
が
絶
対
的
に
必
要
な
唯
一
の

も
の
で
あ
る（

23
）」

と
論
じ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
も
及
ん
で
お
り
、
救
済
を
受
け
る
権
利
を
持
つ
も
の
に
対
応
す
る
当
事
者
が
「
義
務
」
を
賦

課
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
た
め
、「
義
務
の
分
類
に
お
い
て
、
そ
れ
（
救
済
的
権
利
に
対
応
す
る
義
務
）
が
独
立
し
た
位
置
を
見
出
す

こ
と
は
疑
わ
ざ
る
を
え
な
い（

24
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
論
じ
て
い
る
。

　

A
m

e
r
ic

a
 L

a
w

 R
e
v
ie

w

誌
に
次
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
の
論
稿
は
、
一
八
七
二
年
の
「
新
刊
案
内
（B

ook N
otice

）」
の
欄
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
る
法
理
学
の
講
演
の
要
約
が
そ
こ
に
は
載
せ
ら
れ

　
（
六
三
八
）
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て
い
る
。
こ
の
論
稿
か
ら
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
論
に
対
す
る
批
判
が
よ
り
明
白
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
本
研
究
と

の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
が
ポ
ロ
ッ
ク
の
「
法
と
命
令
（L

aw
 and C

om
m

and

）」（
一
八
七
二
年
）
の
書
評
と
し
て
、
そ
れ
に
触

発
さ
れ
る
形
で
書
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
右
の
論
稿
で
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
批
判
し
て
、
主
権
者
の
命
令
か
ら
独
立
し
た
慣
習
が

法
的
効
力
を
持
つ
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
が（

25
）、

ホ
ー
ム
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
実
践
に
よ
り
則
し
た
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
ま
ず
、
主
権

者
の
命
令
よ
り
も
裁
判
官
の
判
決
に
よ
っ
て
法
の
内
容
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
制
定
法
、
こ
の
国
の
憲
法
に
つ
い
て
の
司
法
の
解
釈
の
い
く
つ
も
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
明
国
に
お
い

て
は
、
法
律
家
の
法
（law

yer ’s law

）
を
創
る
の
は
、
そ
の
源
泉
で
は
あ
る
が
主
権
者
の
意
思
で
は
な
く
、
法
を
強
制
す
る
そ
の
従
者
の

集
団
（body of subject

）
で
あ
る
裁
判
官
が
、
彼
の
意
思
と
言
う
と
こ
ろ
の
も
の
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い（

26
）」

の
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
自
身
も
、
主
権
者
は
、
あ
く
ま
で
も
司
法
法
の
源
泉
（source

）
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
司
法
法
そ

れ
自
体
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
、
右
の
ホ
ー
ム
ズ
の
言
明
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
是
認
し
得
る
も
の
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
は
「
法
律
家
に
と
っ
て
の
唯
一
の
問
題
は
、
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
に
行
為
す
る
か
で

あ
る（

27
）」

と
も
論
じ
て
お
り
、「
法
の
小
路
」
に
お
け
る
「
法
予
言
説
」
を
予
感
さ
せ
る
記
述
も
こ
の
論
稿
で
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の

一
方
で
、
法
の
配
列
に
関
す
る
興
味
も
継
続
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
民
事
訴
訟
の
責
任
は
、
そ
れ
自
体
で
義
務
を
形
成
す
る
刑
罰
や

制
裁
で
は
な
い（

28
）」

と
も
述
べ
て
、
法
的
権
利
と
そ
れ
に
相
関
的
な
義
務
、
そ
し
て
そ
の
両
者
を
結
び
付
け
る
主
権
者
の
命
令
、
制
裁
と
い
っ

た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
の
枠
組
み
に
対
す
る
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
を
な
す
契
約
が
無
効

に
な
る
場
合
な
ど
、
違
反
す
る
こ
と
で
法
の
保
護
を
失
う
場
合
を
除
い
て
、
例
え
ば
、
一
定
の
利
益
を
享
受
す
る
た
め
に
公
正
な
対
価
を
支

払
う
責
任
な
ど
に
刑
罰
が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
枠
組
み
か
ら
は
、
例
え
ば
厳
格

責
任
、
無
過
失
責
任
に
基
づ
く
民
事
責
任
に
対
し
て
も
、
刑
罰
、
制
裁
が
科
せ
ら
れ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に

　
（
六
三
九
）
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お
い
て
含
意
さ
れ
て
い
る
有
責
性
（culpability

）
で
は
な
く
、
公
共
政
策
（public policy

）
に
よ
っ
て
民
事
責
任
の
範
囲
を
決
定
す
べ

き
で
あ
る
と
も
ホ
ー
ム
ズ
は
指
摘
し
、
義
務
、
主
権
者
の
命
令
の
下
に
民
事
責
任
も
捉
え
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る（

29
）。

　

ホ
ー
ム
ズ
は
、
次
の
二
つ
の
論
稿
の
「
法
の
配
列
、
当
事
者
関
係
（A
rrangem

ent of the L
aw

, P
rivity

）」（
一
八
七
二
年
）、「
不
法

行
為
の
理
論
（T

he T
heory of Torts

）」（
一
八
七
三
年
）
で
は
、「
法
典
と
法
の
配
列
」
で
自
ら
提
案
し
た
義
務
の
概
念
を
中
心
と
し
た

法
の
配
列
に
伴
っ
た
、
具
体
的
な
法
分
野
に
お
い
て
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
特
に
、
後
者
の
「
不
法
行
為

の
理
論
」
に
お
い
て
は
、
過
失
責
任
を
法
の
発
展
的
理
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
傾
向
が
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法

理
学
に
代
わ
り
う
る
も
の
の
端
緒
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
重
要
な
論
考
で
あ
る
。

　
「
法
の
配
列
、
当
事
者
関
係
」
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
右
の
「
新
刊
案
内
」
の
問
題
意
識
を
発
展
さ
せ
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理

学
の
枠
組
み
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
法
的
権
利
と
義
務
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
雇
主
と
使
用
人
の
関
係
に
お
け
る
代
理
責
任

（vicarious liability

）
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ホ
ー
ム
ズ
は
、
使
用
人
の
不
法
行
為
に
対
し
て
雇
主
が
責
任
を
持
つ

こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
的
な
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
ロ
ー
マ
法
の
初
期
に
お
い
て
は
、

市
民
の
妻
、
子
供
そ
し
て
使
用
人
は
、
彼
（
そ
の
市
民
）
の
奴
隷
で
あ
っ
た
。
彼
ら
（
妻
、
子
供
、
使
用
人
）
は
、
彼
ら
が
、
家
長
の
ペ
ル

ソ
ナ
を
保
持
し
て
い
る
も
の
と
し
て
以
外
に
は
、
法
の
前
に
地
位
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
市
民
に
対
し
て
法
的
関
係
を
持
つ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

30
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
が
、
そ
の
際
、
そ
の
雇
主
と
使
用
人
の
擬
制
に
基
づ
く
同
定
を
代
理
責
任
の
原
理
の
起

源
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
彼
の
使
用
人
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
利
益
に
対
す
る
雇
主

の
権
利
が
一
般
的
で
あ
る
の
と
同
様
に（

31
）」、「

責
任
が
課
さ
れ
た
時
は
い
つ
で
も
、
雇
主
が
使
用
人
の
不
法
行
為
に
対
し
て
責
任
を
持
つ（

32
）」

と

い
う
こ
と
も
一
般
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
に
よ
っ
て
代
理
責
任
は
説
明
で
き
る
の
で
あ
り
、
権
利
と
義
務
の
相

関
性
か
ら
、
代
理
責
任
に
お
い
て
も
、
雇
主
に
は
遠
因
的
な
不
注
意
（rem

ote inadvertence

）
が
あ
る
と
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
理
解

　
（
六
四
〇
）
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を
批
判
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
不
法
行
為
の
理
論
」
は
、
ケ
ロ
ッ
グ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
行
為
の
規
準
が
徐
々
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
法

行
為
の
領
域
が
恒
常
的
に
変
化
、
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ズ
の
法
理
学
の
一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
論
考
で
あ
る（

33
）。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
に
お
い
て
は
、
法
的
権
利
と
相
関
的
な
義
務
を
結
び
付
け
る
も
の
と
し
て
主
権
者
の
制

裁
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
民
事
的
責
任
に
つ
い
て
も
、
主
権
者
に
よ
る
制
裁
と
い
う
枠
組
み
を
維
持
す
る
た
め
に
、
当
事
者
に
は
、

過
失
、
不
注
意
（heedlessness

）、
軽
率
さ
（rashness

）
と
い
っ
た
有
責
性
が
帰
さ
れ
て
い
た（

34
）。

一
方
で
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
右
の
「
新

刊
案
内
」
で
は
無
過
失
責
任
、
厳
格
責
任
が
、
そ
し
て
、「
法
の
配
列
、
当
事
者
関
係
」
に
お
い
て
は
、
代
理
責
任
が
、
当
事
者
に
有
責
性

を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、「
不
法
行
為
の
理
論
」
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
過
失
責
任
に
関
し

て
も
、「
責
任
は
有
責
性
を
含
意
す
る
と
い
う
彼
の
一
般
的
な
概
念
に
従
っ
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
過
失
を
当
事
者
の
心
理
状
態
と
し
て
分

析
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
分
で
な
い
よ
う
に
私
た
ち
に
思
わ
れ
る（

35
）」

と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
枠
組
み
が
妥
当
し
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
過
失
責
任
に
関
す
る
先
例
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
れ
が
、
そ
も
そ
も
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
は
、
一
定
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
は
捕
捉
し
う
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
も
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
過
失
責
任
に
関
す

る
訴
訟
が
陪
審
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
際
、「
彼
ら
（
陪
審
）
は
被
告
の
意
識
の
状
態
に
つ
い
て
聞
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く（

36
）」、

過
失
の

基
準
を
各
々
の
判
例
に
お
い
て
打
ち
立
て
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、「
そ
の
決
定
は
明
瞭
な
理
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
方
、

あ
る
い
は
他
方
の
側
へ
の
わ
ず
か
な
感
情
の
優
勢
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
正
反
対
の
判
決
の
接
触
に
よ
り
、（
過
失
責
任
に
関
す

る
）
厳
密
な
一
線
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
大
変
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
方
、
あ
る
い
は
他
方
の
側
に
も
う
少
し
だ
け
進
ん
で
描
か

れ
る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
あ
っ
た
だ
ろ
う（

37
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
こ
と
を
ホ
ー
ム
ズ
は
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
ホ
ー
ム
ズ

に
よ
れ
ば
、
不
法
行
為
の
責
任
に
は
、
有
責
性
が
要
素
で
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
類
さ
れ
る
が
、
後
者
も
さ
ら
に
、「
責
任
を

　
（
六
四
一
）
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固
定
す
る
事
実
が
確
定
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
そ
の
境
界
線
が
確
認
の
過
程
に
あ
る
か
、
政
策
の
動
機
か
ら
、
そ
れ
が
意
図
的
に
不
確
定
に

さ
れ
て
い
る
場
合（

38
）」

に
再
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
義
務
の
概
念
に
よ
る
法
の
分
類
を
試
み
た
結
果
、
過

失
責
任
の
一
部
に
つ
い
て
は
特
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
「
有
責
性
」
の
枠
組
み
が
妥
当
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
さ
ら
に
、
過
失
責
任
の
基

準
自
体
が
恒
常
的
な
変
化
の
過
程
に
あ
る
た
め
、
一
定
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
把
握
す
る
と
い
う
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学

の
企
図
自
体
が
そ
も
そ
も
限
界
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
け
る
、「
義
務
の
概

念
に
基
づ
く
分
類
か
ら
生
じ
た
問
題
が
、
元
来
の
企
図
に
取
っ
て
代
り
、
そ
れ
自
身
の
哲
学
的
生
命
を
得
る
こ
と
に
な
る
新
し
い
原
理
を
生

み
出
し
た（

39
）」

と
、「
不
法
行
為
の
理
論
」
に
至
る
ま
で
の
ホ
ー
ム
ズ
の
思
考
の
過
程
を
要
約
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
乾

い
た
光
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
、（
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、）
訓
練
さ
れ
た
目
に
よ
っ
て
発
見
で
き
る
恒
久
的
な
法
的
枠
組
み
が
あ
る
と
思
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
叙
述
す
る（

40
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
い
う
メ
イ
ン
に
よ
る
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
評
を
共
有
し
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う

し
、
実
際
、
ホ
ー
ム
ズ
の
次
の
論
稿
も
、
法
に
つ
い
て
の
歴
史
的
考
察
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ホ
ー
ム
ズ
の
次
の
論
稿
と
は
、
一
八
七
六
年
、
一
八
七
七
年
の
二
回
に
分
け
て
公
刊
さ
れ
た
「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念

（P
rim

itive N
otions in M

odern L
aw

）」
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ
自
身
は
、
二
次
文
献
に
依
拠
し
た
メ
イ
ン
の
方
法
論
の
厳
密
性
の
欠
如
を

批
判
し
、
む
し
ろ
、
Ｆ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
を
範
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ズ
の
議
論
の
展
開
は
、
法
の
歴
史
的
考
察
を
通
じ
て
、

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
を
再
検
討
す
る
と
い
う
メ
イ
ン
の
問
題
関
心
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
メ
イ
ン
に
よ
っ
て
主
導

さ
れ
た
、
法
の
分
析
的
研
究
か
ら
歴
史
的
研
究
へ
の
転
換
と
い
う
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
つ
の
潮
流
に
影
響
を
受
け
た
も

の
で
あ
っ
た（

41
）。

メ
イ
ン
の
論
点
は
、「
も
し
我
々
が
何
ら
か
の
方
法
で
、
法
律
の
概
念
の
初
期
の
形
体
を
確
定
で
き
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
ら

は
我
々
に
と
っ
て
評
価
で
き
な
い
ほ
ど
貴
重
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
原
始
的
な
観
念
は
、
初
期
の
地
殻
が
地
質
学
者
に
対
し
て

持
つ
同
じ
よ
う
な
意
味
を
法
律
家
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
潜
在
的
に
は
、
法
が
後
に
示
し
た
す
べ
て
の
形
体
を
含
ん
で
い
る
。

　
（
六
四
二
）
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最
も
表
面
的
な
検
討
以
外
に
は
、
そ
れ
ら
を
一
般
的
に
拒
絶
し
た
性
急
さ
や
偏
見
は
、
我
々
が
法
理
学
と
い
う
科
学
を
見
出
す
不
十
分
な
状

況
の
責
め
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

42
）」

と
い
う
『
古
代
法
（A

n
c
ie

n
t 

L
a

w

）』（
一
八
六
一
年
）
冒
頭
の
言
明
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、

ケ
ロ
ッ
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
も
、
こ
の
メ
イ
ン
の
見
解
に
は
賛
同
し
た
は
ず
で
あ
る（

43
）。

　

さ
て
、「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
ホ
ー
ム
ズ
は
、
責
任
概
念
に
つ
い
て
の
歴
史
的
考
察
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
際
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
、
成
熟
期
の
ロ
ー
マ
法
か
ら
、
有
責
性
に
基
づ
く
概
念
と
し
て
の
責
任
概
念
を
抽
出
し
、
そ
れ
が
、
ロ
ー
マ
法

以
前
の
原
始
的
な
概
念
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
こ
の
論
文
で
は
、
そ
の
原
始
的
な
概
念

を
よ
り
詳
細
に
説
明
し
、
近
代
法
の
一
体
へ
の
影
響
を
示
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
実
際
の
形
体
に
お
い
て
は
、
相
互
に
、
あ
る
い
は
何
ら

か
の
共
通
の
源
泉
と
い
っ
た
も
の
か
ら
最
も
遠
く
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
（
原
始
的
な
責
任
の
概
念
）
の
数
多
く
の
原
理
の
発
展
を

辿
る
こ
と
を
試
み
よ
う（

44
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
自
ら
の
主
題
を
設
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
も
し
我
々
が
成
功
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
原
理
を
確
立
し
た
と
頻
繁
に
考
え
ら
れ
て
い
る
様
々
な
考
慮
は
、
実
際
は
、
す
で
に
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
を
説
明
す
る

た
め
に
、
後
の
時
代
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う（

45
）」。「

近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念
」
に
お
い

て
は
、
特
に
、
厳
格
責
任
、
代
理
責
任
の
歴
史
的
起
源
に
つ
い
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
代
理
責
任
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
、「
法
の
配
列
、
当
事
者
関
係
」
に
お
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
復
讐
の
原
始
的
な
願
望
が
厳
格
責
任
、

代
理
責
任
と
い
っ
た
法
原
則
の
形
成
に
与
え
た
影
響
が
考
察
さ
れ
、
法
と
論
理
の
乖
離
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
ホ

ー
ム
ズ
は
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ゲ
ル
マ
ン
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
な
ど
の
多
様
な
資
料
か
ら
責
任
概
念
の
源
泉
を
探
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
こ
に
お
い
て
共
通
に
散
見
さ
れ
る
要
素
は
、
復
讐
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
原
始
的
な
種
族
に
お
い
て
は
、
侵
害
さ
れ
た
当
事
者
は
、
例

え
ば
、
彼
を
侵
害
し
た
奴
隷
、
あ
る
い
は
、
動
物
や
物
な
ど
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た（

46
）。

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
所

有
者
の
厳
格
責
任
、
代
理
責
任
も
、
引
き
渡
し
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
の
支
払
い
、
す
な
わ
ち
復
讐
に
効
果
を
与
え
る
た
め
に
生
じ
た
の
で

　
（
六
四
三
）
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あ
っ
た
。
な
お
、「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念
」
は
二
部
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
第
二
部
に
お
い
て
は
、
地
役
権
に
関
す
る
法

に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
が
問
題
と
し
た
の
が
、
不
動
産
占
有
侵
奪
者
（disseisor

）
が
通
行
権
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
た

と
え
正
当
な
所
有
者
で
な
く
て
も
通
行
権
を
侵
害
し
た
相
手
に
対
し
て
訴
権
を
持
つ
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
、
地
役
権

が
土
地
に
属
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
は
、
こ
の
法
原
則
に
関
し
て
、「
事
実
、
あ
る
い
は
、
権
限

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
所
有
権
を
有
し
て
い
な
い
も
の
が
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
か（

47
）」

と
の
問
い
を
立
て
た
後
に
、「
そ
の

答
え
は
、
理
性
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
理
性
の
失
敗
に
お
い
て
あ
る（

48
）」

と
述
べ
て
い
る
。

　

二
部
か
ら
成
る
「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念
」
の
特
徴
は
、
そ
れ
以
前
に
試
み
ら
れ
て
い
た
、
義
務
の
観
念
を
中
心
と
し
た
法
の

配
列
に
つ
い
て
の
新
た
な
考
察
が
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
そ
の
よ
う
な
変
化
か
ら
、
こ
の
時
点
の
ホ
ー

ム
ズ
に
お
い
て
、
近
代
の
責
任
の
基
準
に
つ
い
て
の
原
始
的
な
観
点
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
が
、
そ
れ
が
純
粋
な
分
類
に
基
づ
く
分
析
に
投
げ

か
け
る
疑
問
を
上
回
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が（

49
）、

本
稿
の
本
題
関
心
か
ら
は
、
こ
れ
以
降
は
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、

メ
イ
ン
の
歴
史
法
学
を
超
え
る
視
点
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
論
じ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
メ
イ
ン
は
、『
初
期
の
法
と
慣

習
（E

a
r
ly

 
L

a
w

 
a

n
d

 
C

u
s
to

m

）』（
一
八
八
三
年
）
に
お
い
て
、
ベ
ン
サ
ム
、
あ
る
い
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
的
概
念
が
、「
死
滅
し
や

す
い
と
い
う
事
実
は
、
法
理
学
そ
れ
自
体
で
さ
え
、
偉
大
な
発
展
の
法
則
か
ら
逃
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る（

50
）」

と
論
じ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歴
史
法
学
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
の
射
程
を
歴
史
的
、
地
理
的
に
限
定
す
る
こ
と
を
超
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た（

51
）。

一
方
で
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
メ
イ
ン
が
「
偉
大
な
発
展
の
法
則
（great law

 of evolution

）」
と
呼
ん
だ
も
の
の
探
求
を
試

み
て
い
る
が
、「
不
法
行
為
の
理
論
」
に
お
け
る
過
失
責
任
の
分
析
に
も
垣
間
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
責
任
概
念
の
客
観
化
、
す
な

わ
ち
共
同
体
の
価
値
の
追
求
へ
と
進
ん
で
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
六
四
四
）
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（
二
）
共
同
体
の
価
値
の
探
求

　

前
節
で
は
、A

m
e
r
ic

a
n

 
L

a
w

 
R

e
v
ie

w
 

誌
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ズ
の
一
八
七
〇
年
代
の
論
稿
を
検
討
し
て
き
た
が
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、

ま
ず
、
義
務
の
観
念
を
中
心
と
し
て
い
た
と
い
う
違
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
同
様
に
、
法
を
包
括
的
に
説
明
す
る
こ
と
の

で
き
る
法
の
配
列
の
考
察
を
試
み
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
格
責
任
、
代
理
責
任
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
枠
組
み
を
支
え
る
有
責
性
に

よ
っ
て
は
、
他
の
不
法
行
為
と
同
様
に
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
過
程
で
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
有
益
で
は
な
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
、法
の
歴
史
的
考
察
に
重
点
を
移
す
よ
う
に
な
る
。「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
概
念
」
な
ど
に
お
け
る
考
察
を
通
じ
て
、

ホ
ー
ム
ズ
に
と
っ
て
の
法
の
論
理
は
、
歴
史
的
変
化
の
残
余
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

52
）。

『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
非
常
に
一
般
的
な
現
象
、
そ
し
て
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
よ
く

知
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
で
あ
る
。
原
始
的
時
代
の
慣
習
、
信
念
あ
る
い
は
必
要
が
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
公
式
を
打
ち
立
て
る
。
何
世
紀
も
の

間
に
、
そ
の
慣
習
、
信
念
、
あ
る
い
は
必
要
は
消
え
去
る
が
、
ル
ー
ル
は
残
る
。
そ
の
ル
ー
ル
を
生
み
出
し
た
理
由
は
忘
れ
去
ら
れ
、
発
明

の
才
の
あ
る
知
性
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
か
探
求
し
始
め
た
。
そ
れ
を
説
明
し
、
現
在
の
物
事
の
状
況
と
一
致
す
る
よ

う
な
一
定
の
政
策
の
根
拠
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
ル
ー
ル
そ
れ
自
体
が
、
そ
れ
の
た
め
に
見
つ
け
ら
れ
た
新
し
い
ル
ー
ル
に
そ
れ
自
体
を

適
用
さ
せ
、
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
古
い
形
式
が
新
し
い
内
容
を
受
容
し
、
次
第
に
、
形
式
そ
れ
自
体
も
、
そ
れ
が
受
容

し
た
意
味
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
を
変
化
さ
せ
る（

53
）」

の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、「
近
代
法
に
お
け
る
原
始
的
な
観

念
」、
あ
る
い
は
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
厳
格
責
任
、
代
理
責
任
の
歴
史
的
変
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
古
代
に
お
け
る
、
侵
害
行
為
を
犯
し
た
奴
隷
に
対
す
る
復
讐
の
代
替
物
と
し
て
、
所
有
者
の
金
銭
賠
償
を
定
め
た
ル
ー
ル
自
体
は
、

文
明
社
会
に
お
い
て
は
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
船
主
や
宿
屋
の
主
人
な
ど
に
関
す
る
特
殊
な
信
用
か
ら
、
そ
の
使
用
人
が
な
し
た
権
利

侵
害
に
対
し
て
は
無
条
件
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
政
策
を
説
明
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
、
よ
り
一
般
的
に
、

　
（
六
四
五
）
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責
め
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
他
人
に
よ
る
行
為
に
対
す
る
責
任
を
規
定
す
る
代
理
責
任
の
ル
ー
ル
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た（

54
）。

ま
た
、
無
生
物

の
も
の
で
あ
る
船
が
、
古
代
法
に
お
け
る
奴
隷
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
た
か
も
人
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
裁
判
官
に
よ
っ
て
扱
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
右
の
法
の
形
式
と
内
容
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（

55
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
の
科

学
者
が
、
法
体
系
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
示
し
た
よ
う
な
法
の
枠
組
み
、
論
理
で
は

な
く
て
、
法
体
系
全
体
は
、
漸
進
的
で
は
あ
る
が
、
恒
常
的
な
変
化
の
中
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
基
本
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
っ
た
と
言
え
る（

56
）。

　

前
節
で
検
討
し
た
一
八
七
〇
年
代
の
ホ
ー
ム
ズ
の
論
稿
の
い
く
つ
か
は
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
コ
モ
ン
・
ロ

ー
』
の
序
章
「
責
任
の
初
期
の
形
態
（E

arly F
orm

s of L
iability

）」
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
と
向
き
合
っ
た
ホ
ー
ム
ズ

の
一
八
七
〇
年
代
の
思
索
の
成
果
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、「
法
体
系
全
体
を
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
か
ら
演
繹

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
れ
、
優
雅
な
法
理
学
（elegantia juris

）、
あ
る
い
は
部
分
間
の
論
理
的
な
一
貫
性
に
法
の
科
学
は
存
在
す
る
と

想
定
す
る
よ
り
謙
虚
な
も
の
で
あ
れ（

57
）」、「

そ
の
形
式
的
な
側
面
か
ら
の
み
法
を
考
察
す
る
す
べ
て
の
理
論（

58
）」

は
失
敗
す
る
と
ホ
ー
ム
ズ
は
論

じ
て
い
る
。「
真
実
は
、法
は
一
貫
性
に
常
に
近
づ
い
て
い
る
し
、決
し
て
到
達
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、一
方
に
お
い
て
は
、

生
活
か
ら
新
し
い
原
理
を
永
久
に
採
用
し
続
け
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
ま
だ
吸
収
さ
れ
る
こ
と
も
捨
て
去
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
古
い
も
の

を
歴
史
か
ら
保
持
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
が
成
長
す
る
の
を
止
め
る
時
に
の
み
、
完
全
に
一
貫
し
た
も
の
に
な
る（

59
）」

の
で
あ
っ
た
。

「
我
々
が
ど
れ
だ
け
法
を
、
一
見
明
白
な
命
題
の
連
続
に
法
典
化
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
命
題
は
、
継
続
的
な
成
長
の
一
つ
の
局
面
に

過
ぎ
な
い（

60
）」

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
そ
の
「
責
任
の
初
期
の
形
態
」
に
お
い
て
、
責
任
に
関
す
る
法
の
発
展
法
則
と
言
え
る
も
の
に
つ
い
て
も
明
確

に
規
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
現
代
の
法
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
様
々
な
形
態
の
責
任
は
、
復
讐
と
い
う
共
通
の
根
拠
か
ら

　
（
六
四
六
）
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生
じ
て
い（

61
）」

て
、「
道
徳
的
な
基
礎
、
す
な
わ
ち
、
誰
か
が
咎
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
開
始
さ
れ
た（

62
）」。

し
か
し
な
が

ら
、「
道
徳
の
用
語
は
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
法
は
、
一
定
の
意
味
に
お
い
て
、
未
だ
に
そ
し
て
常
に
道
徳
的
基
準
に
よ
っ
て
法
的
責
任
を
評

価
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
性
質
の
ま
さ
に
必
然
性
に
よ
り
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
道
徳
的
基
準
を
外
的
あ
る
い
は
客

観
的
な
も
の
に
常
に
変
え
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
、
当
事
者
の
実
際
の
罪
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
る（

63
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
一
八
七
二
年
の
「
新
刊
案
内
」
に
お
い
て
、
す
で
に
ホ
ー
ム
ズ
は
、
無
過
失
責
任
、
厳
格
責
任
の

領
域
に
お
い
て
は
、
公
共
政
策
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、
そ
の
翌
年
の
「
不
法
行
為
の
理
論
」
に
お
い
て
は
、
不
法
行

為
の
責
任
を
、
有
責
性
が
要
素
で
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
類
し
て
い
た
が
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
が
執
筆
さ
れ
る
ま
で
に
は
、「
被

告
人
の
実
際
の
心
理
状
態（

64
）」

で
は
な
く
、「
平
均
的
な
知
性
を
持
つ
分
別
の
あ
る
人
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
か（

65
）」

否
か
が
不
法

行
為
全
体
の
基
準
と
な
っ
て
く
る
。「
不
法
行
為
の
理
論
」
に
お
い
て
は
、
詐
欺
や
故
意
の
契
約
違
反
は
、
当
事
者
の
意
識
が
要
素
で
あ
る

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
も
、
外
的
、
客
観
的
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』

に
お
い
て
、
例
え
ば
、
あ
る
人
が
「
も
し
重
い
梁
を
通
り
に
投
げ
入
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
通
常
の
分
別
あ
る
人
が
、
死
あ
る
い
は
重
度
の
身

体
的
危
害
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
と
予
見
す
る
行
為
を
な
し
、
実
際
に
彼
が
そ
う
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
あ
た
か
も
そ
れ
を
予

見
し
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る（

66
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
刑
法
に
お
け
る
責
任
も
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
契
約
法
の
分
析

に
お
い
て
も
、
法
は
当
事
者
の
実
際
の
意
図
と
は
関
係
な
く
、
彼
ら
の
行
為
の
外
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
人
々
を
判
断
す
る
と
述
べ
て
い
た（

67
）。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
右
の
刑
法
に
関
す
る
例
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
道
徳
的
責
任
か
ら
、
外
的
、
客
観
的
基
準
へ
と
い

う
ホ
ー
ム
ズ
の
責
任
原
理
に
関
す
る
発
展
法
則
が
、
そ
の
ま
ま
法
解
釈
論
に
転
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、『
コ

モ
ン
・
ロ
ー
』
に
お
い
て
、
外
的
、
客
観
的
基
準
を
「
共
同
体
の
感
情
を
代
表
し
て
い
る
（
中
略
）
と
仮
定
さ
れ
て
い
て（

68
）」﹇（　

　

）
内
は

引
用
者
﹈、「
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
平
均
的
に
分
別
あ
る
人
の
理
想
像
と
見
な
さ
れ
て
い
る（

69
）」

陪
審
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー

　
（
六
四
七
）
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ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
事
柄
に
適
用
で
き
る
公
共
政
策
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
明
白
な
見
解
も
抱
く
こ
と
が
な
い
裁
判
所
は
、
不
法
行
為

法
の
大
部
分
が
そ
の
よ
う
に
導
出
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
日
常
の
経
験
か
ら
適
用
さ
れ
る
べ
き
ル
ー
ル
を
導
出
す
る
。
し
か

し
、
裁
判
所
は
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ
自
体
が
ル
ー
ル
を
聡
明
に
規
定
す
る
た
め
の
十
分
な
実
践
的
な
経
験
を
持
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

そ
れ
は
、
共
同
体
の
実
践
的
な
部
分
か
ら
選
ば
れ
た
十
二
人
が
そ
の
判
決
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、

陪
審
の
意
見
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
別
を
促
進
す
る（

70
）」

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
で
は
よ
り
一
般
的
な

裁
判
官
の
役
割
に
つ
い
て
の
ホ
ー
ム
ズ
の
見
解
の
一
端
も
示
さ
れ
て
い
る
。「
実
務
に
お
い
て
、
事
実
は
正
確
に
は
繰
り
返
す
こ
と
は
な
い

が
、
相
互
に
比
較
的
小
さ
な
変
化
し
か
伴
わ
な
い
事
例
は
繰
り
返
す
」。
そ
の
際
、「
長
い
間
、
民
事
の
第
一
審
裁
判
所
（nisi prius

）
で

審
理
し
て
い
る
裁
判
官
は
、
徐
々
に
、
通
常
の
場
合
に
お
け
る
共
同
体
の
共
通
感
覚
を
代
表
す
る
こ
と
を
彼
に
可
能
に
さ
せ
る
経
験
の
蓄
積

を
、
陪
審
よ
り
も
よ
り
良
く
獲
得
す
る
は
ず
だ
。
彼
は
、
総
体
と
し
て
、
彼
ら
の
意
見
を
採
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
場
合
で
も
、

彼
ら
を
導
き
、
詳
細
ま
で
教
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
が
、
彼
ら
の
意
見
を
全
く
採
用
す
る
こ
と
な
し
に
、
判
決

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
領
域
は
継
続
的
に
成
長
す
る
は
ず
で
あ
る（

71
）」

と
ホ
ー
ム
ズ
は
論
じ
て
い
る
。

　

最
近
の
英
米
、
あ
る
い
は
わ
が
国
の
研
究
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
外
的
、
客
観
的
な
基
準
、
あ
る
い
は
陪
審
の
評
決
に
現
わ
れ
る

と
さ
れ
る
共
同
体
の
価
値
に
基
づ
く
ホ
ー
ム
ズ
の
判
例
解
釈
の
理
論
に
対
す
る
デ
ュ
ー
イ
、
あ
る
い
は
パ
ー
ス
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｔ
・
グ
レ
イ
に
よ
る
と
、
デ
ュ
ー
イ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
思
考
は
、
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
た
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
知
覚
、
あ
る
い
は
思
考
の
慣
習
、
類
型
と
い
っ
た
も
の
の
実
践
に
組
み
込
ま
れ

た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
一
方
で
、
第
二
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
、
思
考
は
、
生
存
に
向
け
ら
れ
た
問
題
解
決
の
能
力
と
し

て
、
道
具
主
義
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た（

72
）。

ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
法
実
践
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
る

と
グ
レ
イ
は
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
法
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
き
、
位
置
づ
け

　
（
六
四
八
）
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ら
れ
て
い
て
、
慣
習
と
共
有
さ
れ
た
期
待
に
根
拠
を
持
つ
実
践
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
さ
れ
、
第
二
に
、
法
は
、
社
会
的
に
望
ま
し
い
結
果
を

達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
道
具
主
義
的
に
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（

73
）。

よ
り
簡
潔
に
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
に

お
け
る
法
は
、
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
た
暗
黙
の
思
考
類
型
、
偏
見
（prejudice

）
に
依
拠
す
る
と
同
時
に
、
公
共
政
策
、
社
会
の
必
要

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り（

74
）、

裁
判
官
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
偏
見
や
必
要
を
測
る
手
段
と
し
て
陪
審
を
用
い
る
こ
と
が
提
唱

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
わ
が
国
の
金
井
光
生
の
最
近
の
研
究
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ス
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お

け
る
法
律
が
、「
単
に
〈
自
己
選
好
〉
や
〈
便
宜
性
〉
だ
け
で
定
立
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、あ
く
ま
で
も
〈
過
去
〉
と
の
対
話
を
重
視
し
て（

75
）」

い
て
、
そ
の
法
思
想
に
お
い
て
、「
過
去
の
信
念
が
現
在
の
必
要
性
に
よ
っ
て
懐
疑
さ
れ
、
批
判
吟
味
を
重
ね
る
こ
と
で
、〈
自
己
修
正
的
に
〉

新
た
な
信
念
（
法
律
）
が
探
求
さ
れ
る（

76
）」

点
が
、「
パ
ー
ス
の
言
う
〈
習
慣
の
形
成
〉
と
〈
習
慣
の
自
己
修
正（

77
）〉」

に
結
び
付
け
て
捉
え
ら
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
が
、
共
同
体
の
過
去
の
信
念
、
あ
る
い
は
現
在
の
必
要
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
陪
審
を
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
な
ど

か
ら
も
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
と
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
区
別
し
、
さ
ら
に
、
パ
ー
ス
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
の
親
和
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る（

78
）。

　

も
ち
ろ
ん
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
結
実
す
る
一
八
七
〇
年
代
の
ホ
ー
ム
ズ
の
思
考
の
特
徴
の
一
つ
が
、
ケ
ン
ト
の
『
ア
メ
リ
カ
法
注
釈
』

を
編
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
詳
細
な
知
識
と
、
パ
ー
ス
に
よ
っ
て
主
宰
さ
れ
て
い
た
形
而
上
学
ク
ラ
ブ

（M
etaphysical C

lub

）
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
哲
学
を
結
び
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が（

79
）、

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理

学
の
否
定
、
メ
イ
ン
と
の
問
題
意
識
の
共
有
と
い
っ
た
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
な
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
思
想
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
お
い
て
こ
そ
、ホ
ー
ム
ズ
の
目
的
は
十
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
本
稿
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。ホ
ー
ム
ズ
の
『
コ

モ
ン
・
ロ
ー
』
は
、
た
だ
単
に
デ
ュ
ー
イ
や
パ
ー
ス
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
実
践
に
適
用
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

ケ
ロ
ッ
グ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
的
概
念
は
そ
の
発
生
と
成
長
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
メ
イ
ン
と
同
様
の

　
（
六
四
九
）
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問
題
意
識
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
法
の
発
展
と
い
う
観
点
を
補
足
し
え
な
い
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
流
の
法
理
学
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
ホ
ー
ム
ズ
の

試
み
で
あ
っ
た（

80
）。

　

と
こ
ろ
で
、ケ
ロ
ッ
グ
に
よ
る
、ホ
ー
ム
ズ
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
探
求
と
同
様
な
共
同
体
の
探
求
の
概
念
で
も
っ
て
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
理
論
を
最
新
の
も
の
に
し
た（

81
）」

と
の
指
摘
も
、
本
研
究
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
興
味
深
い
。
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
そ
の
近
著
で

あ
る
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ; 

法
理
論
と
抑
制
的
な
司
法
（O

liv
e
r
 
W

e
n

d
e
ll 

H
o
lm

e
s
, 

J
r.: 

L
e
g
a

l 
T

h
e
o
r
y

 
a

n
d

 

J
u

d
ic

ia
l 

R
e
s
tr

a
in

t 
）』（
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
と
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
と
の
関
連
を
強
調
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ロ
ッ
グ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
思
想
に
お
い
て
は
、
社
会
的
実
践
と
い
う
よ
り
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
法
を

捉
え
、
紛
争
を
解
決
す
る
過
程
で
法
は
生
じ
て
く
る
と
し
た
、
ク
ッ
ク
、
ヘ
イ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
ら
の
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想

と
、
法
を
自
律
的
で
、
確
定
的
で
一
貫
し
た
も
の
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
な
ど
の
法
実
証

的
な
法
思
想
が
対
立
し
て
き
た
と
整
理
し
た
上
で
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
前
者
を
再
定
式
化
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る（

82
）。

例
え
ば
、
ク
ッ
ク
が
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
提
要
（In

s
titu

te
s
 
o
f 

th
e
 
la

w
s
 
o
f 

E
n

g
la

n
d

 

）』
に
お
い
て
、
裁
判
官
た
ち
の
判
決
意
見
の

間
に
一
致
が
見
ら
れ
な
い
時
の
、
法
の
最
良
の
解
釈
者
は
慣
習
で
あ
る
と
論
じ
、
ヘ
イ
ル
が
、「
ホ
ッ
ブ
ズ
氏
の
『
法
の
対
話
』
に
関
す
る

主
席
裁
判
官
ヘ
イ
ル
卿
に
よ
る
考
察
（R

eflections by the L
rd.C

hief Justice H
ale on M

r. H
obbes H

is D
ialogue of the L

aw
e

）」

に
お
い
て
ホ
ッ
ブ
ズ
を
批
判
し
た
際
に
、
哲
学
者
の
思
索
に
よ
る
法
よ
り
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
方
が
長
い
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
優

れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
た
こ
と
か
ら（

83
）、

ケ
ロ
ッ
グ
は
、
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
を
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
お
け
る
よ
う
な
中

央
集
権
的
で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
法
思
想
で
は
な
く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
法
思
想
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る（

84
）。

そ
し
て
、
ケ
ロ
ッ
グ
は
、「
事

例
に
特
化
し
た
探
求
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
方
法
、
法
的
思
考
と
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ル
ー
ル
形
成
の
暫
定
的
で
実
験
的
な
性
質
、
抽

象
化
に
対
す
る
懐
疑
、
そ
し
て
裁
判
所
の
法
形
成
過
程
に
お
け
る
共
同
体
の
実
践
と
参
加
の
重
要
性
と
尊
重（

85
）」

と
い
っ
た
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思

　
（
六
五
〇
）
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想
の
特
徴
も
、
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
、
英
米
の
伝
統
的
な
法
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム

ズ
の
法
思
想
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
彼
の
「
公
共
政
策
（public policy

）」
の
観
念
、
有
名
な
「
法
予
言
説
」
な
と
ど
と
関
連
さ
せ
て
次

節
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
お
い
て
は
、
法
発
展
の
原
理
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
ケ
ロ
ッ
グ
の
整
理
を
批
判
的
に
検

討
す
る
こ
と
で
、
本
研
究
が
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
近
代
以
降
の
英
米
法
思
想
と
い
う
よ
り
大
き
な
ス
パ
ン
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法

思
想
が
持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
ヘ
イ
ル
に
関
し
て
確
認
す
る
と
、
法
実
証
主
義
的
な
主
権
者
命
令
説
の
観
点
か
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
準
則
の
多
く
は
、
立
法
に

起
源
を
持
つ
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
そ
れ
以
外
の
慣
習
に
起
源
を
持
つ
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
人
々
の
受
容
、
同
意
に
よ

っ
て
法
と
し
て
の
地
位
を
得
る
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
人
々
の
状
況
、
緊
急
の
必
要
や
便
宜
に
順
応
さ
せ
ら
れ
る
も
の（

86
）」

と
し
て
ヘ
イ

ル
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
を
捉
え
て
い
る（

87
）。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
ケ
ロ
ッ
グ
の
指
摘
と
は
異
な
る
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
思
想

も
、
同
様
に
法
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
主
権
的
立
法
者
は
、

た
ん
に
権
威
を
与
え
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
自
身
に
立
法
す
る
こ
と
を
割
り
当
て
る
こ
と
は
な
い（

88
）」

と
論
じ
て
い
た
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
に
お
い
て
も
、
法
は
、
社
会
の
変
化
に
即
し
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
救
済
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
主

権
者
命
令
説
は
、
そ
の
よ
う
に
変
化
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
捉
え
る
枠
組
み
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る（

89
）。

古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思

想
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
性
格
を
持
つ
法
実
証
主
義
的
な
法
思
想
と
対
比
さ
せ
る
ケ
ロ
ッ
グ
の
整
理

は
過
度
の
単
純
化
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
ヘ
イ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想

と
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
対
比
的
に
捉
え
る
方
が
、ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
特
徴
は
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
地
図
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
義
的
な
目
的
と
し
、
裁
判
官
の
法
解
釈
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
深
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
前
者

と
、
裁
判
官
の
、
い
わ
ば
「
内
的
な
視
点
」
か
ら
の
法
思
想
が
考
察
さ
れ
て
い
る
後
者
の
対
比
で
あ
る
。

　
（
六
五
一
）
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ヘ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
お
い
て
は
、
権
威
的
な
ル
ー
ル
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
発
展
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
す
で
に
拙
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
判
例
法
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
法
発
展
の
過
程
が
十
分

に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
典
型
的
に
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
「
法
は
そ
れ
自
身
の
意
味
を
宣
言
す
る
の
に
め
っ
た
に
躊
躇

し
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
、
他
の
も
の
（
事
実
問
題
）
の
意
味
を
見
つ
け
出
す
た
め
に
頻
繁
に
困
惑
さ
せ
ら
れ
る（

90
）」﹇（　

　

）
内
は
引

用
者
﹈
と
い
う
言
明
に
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
現
れ
て
お
り
、
そ
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
釈
義
（C

o
m

m
e
n

ta
r
ie

s
 

o
n

 
th

e
 

L
a

w
s
 

o
f 

E
n

g
la

n
d

）』（
一
七
六
五
―
六
九
年
）
の
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
発
生
、
発
達
と
漸
進
的
な
改
善
（O

f the R
ise, 

P
rogress, and G

radual　

Im
provem

ent of the L
aw

s of E
ngland

）」
と
い
う
一
節
に
お
い
て
も
、
お
も
に
制
定
法
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
変
化
が
考
察
さ
れ
て
い
る（

91
）。

そ
れ
と
同
様
に
、
司
法
法
と
し
て
捉
え
た
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
の
曖
昧
さ

や
流
動
性
、
あ
る
い
は
「
正
反
対
の
類
推
の
競
合
（conception of opposite analogies

）」
な
ど
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
の
複
雑
さ
を

認
識
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
お
い
て
も
、
法
曹
全
体
の
見
解
、「
専
門
職
の
一
般
的
な
意
見
の
影
響
」
に
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
発
展
は
委
ね
ら
れ
て
い
た（

92
）。

一
方
で
、
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
法
学
の
置
か
れ
た
制
度
的
条
件
を
一
因
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
ヘ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
が
考
察
の
対
象
と
は
せ
ず
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
法
専
門
職
に
委
ね
た
コ
モ
ン
・
ロ

ー
の
発
展
の
原
理
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
の
引
用
を
繰
り
返
す
が
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
過
失
の
基
準
に
つ
い
て
、「
そ
の

決
定
は
明
瞭
な
理
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
一
方
、
あ
る
い
は
他
方
の
側
へ
の
わ
ず
か
な
感
情
の
優
勢
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

正
反
対
の
判
決
の
接
触
に
よ
り
、（
過
失
責
任
に
関
す
る
）
厳
密
な
一
線
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
大
変
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
方
、

あ
る
い
は
他
方
の
側
に
も
う
少
し
だ
け
進
ん
で
描
か
れ
る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
あ
っ
た
だ
ろ
う（

93
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
述
べ
、
次
節

で
も
見
る
よ
う
に
、
そ
の
際
の
裁
判
官
の
役
割
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
の
こ
の
言
明
は
、
ま
さ
に
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

が
「
正
反
対
の
類
推
の
競
合
」
と
名
付
け
、
法
理
学
の
考
察
対
象
の
外
に
置
い
た
現
象
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
モ
ン
・

　
（
六
五
二
）
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ロ
ー
の
地
図
を
描
こ
う
と
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
あ
る
い
は
ヘ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
視
点
と
ホ
ー
ム
ズ
の
視
点
の
対
比
が
、
ハ
ー

ト
の
『
法
の
概
念
（T

h
e
 C

o
n

c
e
p

t o
f L

a
w

）』（
一
九
六
一
年
）
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
『
法
の
帝
国
（L

a
w

’s E
m

pire

）』（
一
九
八
六
年
）

の
間
の
視
点
の
違
い
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
ヘ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
視
点
に
焦
点
を
当
て
る
ア
メ
リ
カ
法
学
の
独
自
の
発
展
の
端
緒
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
終
章
で
さ
ら
な
る
検
討
を
加
え
る
が
、
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ

ー
思
想
も
含
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想
と
対
比
さ
せ
る
と
い
う
本
稿
の
整
理
は
、
以
上
の
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
に
焦
点
を
当
て
て
、
裁
判
官
の
法
的
推
論
を
導
く
指
針
と
し
て
の
法
思
想
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
英

米
圏
の
も
う
一
人
の
法
律
家
と
し
て
、
十
八
世
紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ケ
イ
ム
ズ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
で
に
拙
稿
で
も
検
討
し

た
よ
う
に
、
ケ
イ
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
法
の
発
展
を
道
徳
感
覚
の
理
論
に
よ
っ
て
一
貫
的
に
説
明
で
き
て
い
な
い
と
い
う
内
在
的
な
限
界
を

伴
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
の
法
実
務
に
対
す
る
影
響
も
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た（

94
）。

そ
れ
と
同
様
に
、
ホ
ー
ム
ズ
も
、
後
に
、

法
の
発
展
の
基
準
を
共
同
体
の
価
値
に
求
め
る
自
ら
の
議
論
の
限
界
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
節
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ズ
研
究
に
お

け
る
論
争
軸
で
あ
る
「
法
予
言
説
」、「
政
策
考
量
」
と
い
っ
た
概
念
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
解
釈
理
論
の
変
遷
を
分
析
し

た
い
。

（
三
）
法
予
言
説
と
政
策
考
量

　

ホ
ー
ム
ズ
は
、
本
章
第
一
節
で
も
検
討
し
た
「
法
典
と
法
の
配
列
」
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
ル
ー
ル
形
成
を
以
下
の
よ
う
に
描
写

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、「
同
じ
主
題
に
つ
い
て
の
一
連
の
決
定
の
後
に
の
み
、『
諸
事
例
を

調
停
す
る
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
真
実
の
帰
納
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
何
と
な
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
原
理
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要

　
（
六
五
三
）
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に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
は
、
抽
象
的
な
一
般
的
ル
ー
ル
が
そ
の
最
終
的
な
形
を
取
る
前
に
、
一
度
な
ら
ず
、
新
し
い
判
決
に
よ
っ
て

度
々
修
正
さ
れ
る（

95
）」。

ま
た
、
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、「
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
偉
大
な
事
例
（
ケ
ー
ス
）
は
悪
法
を
作
る
。
な
ぜ

な
ら
、
偉
大
な
事
例
が
偉
大
で
あ
る
の
は
、
将
来
の
ル
ー
ル
を
形
作
る
際
の
そ
れ
ら
の
真
実
の
重
要
性
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

感
情
に
訴
え
、
判
決
を
歪
め
る
目
下
の
圧
倒
的
な
関
心
と
い
う
何
ら
か
の
偶
然
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
目
下
の
関
心
は
、
一
種
の
水
圧
の
よ
う

な
働
き
を
し
、
以
前
は
明
白
で
あ
っ
た
も
の
を
疑
わ
し
く
見
え
る
よ
う
に
し
、
そ
の
前
で
は
、
十
分
に
確
立
さ
れ
た
法
の
原
理
も
屈
服
す
る（

96
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
の
裁
判
官
は
、
同
一
の
争
点
に
関
し
て
判
決
が
一
定
程
度
集
積
し
た
後
に
初
め
て
、
一
般
的
な
ル

ー
ル
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
常
に
、
修
正
あ
る
い
は
精
緻
化
の
対
象
に
な
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ホ
ー
ム
ズ
の
法
解
釈
の
議
論
は
、「
法
の
生
命
は
論
理
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
経
験
で
あ
っ
た（

97
）」

と
い
う
そ
の
法
思
想
か
ら
導
か
れ
た

も
の
で
あ
り
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
思
想
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
検
討
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

言
う
と
、
法
の
論
理
の
捉
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
解
釈
の
議
論
は
、
ク
ッ
ク
や
ヘ
イ
ル
な
ど
の
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思

想
に
お
け
る
も
の
と
も
性
質
を
異
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ク
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
体
性
、
整
合
性
に
そ
れ
が
理

性
的
な
も
の
で
あ
る
根
拠
が
求
め
ら
れ
、
法
の
解
釈
は
、
既
存
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
ヘ
イ
ル
に
お
い
て
も
、

「
一
つ
の
時
代
と
一
つ
の
裁
判
所
が
一
つ
の
こ
と
を
話
し
、
同
じ
法
の
糸
を
紡
い
で
い
く（

98
）」

こ
と
の
重
要
性
か
ら
、
類
推
に
基
づ
く
解
釈
に

よ
っ
て
法
が
発
展
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
い
て
は
、
法
と
社
会
的
実
践
と
の
関
係
の
捉
え
方
が
、
ク

ッ
ク
や
ヘ
イ
ル
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
い
て
は
、
法
の
発
展
は
、
社
会
的
価
値
の
変
遷
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
に
お
け
る
内
在
的
な
一
貫
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
法
に
一
定
の
体
系
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
結
果
と
し
て
の
体
系
性
な
の
で
あ
っ
た（

99
）。

ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
裁
判
過
程
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想
と
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
法
過
程
、
法
解
釈
の
関
係
に

　
（
六
五
四
）
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つ
い
て
も
極
め
て
独
特
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

100
）。

　

右
の
法
の
発
展
を
左
右
す
る
社
会
的
価
値
が
陪
審
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
通
り
だ
が
、
不

法
行
為
、
あ
る
い
は
刑
法
に
お
け
る
責
任
の
基
準
と
な
る
も
の
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
「
公
共
政
策
（public policy

）」
に
も
度
々
言
及

し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
新
刊
案
内
」
に
お
い
て
は
、
厳
格
責
任
、
無
過
失
責
任
の
基
準
に
つ
い
て
、「
公
共
政
策
が
、
ど
こ
に

線
が
引
か
れ
る
べ
き
か
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

101
）」

と
論
じ
ら
れ
て
い
た
し
、
同
じ
くA

m
e
r
ic

a
n

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 

誌
に
一
八
七
九
年
に

掲
載
さ
れ
た
「
運
輸
業
者
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
（C

om
m

on C
arriers and the C

om
m

on L
aw

）」
に
お
い
て
も
、「
訴
訟
に
お
い
て
発
展
さ

せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
重
要
な
原
理
は
、
実
際
は
、
公
共
政
策
に
つ
い
て
の
、
多
か
れ
少
な
か
れ
は
っ
き
り
と
し
た
理
解
の
結
果
で
あ
る（

102
）」

と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
の
冒
頭
に
お
い
て
も
「
時
代
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
必
要
性
、
普
及
し
て
い
る
道
徳
と
政
治
理

論
、
公
然
あ
る
い
は
無
意
識
の
公
共
政
策
、
そ
し
て
裁
判
官
た
ち
が
仲
間
た
ち
と
共
有
す
る
偏
見
さ
え
も
が
、
人
々
が
統
治
さ
れ
る
べ
き
ル

ー
ル
を
決
定
す
る
際
に
、
三
段
論
法
よ
り
も
は
る
か
に
関
係
あ
る（

103
）」

と
ホ
ー
ム
ズ
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
解
釈

に
お
い
て
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
ケ
ロ
ッ
グ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
の
公
共
政
策
と
は
、
現
代
に
お
い
て
捉
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
政
策
形
成
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま
さ
に
陪
審
に
そ
の
認
定
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

意
味
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
紛
争
や
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
結
果
生
じ
て
く
る
も
の
を
意
味
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
な
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
運
輸
業
者
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
に
お
け
る
「
我
々
の
実
践
と
伝
統
に
お
い
て
、
特
定
の
選
好
や
規
定
さ
れ
て
い
な

い
確
信
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
な
分
析
に
お
い
て
は
公
共
政
策
に
起
因
す
る
こ
と
が
分
か
る（

104
）」

と
い
う
ホ
ー
ム
ズ
の
言
明
に

お
け
る
公
共
政
策
の
概
念
は
、
現
代
の
、
例
え
ば
「
法
と
経
済
学
」
に
お
い
て
含
意
さ
れ
て
い
る
公
共
政
策
と
は
、
全
く
異
な
っ
た
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
を
敷
衍
す
る
と
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
け
る
ル
ー
ル
形
成
は
、「
十
分
な
闘
争
の
後
、
あ
る
実
践
が
結
果
と
し
て
生
じ
、
そ
し
て
、
そ
れ

　
（
六
五
五
）
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に
対
応
す
る
期
待
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
留
意
さ
れ
、
法
の
ル
ー
ル
と
し
て
規
定
さ
れ
る（

105
）」

と
い
う
漸
進
的

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
形
成
を
主
導
す
る
公
共
政
策
は
、「
共
同
体
の
平
均
的
な
成
員
の
実
践（

106
）」、

す
な
わ
ち
陪
審
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ケ
ロ
ッ
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
徐
々
に
、
陪
審
の
役
割
を
経
験
の
あ
る
裁
判

官
に
委
ね
る
よ
う
に
な
り（

107
）、

ま
た
、
そ
の
研
究
の
初
期
に
お
い
て
従
来
の
「
法
宣
言
説
」
を
批
判
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
や
メ
イ
ン
、
ベ
ン
サ

ム
の
著
作
に
習
熟
し
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が（

108
）、

ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
が
既
存
の
法
を
適
用
す
る
と
い
っ
た
コ
モ

ン
・
ロ
ー
理
解
に
対
し
て
、「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
空
中
に
お
け
る
気
が
め
い
る
よ
う
な
偏
在
（a brooding om

nipresence in the sky

）

で
は
な
く
、
同
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
何
ら
か
の
主
権
者
あ
る
い
は
準
主
権
者
の
明
瞭
な
声
で
あ
る（

109
）」

と
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
「
法
創
造
説
」

に
組
み
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
、
強
い
意
味
に
お
い
て
裁
判
官
の
立
法
を
許
容
す
る
現
代

の
法
実
証
主
義
者
と
区
別
し（

110
）、

ま
た
、
ホ
ー
ム
ズ
を
、「
論
理
的
に
『
立
法
府
至
上
主
義
者
』
で
あ
り
『
司
法
消
極
主
義
者
』
な
の
で
あ
る（

111
）」

と
記
述
す
る
こ
と
も
十
分
に
妥
当
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
本
節
の
残
り
で
検
討
す
る
一
八
九
〇
年
代
の
諸
論
考
ま
で
は
、
ケ
ロ
ッ
グ
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
に
お
け
る
「
司
法
に
よ
る
ル
ー
ル
形
成
は
、
現
代
的
な
意
味
で
の
政
策
形
成
と
し
て
で
は
な
く
、
継
続
的

な
近
接
を
通
じ
て
の
特
定
化
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
観
念
を
ホ
ー
ム
ズ
が
発
展
さ
せ
正
当
化
す
る
の
を
許
容
さ
せ
た
の
は
、

共
同
体
の
実
践
に
埋
め
込
ま
れ
た
陪
審
の
規
範
感
覚
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
。（
中
略
） 

各
々
の
事
例
に
お
い
て
、
新
規
の
政
策
の
評
価
が

裁
判
官
に
許
容
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
そ
の
共
同
体
的
な
、
そ
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
と
い
う
性
質
を
着
実
に
す
る

訴
訟
の
過
程
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
、
漸
進
的
な
発
見
に
お
い
て
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

112
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
に
主
に
依
拠
し
た
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
解
釈
は
、「
法
の
小
路
」
の
周
知
の
「
法
予

言
説
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
行
動
主
義
に
基
づ
い
た
ホ
ー
ム
ズ
解
釈
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ

　
（
六
五
六
）
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た
「
法
の
小
路
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
そ
れ
（
法
律
の
研
究
）
が
職
業
で
あ
り
、
人
々
が
彼
ら
の
た
め
に
弁
論
し
、
彼
ら

に
助
言
す
る
よ
う
に
法
律
家
に
金
銭
を
支
払
う
理
由
は
、
私
た
ち
の
も
の
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
、
一
定
の
場
合
に
お
い
て
、
公
権
力

の
命
令
は
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
判
決
や
命
令
を
実
行
す
る
た
め
に
も
し
必
要
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
が
発
揮
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
人
々
は
、
彼
ら
自
身
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
も
の
に
直
面
す
る
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
ど
こ
ま
で
背
負
う
の

か
を
知
り
た
が
る
た
め
、
こ
の
危
険
が
い
つ
見
つ
け
出
さ
れ
る
べ
き
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が
仕
事
に
な
る
。
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
研
究
の
目

的
は
、
予
言
、
す
な
わ
ち
裁
判
所
と
い
う
道
具
を
通
し
た
公
権
力
の
発
生
の
予
言
で
あ
る（

113
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
ホ
ー
ム
ズ
の
法
予
言
説
に
対
し
て
、
Ｈ
・
ハ
ー
ト
は
、「
法
の
小
路
」
は
、「
多
く
の
人
々
が
、
行
動
主
義
と
い
う
命
に
か
か
わ
る
泥
沼
ま

で
ま
っ
す
ぐ
に
辿
っ
た
道
標
で
あ
る（

114
）」

と
述
べ
、
ホ
ー
ム
ズ
を
、
法
は
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
法
過
程
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
の
行
為
に
ま
で

還
元
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
結
び
付
け
て
い
る
が
、
最
近
の
わ
が
国
の
ホ
ー
ム
ズ
研
究
に

お
い
て
、
例
え
ば
金
井
光
生
は
、「『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
や
こ
の
論
文
（
法
の
小
路
）
が
長
々
と
法
の
歴
史
を
精
査
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ

（
法
予
言
説
）
に
は
歴
史
の
連
続
性
と
い
う
伝
統
に
よ
る
制
約
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い（

115
）」﹇（　

　

）
内
は

引
用
者
﹈
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
金
井
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、「
法
を
一
般
的
安
全
と
い
う
目
的
の
た
め
の
社
会
統

制
の
手
段
と
し
て
、〈
社
会
工
学
〉
的
法
学
を
謳
う
ロ
ス
コ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
ほ
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、（
中
略
） 

裁
判

官
個
人
の
主
観
や
そ
の
日
の
気
分
に
全
面
的
に
服
し
て
し
ま
う
態
度
を
天
真
爛
漫
に
物
語
る
よ
う
な
唯
名
論
的
現
実
主
義
法
学
な
ど
と
は
原

理
的
に
結
び
つ
く
は
ず
も
な
い（

116
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
金
井
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
の
主
要
著
作
を
考

察
し
た
結
果
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
一
貫
し
た
体
系
の
一
つ
と
し
て
、「〈
法
的
責
任
基
準
の
外
化
・
客
観
化
〉
や
〈
法
予
言
説
〉
は
、
法

概
念
の
意
味
明
晰
化
と
意
味
確
定
の
た
め
の
理
論
で
あ
り
、
個
人
の
私
的
関
心
や
心
理
的
状
態
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
一
般
的
普
遍
的
慣

習
と
い
う
実
際
的
結
果
に
よ
っ
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と（

117
）」

を
挙
げ
て
い
る
。

　
（
六
五
七
）
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ホ
ー
ム
ズ
の
法
予
言
説
は
、
本
章
第
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
八
七
二
年
の
「
新
刊
案
内
」
と
い
っ
た
そ
の
初
期
の
法
思
想
に
も
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任
概
念
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
も
の
の
よ
う
に
有
責
性
に
尽
き
る
の
で
は
な
く
、
無
過
失
責
任
、

代
理
責
任
な
ど
、
共
同
体
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
領
域
性
を
欠
く
コ

モ
ン
・
ロ
ー
を
捉
え
る
枠
組
み
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ズ
の
法
予
言
説
を
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
お
い
て
見

る
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
代
の
「
特
権
、
悪
意
、
意
図
」
や
「
科
学
お
け
る
法
と
法
に
お
け
る
科
学
」
で
は
、
一
般
的
普
遍
的
慣
習
に
依
拠

す
る
こ
と
の
限
界
の
認
識
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
右
の
金
井
の
指
摘
と
は
矛
盾
す
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
が
、
法
道
具
主
義
的
な
概

念
に
傾
倒
し
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
ケ
イ
ム
ズ
の
法
思
想
、
あ
る
い
は
現
代
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
思

想
な
ど
、
裁
判
の
場
で
依
拠
す
べ
き
、「
法
律
家
が
発
見
で
き
、
利
用
で
き
る
共
同
体
の
客
観
的
価
値（

118
）」

の
探
究
は
、
本
研
究
で
度
々
指
摘

し
て
き
た
よ
う
に
、
英
米
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
史
の
展
開
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
は
、
そ
の

よ
う
な
試
み
の
限
界
を
如
実
に
示
す
も
の
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
転
機
は
、
憲
法
や
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
権
利
と
は
区
別
さ
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
に

過
ぎ
な
か
っ
た
営
業
免
許
な
ど
の
特
権 

（privilege

）
を
論
じ
た
一
八
九
〇
年
代
に
訪
れ
た
。ホ
ー
ム
ズ
は
、一
八
九
四
年
に
、ハ
ー
バ
ー
ド
・

ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
特
権
、
悪
意
、
意
図
」
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
あ
る
店
主
が
、
競
争
相
手
を
妨
害
す
る
た
め
に
新
た

な
店
を
競
争
相
手
の
店
の
そ
ば
に
出
店
し
て
損
害
を
生
み
出
し
て
も
、
危
害
で
は
な
く
、
特
権
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
特
権
が
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
政
策
の
問
題
で
あ
る（

119
）」

と

述
べ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
す
で
に
触
れ
た
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
な
ど
に
お
け
る
意
味
と
は
違
い
、
現
代
に
お
い
て
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
政
策
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ホ
ー
ム
ズ
は
、
権
威
あ
る
医
者
が
、
あ
る
医
者
を
雇
う
べ
き
で
は
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
際
、
ど
の
よ
う
に
法
的
構
成
を
な
す
べ
き
か

　
（
六
五
八
）
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と
い
う
別
の
一
般
例
を
よ
り
深
く
検
討
し
て
い
る
が
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
で
示
さ
れ
た
基
準
、
す
な
わ
ち
、「
被
告
が
彼
の
行
為
の
あ
り
う

べ
き
結
果
に
気
づ
い
て
い
た
か
否
か
を
見
る
た
め
に
、
適
用
さ
れ
る
外
的
な
基
準
は
、
特
権
の
問
題
と
は
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
く
関

係
な
い（

120
）」

と
論
じ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
は
、
被
告
は
、
害
悪
を
予
見
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
も
し
ア
ド
バ
イ
ス
が
良
い
も
の
で
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
お
り
、
聴
衆
の
利
益
の
た
め
に
述
べ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
被
告
に
は
責
任
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
そ
れ
ら
が
彼
ら
の
利
益

の
た
め
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
ら
れ
ず
、
そ
の
医
師
を
傷
つ
け
る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
の
な
ら
、
医
師
が
勝
っ
た
だ
ろ
う（

121
）」

と
し
て
、
自
ら
が

否
定
し
た
主
観
的
要
素
、
有
責
性
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
現
代
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
意
味
で
の
公
共
政
策
に
よ
る
解
決
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、「
も
し
特
権
が
制
限
さ
れ
る
な
ら
ば
、
被
告

の
自
由
一
般
に
有
利
な
政
策
は
、
善
の
た
め
に
彼
に
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
害
を
な
す
た
め
に
用
い
る
の
を
禁
止
す
る
と
い
う
範
囲
に
お

い
て
の
み
、
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る（

122
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
ズ
は
、
特
権
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
が
挙
げ
て
い
る
判
例
は
、M

ogul 

Steam
ship C

om
pany L

td v. M
cG

regor

（1892
）
とTem

perton v. R
ussell

（1893

）
で
あ
っ
た
が
、
前
者
は
、
競
争
相
手
を
排
除
す

る
た
め
に
、
彼
と
取
引
す
る
の
を
や
め
た
顧
客
に
リ
ベ
ー
ト
を
渡
し
た
商
人
た
ち
の
行
為
を
合
法
と
し
た
も
の
で
、
後
者
は
、
非
組
合
員
を

使
っ
た
雇
用
者
の
商
品
を
扱
わ
な
い
よ
う
に
組
合
員
に
指
示
し
た
労
働
組
合
の
行
為
を
不
法
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
け
る
判
決
の
根
拠
も
、「
結
局
は
、
被
告
た
ち
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
彼
ら
自
身
の
特
定
の
利
益
の
メ
リ
ッ
ト
に

関
す
る
、
か
な
り
繊
細
な
政
策
の
命
題
と
同
じ
こ
と
に
な
り
、
異
な
っ
た
経
済
的
な
共
感
を
持
っ
た
裁
判
官
た
ち
が
、
こ
の
問
題
に
直
面
す

る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
異
な
っ
た
方
法
で
決
定
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
い
を
示
し
て
い
る（

123
）」

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
、『
コ

モ
ン
・
ロ
ー
』、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
、
陪
審
に
よ
っ
て
責
任
の
客
観
的
な
基
準
が
確
定
さ
れ
る
と
い
う
方
法
論
と
の
相
違
は
明
白
で
あ

　
（
六
五
九
）



近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
四
・
完
）

 

六
六
〇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、「
法
が
共
通
の
意
思
の
無
意
識
な
具
体
化
で
あ
っ
た
時
代
は
す
で
に
過
ぎ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

自
覚
的
に
自
ら
の
運
命
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
組
織
さ
れ
た
社
会
に
対
す
る
意
図
的
な
応
答
に
な
っ
た（

124
）」

と
も
論
じ
て
い
る
。

　

以
上
の
、
共
同
体
の
客
観
的
価
値
に
代
わ
る
も
の
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ズ
が
「
公
共
政
策
」
に
与
え
た
新
た
な
意
味
は
、
一
八
九
九
年
に

同
じ
く
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
科
学
に
お
け
る
法
と
法
に
お
け
る
科
学
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
、
量
化
（quantification

）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
が
ど
の
程
度
の
危
険
を
彼
の
雇

用
に
付
随
す
る
と
考
え
て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ズ
は
、「
こ
の
よ
う
な
形
式
に
整
理
さ
れ
た
問
題
は
、
直
ち
に
そ
し
て
明

白
に
科
学
的
な
決
定
の
た
め
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
用
い
る
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
量
的
な
比
較
で

あ
る（

125
）」

と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
本
研
究
の
論
点
と
も
絡
め
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ズ
が
同
時
に
、「
法
に
お
い
て
、
私
た
ち
が

絶
対
的
に
最
終
的
で
量
的
な
決
定
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ほ
ん
の
時
折
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
告
、
あ
る
い
は
被
告
そ

れ
ぞ
れ
に
対
す
る
判
決
を
要
求
す
る
社
会
的
目
的
は
、
数
に
縮
約
さ
れ
、
正
確
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る（

126
）」

と
述
べ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
こ
で
の
ホ
ー
ム
ズ
解
釈
は
、
ホ
ー
ム
ズ
が
、
ア
メ
リ
カ
法
学
に
初
め
て

利
益
考
量
論
を
導
入
し
た
と
い
う
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
裏
書
き
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が（

127
）、

例
え
ば
、
本
稿
で
も
度
々
言
及
し

て
い
る
ケ
ロ
ッ
グ
は
、「
特
権
、
悪
意
、
意
図
」
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ズ
が
、「
政
策
の
問
題
に
直
面
す
る
時
、
そ
れ
は
一
般
性
に
よ
っ
て
は
答

え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
事
例
の
特
殊
な
性
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

128
）」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ホ
ー
ム
ズ

の
法
的
推
論
は
、
あ
く
ま
で
も
個
々
の
事
例
に
基
づ
く
漸
進
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
共
同
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
は
ル
ー

ル
の
一
般
化
は
な
さ
れ
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
』
以
前
の
法
思
想
と
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る（

129
）。

あ
る
い
は
、
同
じ

く
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
一
貫
性
を
指
摘
し
て
い
る
金
井
は
、「
科
学
に
お
け
る
法
と
法
に
お
け
る
科
学
」
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ズ
の
量
化
は
、

　
（
六
六
〇
）
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社
会
的
欲
求
が
、「
質
的
に
で
は
な
く
、
量
的
に
、
―
主
観
的
で
は
な
く
客
観
的
に
―
判
断
さ
れ
比
較
考
量
さ
れ
る（

130
）」

た
め
の
道
具
立
て

で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
の
恣
意
で
は
な
く
、
客
観
的
な
判
決
が
導
か
れ
う
る
と
ホ
ー
ム
ズ
が
考

え
て
い
た
と
し
て
も
、
法
の
合
理
的
な
研
究
に
と
っ
て
の
「
将
来
の
人
は
、
統
計
の
人
で
あ
り
、
経
済
学
の
達
人
で
あ
る（

131
）」

と
述
べ
ら
れ
て

い
る
「
法
の
小
路
」
で
は
、
そ
の
客
観
性
の
基
準
は
、
陪
審
、
あ
る
い
は
裁
判
官
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
共
同
体
の
価
値
で
は
な
く
、
法
学

者
以
外
の
社
会
科
学
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
変
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
法
の
小
路
」
に
お
け
る
「
法
予
言
説
」

の
提
唱
自
体
か
ら
は
、
法
が
法
律
家
に
よ
る
予
言
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
裁
判
官
を
導
く
理
論
の
可
能
性
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
も
解
釈

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る（

132
）。

し
か
し
な
が
ら
、「
科
学
に
お
け
る
法
と
法
に
お
け
る
科
学
」
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
が
、
相
反
す
る
社
会
的

利
益
が
あ
り
、
先
例
か
ら
は
論
理
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、「
単
純
な
論
理
の
道
具
が
十
分

で
は
な
い
と
い
う
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
隠
さ
れ
て
い
て
も
、
意
識
的
で
は
な
く
て
も
、
裁
判
官
た
ち
は
、
選
択
と
い
う
主
権
者
の

特
権
（sovereign prerogative of choice
）
を
行
使
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
る（

133
）」

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
は
、
ホ
ー
ム
ズ
が
客
観

的
な
理
論
の
探
求
の
限
界
を
認
識
し
、
裁
判
官
に
よ
る
政
策
の
選
択
と
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
を
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
解
釈
の

方
が
よ
り
自
然
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
を
検
討
し
て
き
た
が
、「
法
予
言
説
」、
あ
る
い
は
、
共
同
体
の
客
観
的
価
値
、
裁
判
官
を
導
く
客

観
的
な
法
理
論
の
探
求
（
の
挫
折
）
な
ど
、
そ
れ
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
法
学
に
も
様
々
な
含
意
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ホ
ー

ム
ズ
の
法
思
想
の
現
代
に
対
す
る
含
意
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
、
終
章
で
若
干
の
整
理
を
す
る
に
と
ど
め
て
詳
し
く
は
稿
を
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
し（

134
）、

次
章
に
お
い
て
は
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
を
検
討
し
た
い
。
ホ
ー
ム
ズ
の
枠
組
み
の
多
く
を
継
承
し
た
パ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
法
思
想
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ズ
が
副
次
的
、
結
果
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
し
た
法
の
論
理
へ
の
回
帰
を
見
て
と
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
（
六
六
一
）
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三
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想

（
一
）
社
会
学
的
法
学

　

ロ
ス
コ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
（R

oscoe P
ound, 1870‒1964

）
は
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
に
生
ま
れ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
、
そ
し
て
一
八
八
九
年
に

は
ハ
ー
バ
ー
ド
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
法
律
を
学
ん
だ
後
に
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
で
法
律
実
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
、

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
授
を
歴
任
し
、
一
九
一
六
年
か
ら
三
六
年
ま
で
は
ハ

ー
バ
ー
ド
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
一
九
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
法
学
を
リ
ー
ド
し
、
一
九
二
〇
年
に
は
、
カ
ー
ド
ー

ゾ
に
よ
っ
て
、「
今
日
の
か
な
り
明
白
な
思
想
は
、
大
部
分
は
あ
な
た
（
パ
ウ
ン
ド
）
の
努
力
の
結
果
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
や
裁

判
官
に
と
っ
て
の
観
念
の
共
通
の
ス
ト
ッ
ク
の
一
部
に
な
っ
て
い
る（

135
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
周
知
の

通
り
、
パ
ウ
ン
ド
は
非
常
に
多
作
で
あ
り
、
主
要
な
著
書
だ
け
で
も
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
（S

p
ir

it o
f th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w

）』（
一

九
二
一
年
）、『
法
哲
学
へ
の
入
門
（In

tr
o
d

u
c
tio

n
 to

 th
e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

）』（
一
九
二
二
年
）、『
法
に
よ
る
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
（S

o
c
ia

l 
C

o
n

tr
o
l 

T
h

r
o
u

g
h

 
L

a
w

）』（
一
九
四
二
年
）、『
法
理
学
（Jurisprudence

）』（
全
五
巻
、
一
九
五
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る（

136
）。

　

以
下
に
お
い
て
は
、
本
研
究
の
問
題
関
心
に
沿
っ
て
、
法
と
共
同
体
の
関
係
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
と
い
っ
た
二
つ
の
観
点
か
ら
パ
ウ

ン
ド
の
法
思
想
を
整
理
し
て
い
く
が
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
様
々
な
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
上
に
も
精
力
的
に
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
第
一
節
で

は
、
そ
の
う
ち
の
一
九
〇
八
年
の
「
機
械
的
法
学
（M

echanical Jurisprudence

）」、
一
九
四
三
年
の
「
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
の
サ
ー

ヴ
ェ
イ
（A

 Survey of Social Interest

）」
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
法
思
想
の
性
質
や
目
的
、
ま
た
、
そ
こ
に
お
い
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
、
法
が
反
映
す
べ
き
「
社
会
的
利
益
」
の
内
実
に
つ
い
て
素
描
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
続
く
第
二
節
で
は
、『
法
の

　
（
六
六
二
）
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歴
史
に
つ
い
て
の
解
釈
（In

te
r
p

r
e
ta

tio
n

s
 

o
f 

L
e
g
a

l 
H

is
to

r
y

 

）』（
一
九
二
三
年
）
な
ど
か
ら
、
法
の
発
展
に
関
す
る
パ
ウ
ン
ド
の
見

解
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
道
具
主
義
的
な
性
質
を
持
つ
「
社
会
的
利
益
」
と
は
相
反
す
る
、
法
に
つ
い

て
の
有
機
的
な
（organic

）
理
解
で
あ
っ
た
。
Ｄ
・
ウ
ィ
グ
ド
ア
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
に
お
け
る
「
道
具
主
義
的
な
も
の
と
有
機
的

な
も
の
と
い
う
二
つ
の
別
々
の
要
素
は
、
彼
の
法
理
学
に
お
い
て
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
二
重
性
を
生
み
出
し
、
そ
の
こ
と
は
、
彼
が

非
常
に
根
気
強
く
追
求
し
た
一
般
理
論
を
発
展
さ
せ
る
の
を
不
可
能
に
し
た（

137
）」

と
断
じ
て
い
る
が
、
法
に
つ
い
て
の
有
機
的
な
見
方
は
、
ク

ッ
ク
や
ヘ
イ
ル
な
ど
の
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
の
み
で
な
く
、
現
代
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
に
限
界
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
思
想
を
検
討
す
る
際
の
一
つ
の
視
座
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
の
目
的
、
性
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
法
形
式
主
義
に
対
す
る
ホ
ー
ム
ズ
の
批
判
と
、
機
械
的
法
学
に
対
す

る
パ
ウ
ン
ド
の
批
判
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
形
式
主
義
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
法
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
即
す
な
ら
ば
、
前
節
で
検
討
し
た
よ

う
な
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
、
周
知
の
よ
う
に
、
ラ
ン
グ
デ
ル
の
法
形
式
主
義
を
標
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
対
す
る
も
の
と
同
様
、
ラ
ン
グ
デ
ル
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
も
、
法
に
お
け
る
「
形
式
と
内
容
の
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
」、
す
な
わ
ち
、
各
々
の
判
決
は
、
既
存
の
先
例
か
ら
論
理
的
に
導
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
が
共
同
体
に
と
っ
て
有
益
な
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
導
か
れ
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
ラ
ン
グ
デ
ル
の
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
に
対
す
る
書
評
で
も
、『
コ
モ
ン
・

ロ
ー
』
と
同
様
に
、「
法
の
生
命
は
論
理
で
は
な
く
、
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
領
域
に
お
け
る
す
べ
て
の
成
長
の
種
子
は
、
感
じ
ら
れ
た
必

要
性
で
あ
っ
た
。
継
続
性
と
い
う
形
式
は
、
す
べ
て
の
事
柄
を
論
理
的
な
連
続
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
推
論
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

る
が
、
そ
の
形
式
と
は
、
新
参
者
が
、
慣
例
的
な
要
求
に
従
っ
て
自
ら
を
見
苦
し
く
な
く
見
せ
る
た
め
に
着
る
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
に
過
ぎ

　
（
六
六
三
）
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な
い
。
重
要
な
現
象
は
、
コ
ー
ト
で
は
な
く
、
そ
れ
に
隠
れ
て
い
る
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
前
に
持
た
れ
て
い
た
見
解
と
の
一
貫
性
で

は
な
く
、
判
決
の
正
義
と
合
理
性
で
あ
る（

138
）」

と
ホ
ー
ム
ズ
は
論
じ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
契
約
の
成
立
に
関
す
る
郵
便
の
到
達
主
義
と
発

送
主
義
に
関
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
理
か
ら
解
答
が
論
理
的
に
導
か
れ
る
と
し
た
ラ
ン
グ
デ
ル
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
ど
ち
ら
の

説
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
よ
り
便
宜
的
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
そ
れ
が
採
用
さ
れ
る
十
分
な
理
由
と
な
る
と
論
じ
て

い
た（

139
）。

約
因
（consideration

）
の
原
則
、
あ
る
い
は
契
約
は
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
る
ま
で
完
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
確
立
さ
れ
た
原
理
か
ら
、
到
達
主
義
が
論
理
的
に
導
か
れ
る
と
し
た
ラ
ン
グ
デ
ル
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
法
の
詳
細
は
、
一
般
的
な

原
理
か
ら
の
演
繹
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
政
策
的
な
理
由
に
依
拠
す
る
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

140
）。

そ
の
際
、
前
節
の
議

論
を
敷
衍
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
形
式
主
義
批
判
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
枠
組
み
の
提
示
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
右
の
便

宜
性
の
判
断
を
陪
審
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
共
同
体
の
価
値
に
委
ね
て
い
た
よ
う
に
、
実
質
的
な
考
慮
に
関
し
て
は
禁
欲
的
で
あ
っ
た
と
特

徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
形
式
主
義
、
機
械
的
法
学
批
判
は
、「
機
械
的
法
学
」
に
お
い
て
、
法
は
、「
そ
の
内
的
な
構
造
の
精
密

さ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
達
成
す
る
結
果
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
論
理
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
美
し

さ
や
、
そ
れ
が
そ
の
基
礎
と
見
な
す
ド
グ
マ
か
ら
そ
の
ル
ー
ル
が
生
じ
る
厳
密
さ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
程

度
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

141
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
り
規
範
的
な
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
法
の
目
的

を
社
会
的
利
益
と
し
て
提
示
す
る
な
ど
、
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
も
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
「
機
械
的
法
学
」
に
お
い
て
は
、
法
形
式
主
義
、
機
械
的
法
学
の
歴
史
性
、
相
対
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
パ

ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
法
律
家
の
間
に
は
、
法
に
お
け
る
技
術
性
を
目
的
と
見
な
し
て
法
の
目
的
そ
れ
自
体
を
忘
却
し
、
そ
れ
ら
が
導
い
た
結

果
で
は
な
く
、
法
の
科
学
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
一
致
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
や
原
理
を
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る
の
だ
が
、「
成
長
と
拡

　
（
六
六
四
）
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大
の
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
成
長
の
安
定
の
期
間
で
、
創
造
的
な
仕
事
の
機
会
が
大
き
く
除
去
さ
れ
て
い
る

時
は
、そ
れ
は
非
常
に
目
立
っ
て
く
る（

142
）」

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、パ
ウ
ン
ド
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
法
学
へ
の
診
断
も
、「
法
シ
ス
テ
ム
に
は
、

科
学
が
堕
落
し
、
シ
ス
テ
ム
が
技
術
性
へ
と
腐
敗
し
、
科
学
的
な
法
学
が
機
械
的
な
法
学
に
な
る
期
間
が
あ
る（

143
）」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
機
械
的
法
学
」
に
は
、
機
械
的
な
法
学
、
す
な
わ
ち
、「
既
決
の
諸
概
念
（predeterm

ined conceptions

）
か
ら
の
演
繹
と

い
う
方
法（

144
）」

に
基
づ
い
て
い
た
法
学
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
も
な
さ
れ
て
い
る
。
パ
ウ
ン
ド
が
挙
げ
て
い
る
例
は
、
十
九
世
紀
の
最
後
の

四
半
世
紀
ま
で
優
勢
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
歴
史
法
学
と
哲
学
的
法
学
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、「
根
本
的
な
諸
概
念
（fundam

ental 

conceptions （
145
））」

に
到
達
す
る
方
法
に
お
い
て
の
み
相
違
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
前
者
（
歴
史
法
学
）
は
、
法
学
者
の
思

索
の
歴
史
と
ロ
ー
マ
の
法
源
の
歴
史
的
発
展
か
ら
そ
れ
ら
（
根
本
的
な
諸
原
理
）
を
導
い
て
い
る
。
後
者
（
哲
学
的
法
学
）
は
、
形
而
上
学

的
な
探
求
を
通
じ
て
、
人
間
性
に
つ
い
て
の
一
定
の
前
提
に
到
達
し
、
そ
れ
ら
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
演
繹
し
て
い
る（

146
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
後
者
は
、
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
法
典
化
を
基
礎
づ
け
た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法

形
式
主
義
、
機
械
的
法
学
の
弊
害
の
原
因
は
自
然
法
思
想
、
分
析
的
法
理
学
、
歴
史
法
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
グ
ド
ア
の
整
理
に
依

拠
す
る
な
ら
ば
、
自
然
法
思
想
に
関
し
て
は
、
静
態
的
な
社
会
に
と
っ
て
の
み
適
す
る
よ
う
な
静
態
的
な
法
思
想
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、

一
時
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
支
持
を
受
け
て
い
た
分
析
的
法
理
学
に
つ
い
て
も
、
最
も
優
勢
で
あ
っ
た
自
然
法
思
想
を
、
閉
じ
ら
れ
た
法
と

い
う
観
念
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
補
完
し
た
と
パ
ウ
ン
ド
は
考
え
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、裁
判
官
は
法
を
創
る
こ
と
が
で
き
ず
、

で
き
る
の
は
ル
ー
ル
を
発
見
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
法
学
の
大
家
で
あ
っ
た
Ｊ
・
カ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
そ
の

哲
学
的
な
立
場
は
自
然
法
思
想
と
同
じ
で
あ
る
と
パ
ウ
ン
ド
は
論
じ
て
い
た（

147
）。

　

パ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
法
形
式
主
義
、
機
械
的
法
学
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
た
科
学
性
も
歴
史
的
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
機
械
的
法
学
は
、
そ
の
唱
道
者
た
ち
に
よ
っ
て
科
学
的
で
あ
る
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、「
真
実
を
言
う
と
、
そ
れ
は
全
く

　
（
六
六
五
）
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科
学
的
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
も
は
や
、
た
ん
に
そ
れ
が
ア
プ
リ
オ
リ
な
諸
概
念
か
ら
の
厳
密
な
演
繹
の
体
系
を
示
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
何
か
を
科
学
的
と
考
え
る
わ
け
で
は
な
い
。（
中
略
） 

演
繹
の
体
系
と
し
て
の
科
学
と
い
う
観
念
は
時
代
遅
れ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関

し
て
他
の
科
学
で
生
じ
た
革
命
は
、
法
学
に
お
い
て
も
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
生
じ
て
い
る（

148
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈。
例
え

ば
植
物
学
に
お
い
て
、
第
一
命
題
か
ら
分
類
を
試
み
る
リ
ン
ネ
の
方
法
が
有
機
体
論
（organism

s

）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
政
治
学
に
お

い
て
、
人
間
性
に
関
す
る
第
一
原
理
か
ら
の
演
繹
で
は
な
く
、
人
間
の
必
要
性
、
効
用
の
観
点
か
ら
政
治
制
度
を
分
析
す
る
こ
と
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
種
の
リ
ー
ガ
リ
テ
ィ
を
排
除
し
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
社
会
学
的
な
法
の
科
学
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

149
）」

と
パ
ウ
ン
ド
は
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
、「
法
学
に
お
け
る
社
会
学
的
な
運
動
と
は
、
法
の
哲
学
と
し
て
の

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
求
め
て
の
運
動
で
あ
る
。
前
提
さ
れ
た
第
一
原
理
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
人

間
の
状
況
（hum

an condition

）
に
原
理
や
原
則
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
、
人
間
の
要
素
（hum

an factor

）
を
中
心
に
置
き
、
論
理
を
手

段
と
い
う
真
の
地
位
に
降
格
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る（

150
）」

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
法
が
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
の
状

況
、
人
間
の
要
素
と
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
社
会
的
利
益
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

社
会
的
利
益
に
つ
い
て
の
パ
ウ
ン
ド
の
考
察
は
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
』、『
法
に
よ
る
社
会
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
な
ど
に
お
い
て
も

披
歴
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
お
い
て
は
、
一
九
四
三
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
上
で
公
開
さ
れ
た
「
社
会
的
利
益
に
つ
い

て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
を
検
討
し
て
い
く
。
そ
の
「
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
に
お
け
る
パ
ウ
ン
ド
の
議
論
の
要
点
の
一
つ
は
、

法
が
反
映
す
べ
き
「
請
求
や
要
求
を
、
他
の
請
求
や
要
求
と
の
関
係
で
重
み
を
つ
け
、
価
値
づ
け
る
時
は
、
我
々
は
そ
れ
を
同
じ
次
元
で
比

較
す
る
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

151
）」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
機
械
的
法
学
」
に
お
け
る
パ
ウ
ン
ド
の
法
形
式
主
義
、
機
械
的
法

学
に
対
す
る
批
判
は
、
右
で
見
た
よ
う
に
、
人
間
の
状
況
、
人
間
の
要
素
を
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、「
社
会
的
利

益
に
つ
い
て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
第
一
原
理
と
し
て
据
え
た
「
既
決
の
諸
概
念
」、「
根
本
的
な
諸
概
念
」
が
自
然
権

　
（
六
六
六
）
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的
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
自
然
権
的
自
由
を
社
会
的
利
益
の
一
つ
に
相
対
化
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
試
み
ら
れ
て
い

る
。

　

パ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、「
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
、
法
理
論
は
、
す
べ
て
の
社
会
的
利
益
を
個
人
の
自
然
権
の
観
点
か

ら
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た（

152
）」

の
で
あ
り
、
一
定
の
固
定
化
さ
れ
た
法
的
概
念
か
ら
の
機
械
的
論
理
的
な
演
繹
と
い
う
方
法
で
、
そ
れ
ら
の
自

然
権
を
特
権
化
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
然
権
以
外
の
社
会
的
利
益
、
あ
る
い
は
公
共
政
策
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
裁
判
に
お
い
て
も
、「
非
常
に
手
に
負
え
な
い
馬
で
あ
り
、
一
度
そ
れ
に
ま
た
が
る
と
、
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
も
の（

153
）」

と
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ウ
ン
ド
の
観
点
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
自
然
権
の
特
権

化
は
、「
個
人
的
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
一
般
的
な
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
が
最
高
で
あ
る
こ
と
を
記
述
す
る
一
つ
の
方
法（

154
）」

に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
開
拓
期
に
お
い
て
は
、「
何
か
他
の
利
益
を
保
証
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
、
対
応
す
る
い
か
な
る
利
点
も
な
し
に
制

限
を
科
す
こ
と
は
、
勤
労
と
契
約
に
つ
い
て
の
個
人
の
自
由
に
干
渉
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う（

155
）」。

し
か
し
な
が
ら
、「
十
九
世
紀
の
終
わ

り
の
ア
メ
リ
カ
産
業
社
会
に
お
い
て
は
、
一
定
の
企
業
に
お
け
る
雇
用
者
と
労
働
者
の
間
の
契
約
の
自
由
と
い
う
社
会
制
度
は
価
値
の
保
存

で
は
な
く
破
壊
に
導
い
た（

156
）」

の
で
あ
り
、「
個
々
の
労
働
者
の
生
活
と
い
う
社
会
的
利
益
の
犠
牲
に
導
い
た（

157
）」

と
い
う
時
代
的
背
景
か
ら
は
、

一
般
的
な
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
を
特
別
な
も
の
、
法
律
関
係
に
お
け
る
必
然
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ

た
。

　
「
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
に
お
い
て
、
次
に
パ
ウ
ン
ド
は
、「
立
法
者
や
裁
判
官
、
そ
し
て
法
律
家
が
承
認
す
る
よ
う
圧

力
を
か
け
て
い
る
社
会
的
利
益
の
一
覧
」
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
社
会
的
利
益
を
一
般
的
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利

益
（social interest in general security

）、
社
会
的
制
度
の
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
（social interest in the security of social 

institutions

）、
一
般
的
道
徳
に
お
け
る
社
会
的
利
益
（social interest in general m

orals

）、
社
会
的
資
源
の
保
存
に
お
け
る
社
会
的
利

　
（
六
六
七
）
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益
（social interest in conservation of social resources

）、
一
般
的
発
展
に
お
け
る
社
会
的
利
益
（social interest in general 

progress

）、
個
人
の
生
活
に
お
け
る
社
会
的
利
益
（social interest in the individual rights

）
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
、
ま
ず
一
般
的
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
と
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
文
明
社
会
に
お
け
る
社
会
的
生
活
の
権
限
か
ら
主

張
さ
れ
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
一
般
的
な
安
全
に
お
け
る
利
益
の
他
に
、
経
済
的
に
発
展
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
獲
得
の
安
全
に
お
け

る
社
会
的
利
益
（social interest in the security of acquisition

）
と
取
引
の
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
（social interest in the 

security of transaction
）
の
二
つ
の
形
を
取
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
者
二
つ
は
、
十
八
世
紀
に
は
個
人
主
義
的
な
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
自
然
法
思
想
の
影
響
の
下
に
出
訴
期
限
法
に
様
々
な
制
限
を
付
与
し
て
、
債
務
の
返

還
と
い
う
個
人
的
利
益
を
優
先
さ
せ
て
い
た
が
、
近
代
の
裁
判
所
は
、
出
訴
期
限
法
の
基
礎
に
は
、
権
原
の
不
明
確
さ
を
排
除
す
る
獲
得
の

安
全
や
、
過
去
の
取
引
を
完
結
さ
せ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
害
を
受
け
る
取
引
の
安
全
と
い
っ
た
社
会
的
利
益
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
判
決

を
下
し
て
い
る
と
パ
ウ
ン
ド
は
指
摘
し
て
い
る（

158
）。

次
の
社
会
的
制
度
の
安
全
、
一
般
的
道
徳
に
お
け
る
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
は
、
パ
ウ
ン

ド
は
、
前
者
の
例
と
し
て
家
族
制
度
と
い
う
社
会
制
度
に
お
け
る
利
益
が
、
パ
ウ
ン
ド
の
時
代
に
お
い
て
も
離
婚
請
求
と
い
う
個
人
の
請
求

よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
後
者
に
伴
う
問
題
の
例
と
し
て
、
社
会
一
般
に
お
い
て
支
持
さ
れ
て
い
る
道
徳
と
、
社
会
経
済
状
況
の
変

化
に
起
因
す
る
一
般
的
な
発
展
に
お
け
る
社
会
的
利
益
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る（

159
）。

さ
ら
に
、
社
会
的

資
源
の
保
存
に
お
け
る
社
会
的
利
益
の
最
も
単
純
な
例
と
し
て
、
自
然
資
源
の
使
用
と
保
存
に
お
け
る
利
益
を
パ
ウ
ン
ド
は
挙
げ
る
と
と
も

に
、
す
で
に
触
れ
た
一
般
的
な
発
展
に
お
け
る
社
会
的
利
益
と
し
て
、
経
済
的
発
展
、
政
治
的
発
展
、
文
化
的
発
展
の
利
益
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る（

160
）。

　

た
だ
、
パ
ウ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、「
私
た
ち
が
今
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
意
味
で
す
べ
て
の
中
で
最
も
重
要
な
も

の
と
し
て
、
個
人
の
生
活
に
お
け
る
社
会
的
利
益
が
あ
る（

161
）」。

そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
「
個
々
人
が
社
会
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
人
間
の
生

　
（
六
六
八
）
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活
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
文
明
社
会
に
お
け
る
社
会
生
活
が
関
係
す
る
請
求
、
欲
求
あ
る
い
は
要
求（

162
）」

で
あ
り
、
個
人
の
自
己
主

張
（individual self-assertion

）、
個
人
の
機
会
（individual opportunity

）、
個
人
の
生
活
の
条
件
（individual condition in life

）

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
個
人
の
自
己
主
張
に
お
け
る
社
会
的
利
益
と
し
て
パ
ウ
ン
ド
は
、
個
人
の
意
思
の
自
由
に
お
け

る
社
会
的
利
益
、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
意
思
が
他
者
の
意
思
に
恣
意
的
に
は
服
さ
な
い
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
利
益
を
挙
げ
、
哲
学
的
な
財
産

権
論
が
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
の
財
産
の
理
論
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
法
が
所
有
者
と
認
め
る
人
を
除
い
て
、

人
間
の
存
在
の
自
然
的
な
媒
体
で
あ
り
人
間
の
活
動
の
手
段
で
あ
る
も
の
か
ら
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
、
双
方
の
側
の
利
益
の
合
理
的
な

衡
量
、
そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
所
有
者
の
側
と
同
様
に
排
除
さ
れ
る
側
の
犠
牲
も
最
小
限
に
す
る
よ
う
な
合
理
的
な
試

み
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
情
が
増
し
て
い
る
数
多
く
の
兆
候
が
あ
る（

163
）」

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
個

人
の
機
会
に
お
け
る
社
会
的
利
益
と
し
て
義
務
教
育
の
制
度
や
、
他
の
社
会
的
利
益
と
衡
量
さ
れ
る
個
人
の
機
会
に
お
け
る
社
会
的
利
益
の

例
を
挙
げ
た
後
、
個
人
の
生
活
の
条
件
に
お
け
る
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
、「
獲
得
と
取
引
の
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益

の
観
点
か
ら
個
人
の
利
益
に
重
み
を
つ
け
る
際
に
は
、
個
々
の
個
人
の
生
活
に
お
け
る
社
会
的
利
益
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
的
強

制
の
要
求
を
、
そ
れ
を
受
け
る
人
の
側
の
人
間
的
存
在
と
一
貫
す
る
よ
う
に
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

164
）」

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統
に
お
い
て
、
家
賃
の
差
し
押
さ
え
の
際
に
は
家
畜
や
土
地
の
半
分
は
除
外
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
当
初
の
ア
メ
リ
カ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
に
お
い
て
も
一
定
の
免
除
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
社
会
的
利
益
の
観
点
か
ら
は
、
取
引
の
安

全
に
お
け
る
利
益
の
み
が
考
慮
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が
、
単
に
債
権
債
務
関
係
に
あ
る
当
事
者
間
の
個
人
的
利
益
の
問
題
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
パ
ウ
ン
ド
は
問
題
視
し
て
い
る（

165
）。

　

以
上
が
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
的
利
益
の
概
要
で
あ
る
が
、
最
後
の
個
人
の
生
活
に
お
け
る
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
、
人
々
が
、
個
人
の
社
会

的
利
益
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
九
世
紀
に
排
他
的
に
主
張
さ
れ
て
い
た
一
般
的
な
安
全
に
お
け
る
社
会
的
利
益
と
衡
量
す
る

　
（
六
六
九
）
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よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
の
政
策
を
法
に
よ
っ
て
実
現
す
る
道
具
主
義
（instrum

entalism

）
の
要
素
を
そ
こ
に

見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ウ
ン
ド
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
司
法
職
（Judicial O

ffice

）」
と
い
う

論
稿
に
お
け
る
、「
社
会
科
学
に
お
い
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
観
念
を
法
に
吹
き
込
む
こ
と
は
、
裁
判
所
や
法
か
ら
離
れ
る
傾
向
、
そ
し
て
法

な
き
正
義
へ
の
逆
戻
り
に
導
い
た（

166
）」

と
い
う
主
張
も
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
も
非
道
具
主
義
的
な
傾
向
を

見
て
と
る
こ
と
も
で
き
る
。
次
節
に
お
い
て
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
の
発
展
に
つ
い
て
の
理
論
を
検
討
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
パ
ウ

ン
ド
に
お
け
る
「
社
会
的
利
益
」
の
性
質
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

（
二
）
道
具
主
義 

対 

有
機
体
論
（organicism

）

　

前
節
で
検
討
し
た
「
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
」
の
最
後
で
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
、「
機
能
と
い
う
点

か
ら
見
る
と
、
法
は
、
そ
れ
ら
を
直
接
そ
し
て
直
ち
に
保
障
す
る
こ
と
、
ま
た
、
一
定
の
個
人
的
利
益
を
保
障
、
あ
る
い
は
、
個
人
的
利
益

の
制
限
、
妥
協
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
重
複
し
、
度
々
対
立
す
る
請
求
や
要
求
を
満
足
さ
せ
、
和
解
さ
せ
、
調
和
さ
せ
そ
し
て
調
整
す
る
試
み

で
あ
る（

167
）」

と
述
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
目
的
を
「
最
大
の
利
益
の
総
計
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
文
明
に
お
い
て
最
も
重
み
を
持
つ
利
益

に
、
全
体
の
利
益
の
概
要
に
関
し
て
は
最
小
の
犠
牲
に
な
る
よ
う
に
、
効
果
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る（

168
）」

と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
法
に

よ
っ
て
優
勢
な
社
会
的
利
益
を
実
現
す
る
と
い
う
道
具
主
義
的
な
法
観
念
で
は
な
く
、
む
し
ろ
共
同
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
パ
ウ
ン
ド
は
、「
法
的
基
準
の
行
政
府
に
よ
る
適
用
（T

he 

A
dm

inistrative A
pplication of L

egal Standards

）」、
あ
る
い
は
追
っ
て
検
討
す
る
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
（T

h
e
 
S

p
ir

it 
o
f 

th
e
 

C
o
m

m
o
n

 
L

a
w

）』（
一
九
二
一
年
）
な
ど
に
お
い
て
は
、
法
が
実
現
す
べ
き
理
念
、
目
的
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
、
十
九
世
紀
に

お
い
て
は
個
人
の
自
己
実
現
（individual self-assertion

）」
が
法
が
目
指
す
べ
き
理
念
、
目
的
で
あ
っ
た
が
、
パ
ウ
ン
ド
の
時
代
に
お
い
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て
は
そ
れ
が
社
会
的
利
益
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る（

169
）。

こ
の
よ
う
な
パ
ウ
ン
ド
の
議
論
に
基
づ
き
、
Ｒ
・
コ
テ
レ
ル
は
、
古
典
的
コ
モ
ン
・

ロ
ー
思
想
に
お
い
て
法
が
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
一
般
的
慣
習
と
同
様
な
も
の
と
し
て
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
的
利
益
を
捉
え
て
い
る（

170
）。

一
方
で
、
本
稿
の
観
点
か
ら
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
の
た
め
の
基
準
と
し
て
共
同
体
の
価
値
と
い
う
形
式
的
な
基
準
を
提
示
し
た
ホ
ー

ム
ズ
に
対
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
時
代
的
な
制
約
と
い
う
留
保
を
つ
け
な
が
ら
で
あ
る
が
、
社
会
的
利
益
と
い
う
よ
り
実
質
的
な
基
準
を
提

示
し
た
と
整
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
に
お
い
て
は
、
法
は
特
定
の
諸
目
的
や
、
そ
れ
ら
を
獲
得
す
る

た
め
の
手
段
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
定
の
社
会
的
目
的
に
し
た
が
っ
て
形
作
ら
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
っ
た（

171
）。

　

こ
の
社
会
的
目
的
、
す
な
わ
ち
社
会
的
利
益
に
法
を
一
致
さ
せ
る
手
段
、
機
関
に
つ
い
て
は
、
コ
テ
レ
ル
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
九
十
年
の
生

涯
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
の
パ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
前
節
で
も
検
討
し
た
機
械
的
法
学
に

よ
る
停
滞
を
打
破
す
る
た
め
の
補
助
的
な
役
割
が
立
法
や
行
政
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
期
に
お
い
て
は
、
行
政
に
よ
る

ル
ー
ル
形
成
を
、
政
治
的
絶
対
主
義
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
脅
威
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る（

172
）。

一
方
、
コ

テ
レ
ル
と
の
違
い
は
着
眼
点
の
相
違
の
み
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
グ
ド
ア
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
法
改
革
の
主
役
は
常
に
、
裁
判
所
で
あ
り
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
あ
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
裁
判
官
と
法
律
家
の
み
が
「
法
改
革
の
た
め
の
原
料
の
不
可

欠
な
源
泉
で
あ
る
具
体
的
事
例
の
法
的
な
扱
い
に
つ
い
て
の
、
継
続
的
で
永
続
的
な
経
験
の
一
体
を
自
由
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る（

173
）」

と
述
べ

て
い
た
が
、
ウ
ィ
グ
ド
ア
に
よ
れ
ば
、
他
の
専
門
職
集
団
が
各
々
の
専
門
職
の
分
野
に
縛
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
発

展
が
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
パ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
法
律
家
集
団
は
共
同
体
の
中
で
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
法
律
家

の
領
域
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

174
）。

　

さ
て
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
の
発
展
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
一
つ
は
、
伝
統
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
救
済
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
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パ
ウ
ン
ド
は
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
よ
る
法
発
展
に
よ
り
、
内
的
な
一
貫
性
を
保
ち
な
が
ら
、
生
活
の
事
実
に
法
原
則
を
適
用
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

175
）。

た
だ
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
そ
の
成
否
は
別
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
に
つ
い
て

の
よ
り
包
括
的
な
理
論
を
提
示
し
て
お
り
、
本
章
で
も
そ
ち
ら
に
注
目
し
た
い
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
社
会
的
利
益
は
、
法
の
形
成
を
促
す
目
的
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、『
コ

モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
』
に
お
い
て
も
、「
伝
統
の
素
材
に
対
し
て
、
法
科
学
の
初
期
の
鞘
付
き
ナ
イ
フ
や
つ
る
は
し
で
取
り
組
む
に
せ
よ
、

現
代
の
法
的
な
武
器
で
あ
る
よ
り
複
雑
な
道
具
で
取
り
組
む
に
せ
よ
、
司
法
の
活
動
は
、
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、
何
ら
か
の
目

的
に
よ
っ
て
導
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い（

176
）」

と
の
前
提
の
上
、
法
の
初
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
と
は
平
和
的
秩
序
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
時

代
と
中
世
の
法
の
目
的
は
、
社
会
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
・
ク
オ
ー
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
は
、

個
人
の
自
己
実
現
の
最
大
化
が
、
二
十
世
紀
以
降
は
、
法
の
社
会
的
利
益
が
法
の
目
的
で
あ
る
と
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
』
で
も
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
パ
ウ
ン
ド
は
同
じ
個
所
で
、「
裁
判
官
は
、
新
奇
の
問
題
（question of first im

pression

）
を
扱
う
よ
う
要

求
さ
れ
た
時
に
、
彼
の
類
推
に
つ
い
て
の
選
択
に
お
い
て
そ
れ
（
法
の
目
的
）
を
使
い
、
そ
し
て
、
そ
れ
（
法
の
目
的
）
に
よ
り
、
様
々
な

状
態
の
事
実
に
決
定
を
下
す
際
の
既
存
の
原
理
や
ル
ー
ル
を
評
価
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
理
や
ル
ー
ル
を
異
な
っ
た
方
向
に
拡
張
し
、
限
定
す

る（
177
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
、
法
の
目
的
の
役
割
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ウ
ン
ド
が
、「
司
法
に
よ
る
法
形

成
の
過
程
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統
の
材
料
と
提
供
さ
れ
た
新
し
い
前
提
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
法
律
家
と
立
法
者
に

よ
る
そ
の
伝
統
に
基
づ
い
て
お
り
、
ク
ッ
ク
が
彼
の
憤
慨
し
た
主
権
者
（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
）
に
語
っ
た
『
法
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
理
性

と
判
断
（artificial reason and judgm

ent of law

）』
と
い
う
良
く
知
ら
れ
た
技
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る（

178
）」

と
、
社
会
的
利
益
な
ど
、
法

の
目
的
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
合
致
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
ク
ッ
ク
の
技
術
的
理
性
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
、
英
米
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
の

展
開
を
辿
っ
て
い
る
本
研
究
の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
。

　
（
六
七
二
）
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そ
の
技
術
的
理
性
、
す
な
わ
ち
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
法
の
目
的
に
合
致
さ
せ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
理
論
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
三
年
の

「
法
の
理
念
に
つ
い
て
の
比
較
（A

 C
om

parison of Ideals of L
aw

）」
に
お
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
発
展
に
つ
い
て
の
有
機
的
な
（organicist

）
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
法
の
目
的
が
法
の
理
念
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ

の
論
文
に
お
い
て
も
、
そ
の
法
の
理
念
に
よ
っ
て
法
的
推
論
の
出
発
点
が
選
ば
れ
、
何
が
理
性
的
（reasonable

）
で
あ
る
か
が
決
定
さ
れ
、

あ
る
規
範
の
適
用
範
囲
を
狭
め
る
と
同
時
に
、
他
の
規
範
を
類
推
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
る
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

パ
ウ
ン
ド
は
同
時
に
、「
そ
の
理
念
的
な
要
素
を
、
法
の
上
に
あ
る
独
立
し
た
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
司
法
、

行
政
の
行
為
の
指
針
の
た
め
の
、
他
の
権
威
的
な
材
料
の
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と（

179
）」

は
、
誤
り
で
あ
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
パ

ウ
ン
ド
は
、
そ
の
よ
う
な
推
論
の
典
型
例
と
し
て
自
然
法
の
体
系
を
挙
げ
て
い
る
が
、
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
な
法
学
が
道
具
主
義
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
さ
ら
な
る
証
左
と
し
て
も
、
こ
の
パ
ウ
ン
ド
の
言
明
を
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
パ
ウ
ン
ド
は
、

前
世
期
（
十
九
世
紀
）
の
法
学
者
た
ち
が
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
も
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
で
、「
そ

の
よ
う
な
理
念
は
、
大
部
分
、
法
そ
れ
自
体
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
た
し
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た（

180
）」

と
も
述

べ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
、
そ
れ
自
体
の
中
に
発
展
の
契
機
を
有
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
つ
い
て
の
有
機
的
な
見
方
は
、
本
研
究
が
対
象
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
な
ど
に

お
い
て
も
、
裁
判
官
に
よ
る
法
の
発
展
を
説
明
、
あ
る
い
は
正
当
化
す
る
有
力
な
道
具
立
て
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ク
ッ
ク
の
技
術
的
理
性
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
体
性
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
推
論
、
そ
の
結
果
の
正
し
さ
の
三
つ
の
意
味
を
含
意
し
て
お
り（

181
）、

裁
判
官
は
、
既
存

の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
の
一
体
性
、
整
合
性
に
配
慮
し
な
が
ら
法
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
奇
の
事
例
に
対
す
る
判
決
も
理
性
的
な
も
の
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ン
サ
ム
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
誰
が
創
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
を
自
ら
立
て
、「
も
し
裁
判
官

に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
誰
に
よ
っ
て
そ
れ
は
創
ら
れ
る
の
か
。
法
は
、
自
分
自
身
を
創
る
こ
と
は
な
い 

（law
 do not m

ake 
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them
selves （

182
））」

と
論
じ
て
い
た
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、「
自
ら
を
純
化
す
る
（w

orks itself pure

）」
と
述
べ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

ま
さ
に
、「
法
が
、
自
分
自
身
を
創
る
」
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
観
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
一
般
的
に
、
コ
テ
レ
ル
は
、「
裁

判
官
が
法
を
発
展
さ
せ
る
基
礎
を
説
明
す
る
試
み
は
、
二
つ
の
方
向
の
う
ち
の
一
つ
―
司
法
の
役
割
に
つ
い
て
、
道
具
主
義
的
な
側
面
か

有
機
的
な
側
面
の
い
ず
れ
か
を
強
調
す
る
こ
と
―
に
進
む
だ
ろ
う（

183
）」

と
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
上
で
、
有
機
的
な
見
解
の
特
徴
と
し
て
以

下
の
よ
う
な
四
つ
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　

コ
テ
レ
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
第
一
に
、
発
展
す
る
法
に
内
容
と
形
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
価
値
と
原
理
の
形
式
に
お
い
て
、
法
は

そ
れ
自
身
の
う
ち
に
発
展
の
た
め
の
原
理
的
な
源
泉
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
法
は
静
態
的
な
も
の
で
は
な
く
、
本
来
的
に
動
態

的
な
も
の
で
、
変
化
の
た
め
の
自
然
な
契
機
を
持
ち
、
発
展
の
た
め
の
傾
向
が
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
の
発
展

は
、
法
に
記
録
さ
れ
る
人
間
の
要
求
の
変
化
す
る
類
型
に
、
法
体
系
の
内
部
で
秩
序
を
も
っ
て
適
応
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
、
法
に
関
す
る
有
機
的
な
見
解
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
第
四
に
、
法
律
家
の
役
割
は
、
そ
の
よ
う
な
秩
序
だ
っ
た
法
の
発
展

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

184
）。

以
上
の
コ
テ
レ
ル
の
枠
組
み
は
、
パ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
の
法
理
論
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
ク
ッ
ク
や
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
法
思
想
に
も
当
て
は
ま
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
の
分
析
と
し
て
は
、
以
下
に
お
い
て
見
る
よ
う
に
、
特
に
一
番
目
と
四
番
目
の
も
の
に
関
し
て
は

妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
第
四
の
点
に
関
し
て
は
、
前
節
で
検
討
し
た
パ
ウ
ン
ド
の
機
械
的
法
学
に
対
す
る
批
判
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
実
践
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
パ
ウ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
実
践
に
対
す
る
批
判
は
、
一

九
〇
六
年
の
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
（A

m
erican B

ar A
ssociations

）
に
お
け
る
「
裁
判
の
運
営
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
不
満
の
諸
原
因

（T
he C

auses of P
opular D

issatisfaction w
ith the A

dm
inistration of Justice

）」
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
司

　
（
六
七
四
）
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法
に
対
す
る
不
満
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
法
と
世
論
の
間
の
発
展
の
程
度
に
お
け
る
不
可
避
の
違
い（

185
）」

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
例
と
し

て
「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
個
人
主
義
的
な
精
神
が
、
集
産
主
義
的
な
時
代
に
は
適
合
し
な
い
こ
と（

186
）」

が
検
討
さ
れ
、「
裁
判
所
が
そ
れ
自
体
で

は
救
済
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
見
え
る
時
に
、
人
々
が
立
法
に
よ
っ
て
救
済
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と（

187
）」

が
批

判
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
機
械
的
法
学
」
に
お
い
て
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
推
論
に
関
し
て
社
会
学
的
法
学
が
抗
議
す

べ
き
こ
と
と
し
て
、「
概
念
が
固
定
さ
れ
、
前
提
が
も
は
や
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
が
そ
れ
ら
か
ら
の
演
繹
に
還
元
さ
れ
、
原

理
が
重
要
性
を
失
い
、
法
が
ル
ー
ル
の
体
系
と
な
る（

188
）」

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
、
独
立
当
初
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
推
論
、

す
な
わ
ち
、「
適
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
受
容
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
を
ア
メ
リ
カ
の
状
況
に
適

用
さ
せ
る
際
に
、
そ
の
論
理
的
な
帰
結
だ
け
で
な
く
、
適
用
の
状
況
を
考
慮
さ
せ
た（

189
）」

こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
と
よ
り
関
連
す
る
の
は
、
法
に
つ
い
て
の
有
機
的
見
解
に
関
し
て
コ
テ
レ
ル
が
挙
げ
た
右
の
第
一
の
点
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
、
パ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
法
源
の
捉
え
方
に
も
基
づ
い
て
い
る
。
前
章
の
第
一
節
で
検
討
し
た
「
新
刊
案
内
」
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、

法
が
、「
裁
判
所
の
手
続
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
以
外
の
何
ら
か
の
共
通
の
属
性
を
有
し
て
い
る
か（

190
）」

否
か
は
疑
問
で
あ
り
、「
憲

法
、
制
定
法
、
慣
習
あ
る
い
は
判
例
と
い
っ
た
裁
判
官
の
行
為
の
い
か
な
る
動
機
で
あ
れ
、
大
抵
の
場
合
普
及
す
る
だ
ろ
う
と
し
て
依
拠
さ

れ
う
る
も
の
は
、
法
理
学
の
論
文
に
お
い
て
法
源
の
一
つ
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
価
値
が
あ
る（

191
）」

と
論
じ
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
概
念
の
中

心
に
は
責
任
概
念
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
共
同
体
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
流
動
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

192
）。

一
方
、
パ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
は
、
法
は
、「
政
治
的
に
組
織
化
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
確
立
さ
れ
た
司
法
的
、
行
政
的
行
為
を
根
拠
づ
け
、
導
く
た

め
の
権
威
的
な
材
料
の
体
系
で
あ
る（

193
）」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
そ
れ
は
、
法
は
ど
の
よ
う
に
発
展
す
べ
き
な

の
か
と
い
う
規
範
的
な
観
点
か
ら
の
法
理
解
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る（

194
）。

す
な
わ
ち
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
法
の
規
範
（precepts 

of law

）
に
、特
定
の
事
実
に
特
定
の
結
果
を
付
与
す
る
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、法
的
推
論
の
権
威
的
な
出
発
点
で
あ
る
原
理
（principles

）、

　
（
六
七
五
）
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信
託
、
売
買
と
い
っ
た
法
的
概
念
、
注
意
義
務
な
ど
特
定
の
事
例
に
適
用
さ
れ
る
行
為
基
準
（standards

）
な
ど
も
含
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、

そ
の
よ
う
な
規
範
を
発
展
さ
せ
適
用
す
る
技
術
と
、
法
の
規
範
が
何
で
あ
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
に
関
係
す
る
、
法

秩
序
の
目
的
と
し
て
受
容
さ
れ
た
理
念
の
一
体
も
幅
広
い
意
味
で
の
法
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

195
）。

そ
し
て
、そ
の
際
、

コ
テ
レ
ル
の
指
摘
の
通
り
、
規
範
を
発
展
さ
せ
適
用
さ
せ
る
技
術
が
法
そ
れ
自
身
の
中
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
パ
ウ
ン
ド
の
説

明
は
不
十
分
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
自
己
充
足
的
（bootstrap

）
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
る
欠
陥
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

パ
ウ
ン
ド
の
法
の
発
展
理
論
を
検
討
す
る
際
の
鍵
は
、
右
で
触
れ
た
、
あ
る
べ
き
法
規
範
を
同
定
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
指
針
を
与
え
る
法
秩
序
の
目
的
、
理
念
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
そ
れ
を
法
の
根
本
原
理
（jural 

postulate

）
と
も
呼
ん
で
い
た
が
、
特
定
の
時
代
に
お
け
る
特
定
の
法
体
系
に
内
在
す
る
価
値
で
、
個
々
の
判
決
に
お
い
て
反
映
さ
れ
る
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
例
え
ば
二
十
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
法
の
根
本
原
理
と
し
て
は
、
意
図
的
な
侵
害
の
不
法
性
、
幅
広
い

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
信
義
誠
実
の
重
要
性
、
私
有
財
産
の
神
聖
性
、
他
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
た
め
の
注
意
義
務
の
重
要
性
、
危
険

物
を
管
理
す
る
義
務
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
が（

196
）、た

だ
、法
の
発
展
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
よ
う
な
法
の
根
本
原
理
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、

（
中
略
） 

裁
判
官
は
、
そ
れ
ら
に
照
ら
し
て
法
典
や
歴
史
的
な
法
源
を
解
釈
、
す
な
わ
ち
類
推
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
、
適
用
で
き
る（

197
）」﹇（　

　

）

内
は
引
用
者
﹈
と
い
う
こ
と
以
上
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
コ
テ
レ
ル
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、「
法
の
観
念
そ
れ
自
体
の
性
質

の
観
点
か
ら
（
す
な
わ
ち
、
道
具
主
義
者
が
論
じ
る
よ
う
に
、
外
的
な
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
法
に
内
在
す
る
何
か
に
よ
っ
て
）
法
の
発

展
の
過
程
を
説
明
す
る
試
み
は
、
そ
れ
自
体
誤
っ
た
も
の
で
あ
る（

198
）」

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
節
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
代

の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
も
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
を
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
別
稿

で
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
最
後
に
、
パ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
「
法
を
発
展
さ
せ
適
用
す
る
技
術
」
に
、
全
く
異
な
っ
た

観
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
（
六
七
六
）
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四
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想

（
一
）
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学

　

カ
ー
ル
・
ル
ウ
ェ
リ
ン
（K

arl L
lew

ellyn, 1893‒1962

）
は
、
一
九
一
八
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
た
後
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
法
実
務
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
皮
切
り
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、

シ
カ
ゴ
大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
も
法
実
務
と
の
関
わ
り
は
保
ち
続
け
て
お
り
、
周
知
の
通
り
、
一
九
五

一
年
に
成
立
し
た
統
一
商
事
法
典
（U

niform
 C

om
m

ercial A
ct

）
の
編
纂
作
業
に
お
い
て
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
主
著
と

し
て
は
、
ホ
ー
ベ
ル
（A

dam
son H

oebel

）
と
の
共
著
で
法
社
会
学
の
著
書
で
あ
る
『
シ
ャ
イ
ア
ン
・
ウ
ェ
イ
（T

h
e
 

C
h

e
y

e
n

n
e
 

W
a

y

）』（
一
九
四
一
年
）
の
他
に
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
導
入
教
育
の
側
面
が
強
い
『
ブ
ラ
ン
ブ
ル
ブ
ッ
シ
ュ
（T

h
e
 

B
r
u

m
b
le

 

B
u

s
h

）』（
一
九
三
〇
年
）、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統; 

上
訴
の
決
定
（T

h
e
 
C

o
m

m
o
n

 
L

a
w

 
T

r
a

d
itio

n
: 

D
e
c
id

in
g
 
A

p
p

e
a

ls

）』（
一

九
六
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
自
ら
の
法
思
想
を
体
系
的
に
提
示
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
関
す

る
自
ら
の
論
稿
を
ま
と
め
た
『
法
理
学; 

理
論
と
実
践
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
（J

u
r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: 

R
e
a

lis
m

 
in

 
T

h
e
o
r
y

 
a

n
d

 

P
r
a

c
tic

e

）』（
一
九
六
二
年
）
の
序
文
も
書
き
つ
つ
も
、
そ
の
出
版
を
見
る
こ
と
な
く
一
九
六
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る（

199
）。

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、

そ
の
う
ち
の
『
ブ
ラ
ン
ブ
ル
ブ
ッ
シ
ュ
』
に
お
い
て
、「
紛
争
に
つ
い
て
何
か
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
合
理
的
に
な
す
こ
と
が
法
の

仕
事
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
の
責
任
を
持
つ
人
々
が
、
裁
判
官
で
あ
れ
、
警
察
官
、
秘
書
官
、
官
吏
、
あ
る
い
は
法
律
家
で
あ
れ
、
法
の

公
職
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
職
者
た
ち
が
な
す
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は
法
で
あ
る（

200
）」、「

ル
ー
ル
は
、
裁
判
官
が
何
を
す
る
か
あ
な

た
が
理
解
す
る
か
予
言
す
る
か
を
助
け
る
限
り
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
あ
な
た
が
裁
判
官
に
何
か
を
さ
せ
る
の
を
助
け
る
限
り
に
お
い
て
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
れ
ら
の
重
要
性
で
、
上
品
な
玩
具
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
は
（except as pretty playthings

）、
す
べ
て
の
重
要

　
（
六
七
七
）
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性
で
あ
る（

201
）」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
懐
疑
主
義
者
（rule skeptics

）
と
捉
え
る
の
が
一
般
的

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
、
本
章
で
は
、『
法
理
学; 

理
論
と
実
践
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
』
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
、『
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
伝
統; 

上
訴
の
決
定
』
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
に
お
け
る
よ
り
積
極
的
な
面
を
提
示
し
た
い
。
コ
テ
レ

ル
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
を
、
原
理
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
（constructive doctrinal realism

）
と
称
し
て
い
る
が（

202
）、

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
そ
の
よ
う
な
積
極
的
、
建
設
的
な
特
徴
を
示
す
た
め
に
、
本
章
で
は
ま
ず
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
属
す
る
と
さ
れ
る
他
の
法

思
想
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
そ
れ
と
を
対
比
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　

リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
法
を
道
具
主
義
的
に
捉
え
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
推
論
を
裁
判
官
に
よ
る
立
法
と
し
て

捉
え
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
当
初
は
、
裁
判
官
の
推
論
は
共
同
体
の
価
値
に

支
配
さ
れ
る
と
し
て
司
法
の
抑
制
（restraint

）
を
説
い
て
い
た
が
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
裁
判
官
に
よ
る
政
策
の

選
択
の
結
果
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
例
え
ば
、
Ｊ
・
グ
レ
イ
が
、「
法
は
裁
判
官
が
規
定
し
た
決
定
の
た
め
の
ル
ー
ル
か

ら
成
る
。
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
ル
ー
ル
が
法
で
あ
り
、
裁
判
所
が
適
用
し
な
い
ル
ー
ル
は
法
で
は
な
い
。
裁
判
所
が
そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を

適
用
す
る
こ
と
が
そ
れ
ら
を
法
に
す
る
の
で
あ
り
、
神
秘
的
な
実
体
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
以
外
の
法
は
存
在
し
な
い
。
裁
判
官
は
、
法
の
発

見
者
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
法
の
創
造
者
で
あ
る（

203
）」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
主
義
＝
リ
ア
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
は
、
裁
判
所
が
創

造
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
法
を
発
展
さ
せ
る
権
限
が
正
面
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
現
実
主
義
＝
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
法
を
社

会
的
、
経
済
的
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
も
要
請
し
、
例
え
ば
、
Ｆ
・
コ
ー
エ
ン
は
、
労
働
組
合
は
、

そ
の
成
員
の
行
為
に
よ
る
不
法
行
為
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
特
定
の
法
的
規
制
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会

的
、
経
済
的
な
目
標
が
達
せ
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
組
合
が
法
人
格
を
持
つ
か
否
か
と
い
っ
た
伝
統
的
な
法
学
に
お
け
る

探
求
は
、
針
の
先
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
天
使
が
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
神
学
論
争
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
い
た（

204
）。

こ

　
（
六
七
八
）
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の
他
に
も
、
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
が
民
事
、
刑
事
手
続
に
つ
い
て
、
Ｗ
・
ダ
グ
ラ
ス
が
破
産
法
に
つ
い
て
、
そ
し
て
Ｕ
・
ム
ー
ア
が
銀
行
法
と
そ

の
実
務
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
た
よ
う
に
、
特
定
の
法
の
社
会
的
、
経
済
的
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
も
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
課
題
の
一
つ
で

あ
っ
た（

205
）。

　

リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
も
う
一
つ
の
潮
流
と
し
て
、
法
を
「
裁
判
所
と
い
う
道
具
を
通
し
た
公
権
力
の
発
生
の
予
言（

206
）」

と
し
た
ホ
ー
ム
ズ
の

法
の
把
握
を
、
行
動
主
義
の
方
向
に
よ
り
徹
底
し
て
把
握
し
直
す
懐
疑
主
義
的
な
も
の
も
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
の
法
予
言
説
は
、
オ
ー
ス
テ

ィ
ン
の
法
の
定
義
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
、
共
同
体
の
価
値
、
道
徳
に
よ
っ
て
変
化
す
る
法
的
責
任
を
捉
え
る
た
め
の
道
具
立
て
で
あ
っ
た

が
、
右
の
グ
レ
イ
の
法
の
定
義
は
、
法
の
性
質
を
責
任
の
範
囲
で
は
な
く
て
、
裁
判
官
の
行
動
に
結
び
付
け
た
も
の
で
も
あ
っ
た（

207
）。

そ
の
際
、

そ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
行
動
を
よ
り
精
密
に
分
析
す
る
こ
と
で
現
実
主
義
＝
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
求
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
の
が
、
Ｊ
・
フ

ラ
ン
ク
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
フ
ラ
ン
ク
は
、『
法
と
現
代
精
神
（L

a
w

 
a

n
d

 
th

e
 

M
o
d

e
r
n

 
M

in
d

）』（
一
九
三
〇
年
）
に
お
い
て
、

ル
ー
ル
と
い
う
概
念
自
体
が
、
法
の
定
義
に
は
含
ま
れ
な
い
と
論
じ
て
い
る（

208
）。

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
判
決
へ
の
外
部
的
要
因

の
影
響
や
、
裁
判
官
が
依
拠
で
き
る
ル
ー
ル
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
と
い
う
概
念
自
体
が

理
念
の
産
物
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
は
、
と
り
わ
け
フ
ロ
イ
ト
の
影
響
か
ら
裁
判
官
に
対
す
る
心
理
的
な
要
因

の
影
響
を
強
調
し
、
実
際
の
判
決
は
、
勘
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
結
論
が
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
論
理
的
に
決
定
さ
れ
た
と
後
に
装
飾
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
ま
で
論
じ
て
い
た（

209
）。

　

以
上
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
潮
流
は
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
を
、
様
々
な
領

域
に
お
け
る
実
践
で
適
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る（

210
）。

実
際
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
も
、
書
か

れ
た
法
（law

 in books

）
と
訴
訟
に
お
け
る
法
（law

 in actions

）
の
区
別
な
ど
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
数
多
く
の
発
想
を
パ
ウ
ン
ド

に
負
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
パ
ウ
ン
ド
の
「『
利
益
考
量
』
は
、
利
益
を
見
た
時
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
利
益
を
見
分
け
る
の
か
に
つ
い
て
何

　
（
六
七
九
）
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の
指
示
も
し
て
い
な
い
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
考
量
さ
れ
、
ま
た
そ
う
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
研
究
も
な
い
。『
社
会
学
的
法
学
』

は
、
社
会
学
に
お
い
て
重
要
な
ほ
と
ん
ど
を
欠
い
て
い
る
。『
訴
訟
に
お
け
る
法
』
は
着
想
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、『
法
』
に
つ
い

て
の
議
論
は
、『
規
範
』
に
集
中
し
て
い
る（

211
）」

と
論
じ
て
い
た
。
そ
の
際
、
法
の
社
会
的
、
経
済
的
効
果
を
探
求
す
る
コ
ー
エ
ン
や
ム
ー
ア

の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
利
益
考
量
を
、
フ
ラ
ン
ク
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
書
か
れ
た
法
と
訴
訟
に
お
け
る
法
の
区
別
を
具
体
化
し
た

も
の
と
も
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
こ
れ
ら
と
は
明
白
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
へ
の
要
求
（T

he C
all for a R

ealistic Jurisprudence

）」（
一
九
三
一
年
）
に
応

答
し
た
「
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
現
実
（Som

e R
ealism

 about R
ealism

）」（
一
九
三
一
年
）
に
お
い
て
、
リ
ア
リ

ズ
ム
法
学
の
共
通
の
出
発
点
と
し
て
以
下
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
流
動
的
で
変
化
す
る
法
と
い
う
法
概
念
と
裁
判
官

に
よ
る
法
創
造
に
基
づ
く
法
概
念
、（
二
）
社
会
の
目
的
の
手
段
と
し
て
の
法
と
い
う
概
念
、（
三
）
社
会
の
変
化
に
法
を
対
応
さ
せ
る
た
め

の
、
法
の
常
な
る
再
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
、（
四
）
研
究
の
た
め
の
、
あ
る
と
あ
る
べ
き
の
一
次
的
な
分
離
、（
五
）
裁
判
所
、

あ
る
い
は
人
々
が
実
際
に
何
を
し
て
い
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
限
り
に
お
け
る
伝
統
的
な
法
的
ル
ー
ル
や
概
念
へ
の
不
信
。
よ
っ

て
、「
裁
判
官
が
何
を
す
る
だ
ろ
う
か
に
つ
い
て
の
一
般
化
さ
れ
た
予
言
」
と
し
て
の
ル
ー
ル
の
側
面
の
重
視
、（
六
）（
五
）
と
関
連
し
て
、

規
範
的
な
ル
ー
ル
が
判
決
に
対
す
る
重
要
な
要
因
に
な
る
と
い
う
伝
統
的
な
ル
ー
ル
概
念
へ
の
不
信
、（
七
）
従
前
よ
り
も
よ
り
狭
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
の
グ
ル
ー
プ
化
、（
八
）
そ
の
効
果
の
観
点
か
ら
法
を
評
価
す
る
と
い
う
主
張
、（
九
）
以
上
の
諸
点
に
基
づ
く
継
続
的
か
つ
計
画

的
な
攻
撃
の
九
つ
の
点
で
あ
る（

212
）。

し
か
し
な
が
ら
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
自
身
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
晩
年
（
一
九
六
〇
年
）
の
著
書
で
あ
る
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統; 
上
訴
の
決
定
』
か
ら
も
探
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
そ
の
『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統; 

上
訴
の
決
定
』
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
論
を
論
じ
た
補
遺
に
お
い
て
、「
リ
ア
リ
ズ

ム
は
決
し
て
哲
学
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
が
、
完
成
さ
れ
た
見
解
あ
る
い
は
完
全
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　
（
六
八
〇
）
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を
提
示
し
た
こ
と
は
な
い（

213
）」

と
し
た
上
で
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
方
法
論
（m

ethod

）
で
あ（

214
）」

り
、「
生
の
ま
ま
に
見
る
、
そ
れ
が
働
く
よ

う
に
見
る（

215
）」

こ
と
で
あ
っ
て
、「
あ
ら
ゆ
る
目
的
に
対
す
る
、
確
固
た
る
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た（

216
）」

と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
同

じ
個
所
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
続
け
て
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
は
哲
学
で
は
な
く
、
技
術
（technology

）
で
あ
る（

217
）」

と
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、「
生
の
ま
ま
に
見
る
」、「
そ
れ
が
働
く
よ
う
に
見
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
過
程
の

記
述
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
「
技
術
」、
す
な
わ
ち
、
法
律
家
の
技
巧
の
記
述
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る（

218
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
も
し
法
理
学
が
、
必
然
的
に
法
の
理
念
の
研
究
を
含
む
な
ら
ば
、
リ
ア
リ
ズ
ム
は
法
理
学
で
は
な
い
。
も
し
、
私
が
考

え
る
よ
う
に
、法
理
学
に
、い
く
つ
も
の
下
位
の
部
門
が
あ
る
な
ら
ば
、リ
ア
リ
ズ
ム
は
、二
つ
の
部
門
、す
な
わ
ち
、法
律
家
の
技
巧
（craft 

techniques

）
と
記
述
的
社
会
学
（descriptive sociology

）
を
扱
う（

219
）」

と
い
う
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
ル
ウ
ェ
リ
ン

の
未
刊
行
論
稿
に
よ
っ
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
性
質
は
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
う
ち
の
法
律
家
の
技
巧
の
記
述
に
つ
い
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
（O

n R
eading and U

sing the 

N
ew

er Jurisprudence

）」
に
お
い
て
は
、「
最
良
の
法
律
家
が
知
っ
て
い
る
こ
と
の
様
々
な
断
片
、
最
良
の
法
律
家
で
さ
え
普
通
は
ま
と

め
た
り
も
比
較
し
た
り
も
し
な
い
様
々
な
断
片
を
ま
と
め
、
そ
の
結
果
、
他
の
法
律
家
た
ち
、
特
に
若
い
法
律
家
た
ち
に
、
法
律
家
の
様
々

な
技
巧
が
、
ど
の
よ
う
に
最
も
良
く
実
行
さ
れ
る
の
か
、
よ
り
明
確
で
よ
り
安
定
し
た
全
体
像
を
与
え
る（

220
）」

と
も
述
べ
て
い
る
が
、
次
節
で

詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
た
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
律
家
の
技
巧
に
つ
い
て
の
考

察
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
良
の
手
段
は
何
か
に
つ
い
て
考
察
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
も
道
具

主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
、
す
で
に
引
用
し
た
部
分
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
記
述
的
な
社
会
学
と
法

律
家
の
技
巧
に
つ
い
て
の
考
察
の
「
各
々
、
そ
し
て
双
方
は
、
法
の
適
切
か
つ
直
接
の
目
的
に
つ
い
て
の
、
あ
る
い
は
社
会
に
お
け
る
人
間

の
目
的
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
目
的
と
も
両
立
し
う
る（

221
）」

と
考
え
て
い
た
。
法
の
社
会
的
、
経
済
的
効
果
を
探
求
す
る
コ
ー
エ
ン
や
ム
ー
ア

　
（
六
八
一
）
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の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
違
い
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
法
の
目
的
を
実
現
す
る
「
橋
渡
し
の
技
術
（art of bridge-building （

222
））」

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ム
ー
ア
な
ど
の
法
の
経
験
科
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
量
化
の
方
法
も
取
ら

れ
て
い
た
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
そ
れ
ら
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
、
以
下
で
も
検
討
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
よ
り
伝
統

的
な
法
学
の
枠
内
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
行
動
主
義
の
観
点
を
徹
底
し
た
フ
ラ
ン
ク
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
比
較
す
る
際
に
は
、
ル

ウ
ェ
リ
ン
の
『
法
と
現
代
精
神
』
の
書
評
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ク
の
『
法
と
現
代
精
神
』
公
刊
の
一
年
後
の
一
九

三
一
年
の
書
評
論
文
「
フ
ラ
ン
ク
の
法
と
現
代
精
神
（F

rank ’s L
aw

 and the M
odern M

ind

）」
に
お
い
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
が
特
に
問
題

視
し
て
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
ル
ー
ル
、
法
的
安
定
性
に
つ
い
て
の
幻
想
を
心
理
学
的
要
因
に
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
は
、

ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
法
的
安
定
性
へ
の
幻
想
は
、
一
貫
し
た
秩
序
あ
る
世
界
へ
の
依
存
と
い
う
人
間
の
心
理
状
態
か
ら
導
か
れ
て
い
る
と
論

じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ク
の
議
論
は
、「
お
そ
ら
く
、
あ
る
い
は
多
分
頻
繁
に
真
実
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
つ
ね
に
、

あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
真
実
で
あ
る
と
す
る
想
定（

223
）」

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、「
す
べ
て
の
人
々
に
は
典
型
的
で
な
い
、
何
人
か

の
人
々
の
経
験
の
凝
縮
と
い
う
危
う
い
土
台（

224
）」

に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
小
論
に
お
い

て
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
決
定
と
い
う
意
味
で
の
法
は
、彼
（
フ
ラ
ン
ク
）
の
扱
い
が
示
す
も
の
よ
り
も
、実
際
は
ず
っ
と
予
測
可
能
で
あ
っ
て
、

よ
っ
て
よ
り
安
定
的
で
あ
る
。
幻
想
を
打
ち
砕
く
た
め
の
彼
の
非
常
に
適
切
な
熱
意
に
お
い
て
、
彼
は
そ
の
幻
想
を
、
実
際
の
も
の
よ
り
も

幾
分
か
、
よ
り
幻
想
的
に
描
い
て
い
る（

225
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
私
た
ち
は
、
先
例

の
原
理
、
ル
ー
ル
の
効
果
を
、
非
常
に
曖
昧
な
も
の
と
し
て
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
曖
昧
な
部
分
は
周
辺
の
も
の
で
あ
り
、
大
部
分
に
お

い
て
は
か
な
り
確
定
的
で
あ
る
。
ル
ー
ル
は
、
判
決
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
導
い
て
は
い
る（

226
）」

の
で
あ
っ
た
。
ト

ワ
イ
ニ
ン
グ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、
よ
り
日
常
の
感
覚
、
あ
る
い
は
法
律
家
の
感
覚
に
近
い
も

　
（
六
八
二
）
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の
で
も
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う（

227
）。

　

以
上
、
他
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
潮
流
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
二
つ
の
特
徴
を
示
す
こ
と
を
試
み
て

き
た
が
、
そ
の
う
ち
の
法
道
具
主
義
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
本
節
の
残
り
で
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
記
述

的
社
会
学
の
う
ち
、
ル
ー
ル
、
法
律
家
の
技
巧
に
つ
い
て
の
記
述
を
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
は
、
す
で
に
触
れ
た
「
新
し
い
法
理

学
の
読
解
と
使
用
」
を
詳
細
に
渡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
も

の
も
含
め
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
史
に
お
い
て
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
ル
ー
ル
と
救
済
の
関
係
に
つ
い
て
貴
重
な
視
座
を
与
え
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、「
ル
ー
ル
懐
疑
主
義
」
と
し
て
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
も
、
少
し
ず
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
」
に
お
い
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
新
し
い
法
理
学
、
す
な
わ
ち
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
が
、「
法
の
効

果
の
重
要
性
、
裁
判
所
の
中
、
あ
る
い
は
外
で
実
際
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
見
る
重
要
性
、
裁
判
官
、
あ
る
い
は
他
の
公
職
者
の
、
法
の
下
、

法
の
外
、
あ
る
い
は
法
に
反
し
た
行
動
の
重
要
性（

228
）」

を
強
調
し
て
お
り
、「
法
の
全
体
像
、
そ
し
て
法
の
仕
事
が
、
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
理

念
（ideal

）
だ
け
よ
り
も
広
い（

229
）」

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
整
理
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
新
し
い
法
理
学
に
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
も

の
と
同
様
、
フ
ラ
ン
ク
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ク
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
ル
ウ

ェ
リ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
な
し
た
こ
と
は
、「
半
分
だ
け
真
実
で
あ
る
特
定
の
公
式
化
（
法
形
式
主
義
）
が
、
完
全
な
真
実
と
し
て
は
普
及

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
み（

230
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン

ク
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
に
は
、
ル
ー
ル
が
、
予
測
で
き
る
確
実
性
を
持
っ
て
事
例
を
決
す
る
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
を

法
学
者
が
論
じ
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
功
績
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
そ
れ
が
示
す
の
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
安
定
性
の
欠
如
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
す
べ
て（

231
）」

な
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
周
知
の
通
り
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
法
形
式
主
義
に
対
し
て
も
、
そ
れ
は
現
実
を
記
述
し
き
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
。
す
な

　
（
六
八
三
）
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わ
ち
、
第
二
章
三
節
で
も
引
用
し
た
ホ
ー
ム
ズ
の
「『
悪
法
は
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
を
作
る
（B

ad law
 m

akes hard cases

）』
は
、
ル
ー
ル
が

安
定
性
以
外
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、（
中
略
）『
法
は
形
式
で
は
な
く
、
実
質
を
見
る
（T

he law
 looks not to 

the form
, but to the substance

）』
は
、
法
の
ル
ー
ル
に
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
す
べ
て
の
構
築
物
と
依
存
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
、

目
前
の
事
例
に
お
い
て
効
果
的
な
正
義
と
考
え
る
も
の
に
対
し
て
鋭
い
目
を
持
っ
て
お
り
、
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る（

232
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
、「
私
た
ち
が
有
し
て
い
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
裁

判
官
で
あ
れ
、
他
の
公
職
者
で
あ
れ
、
法
の
明
白
な
ル
ー
ル
に
お
い
て
明
ら
か
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
方
法
で
、
一
定
の
（
特
定
で
き
な

い
が
）
程
度
、
動
い
て
い
る
の
で
あ
り
、（
同
様
に
特
定
は
で
き
な
い
が
）、
動
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（

233
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
建
設
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
眼
も
、

「
ル
ー
ル
懐
疑
主
義
」
と
い
う
ラ
ベ
リ
ン
グ
が
含
意
す
る
よ
う
な
ル
ー
ル
の
非
決
定
性
の
強
調
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
の
み
に
依
拠
す
る
こ
と

に
起
因
す
る
不
完
全
さ
を
補
う
も
の
の
記
述
、
探
求
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
ま
ず
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
が
反
映
す
る
よ
う
試
み
て
い
る
の
は
、「
私
た
ち
の
法
の
ル
ー
ル
だ
け

で
は
な
く
、
私
た
ち
の
法
、
裁
判
所
、
法
律
家
と
そ
の
仕
事
と
い
う
全
体
の
企
図
で
あ
り
、
法
の
ル
ー
ル
そ
れ
自
体
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
仕
事
の
方
法
、
私
た
ち
の
法
の
ル
ー
ル
が
向
か
う
目
標
も
含
ん
で
い
る（

234
）」

と
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
記
述
の
中

心
に
あ
る
の
が
、「
裁
判
官
と
、
偶
然
、
裁
判
官
に
は
な
ら
な
か
っ
た
行
政
官
は
、
彼
ら
が
選
ぶ
こ
と
を
し
た
り
、
彼
ら
が
選
ぶ
よ
う
に
決

定
す
る
自
由
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
残
り
の
人
々
に
関
係
す
る
事
柄
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
行
動
は
、
制
限
、
限
定
さ
れ
て
お
り
、

裁
判
官
や
公
職
者
の
個
人
的
な
選
好
や
気
ま
ぐ
れ
か
ら
独
立
し
た
何
か
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
い
う
事
実（

235
）」

で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
事
実
は
、

「
観
察
で
き
る
事
実
（observable fact

）
で
、
重
要
な
事
実
（vital fact

）
で
あ
る（

236
）」

と
論
じ
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
旧
来

の
法
理
学
は
、「
独
力
で
耐
え
て
い
て
、
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
以
上
の
重
み
を
法
原
則
に
課
し
て
い
た（

237
）」

の
で
あ
り
、
法
原
則
だ
け
で
は

　
（
六
八
四
）
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法
と
し
て
機
能
を
果
た
せ
て
い
な
い
際
に
、
何
が
法
原
則
、
ル
ー
ル
を
助
け
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
新
し
い
法
理
学
、
ル
ウ
ェ
リ

ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
が
、
ル
ー
ル
を
補
助
し
て
「
裁
判
官
の
仕
事
を
安
定
化
さ
せ
、

そ
れ
に
指
針
を
与
え
て
い
る（

238
）」

も
の
と
捉
え
て
い
た
の
が
、「
裁
判
官
職
の
技
術
と
技
巧
（art and craft of the judge ’s office （

239
））」

に
他

な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
」
に
お
い
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
裁
判
官
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
導
く
、
ル
ー
ル
以
外
の
要
素
の

役
割
と
し
て
、
以
下
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
一
、
そ
れ
ら
（
の
要
素
）
は
、
法
の
ル
ー
ル
が
、
そ
れ
自
体
で
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
た
り
、指
針
を
与
え
た
り
で
き
な
い
方
法
や
場
所
で
、裁
判
官
や
他
の
公
職
者
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、導
く
こ
と
を
助
け
る
。二
、

そ
れ
ら
は
法
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
て
、
現
在
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
は
知
ら
れ
う
る
し
、
感
じ
ら
れ
う
る

し
、
法
律
家
に
よ
っ
て
は
知
覚
さ
れ
さ
え
も
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
、
裁
判
所
へ
の
議
論
を
予
言
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
双
方
に
お
い
て
、

法
律
家
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
要
素
で
あ
る
。
三
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
、
特
定
の
事
例
に
お
け
る
結
果
と
、
あ
る
事
例
に
お
い
て

規
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
、
変
化
す
る
時
代
や
必
要
、
そ
し
て
事
例
の
状
況
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
、
非
常
に
実
質
的
な
程
度
の
一
定
の
柔
軟

性
を
提
供
す
る
要
素
で
あ
る（

240
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
い
う
三
つ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
ル
ー
ル
よ
り
広
く
、
そ
こ
に
包
摂
さ
れ
る
ル
ー
ル
を
作
り
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
原
理
（principle

）
や
、
あ
る
事
例

が
、
例
え
ば
「
契
約
」
の
一
つ
か
否
か
規
定
す
る
ル
ー
ル
が
な
く
て
も
、
状
況
を
分
類
し
、
参
照
の
た
め
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
で
そ

の
よ
う
な
事
例
を
決
定
す
る
こ
と
を
助
け
る
「
契
約
」、「
不
法
行
為
」、「
財
産
」
な
ど
の
法
的
な
概
念
（concept

）
な
ど
を
挙
げ
て
い
た（

241
）。

そ
の
際
、
そ
の
よ
う
な
「
私
た
ち
の
法
の
ル
ー
ル
や
原
理
、
そ
し
て
概
念
に
関
す
る
、
日
々
の
詳
細
な
業
務
に
お
け
る
正
し
く
合
理
的
で
よ

り
曖
昧
さ
の
な
い
使
用
や
発
展
の
た
め
の
原
則
や
規
則（

242
）」

が
法
律
家
の
技
巧
な
の
で
あ
り
、
法
律
家
の
技
巧
を
「
最
善
の
法
実
践
か
ら
発
展

さ
せ
て
、
伝
達
可
能
で
、
役
に
立
つ
よ
う
な
形
に
す
る
と
い
う
努
力（

243
）」

が
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
主
題
な
の
で
あ
っ
た
。

　
（
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ル
ウ
ェ
リ
ン
の
意
図
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
理
学
を
補
足
す
る
必
要
を
論
じ
て
い
る
、「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
」
の
次
の
部
分
か

ら
も
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
パ
ウ
ン
ド
は
、「
法
の
ル
ー
ル
が
事
例
を
決
定
す
る
」
と
い
う
原
則
は
、
記
述
と
し
て
良
い

も
の
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
た
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
法
の
ル
ー
ル
が
事
例
を
決
定
す
る
」
と
い
っ
た
原
則
は
良
く
な
い
記
述
と

い
う
よ
り
も
、
補
足
（supplem

ent

）
が
必
要
な
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
原
則
が
、「
特
定
事
例
に
お
い
て
明
確

な
指
針
を
与
え
る
こ
と
に
し
ば
し
ば
失
敗
し
て
お
り
、
も
し
補
足
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
先
例
が
区
別
さ
れ
、
い
つ
そ
れ
が
き
っ
ち
り
と
従
わ

れ
、
さ
ら
に
そ
の
原
理
が
拡
大
さ
れ
も
す
る
の
か
と
い
う
事
柄
の
決
定
を
勘
の
過
程
（hunching process

）
に
委
ね
て
し
ま
う（

244
）」

こ
と
こ

そ
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
幅
広
い
法
の
概
念
の
中
に
規
範
を
発
展
さ
せ
適
用

す
る
技
術
を
含
め
、
伝
統
の
教
授
（taught tradition

）
を
重
視
し
て
い
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
パ
ウ
ン
ド
の
議
論
は
、「
こ
の
制

定
法
、
あ
る
い
は
こ
の
事
例
に
お
け
る
先
例
に
つ
い
て
使
う
際
に
、
ど
の
技
術
が
正
し
い
技
術
な
の
か
と
い
う
、
法
律
家
の
重
要
な
疑
問
に

答
え
て
い
な
い（

245
）」

と
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
確
か
に
研
究
の
方
向
性
を
示
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
必
要
な
の
は
、

レ
ヴ
ィ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ル
ー
ル
の
適
用
、
拡
大
の
際
に
基
準
を
与
え
る
類
似
性
（sim

ilarity

）
が
ど
の
よ
う
に
導
か

れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
よ
り
法
実
務
に
即
し
た
探
求
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
関
連
し
て
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
の
教
授
、
特
に
裁
判
の
伝

統
が
、
均
等
に
は
獲
得
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
程
度
吸
収
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
そ
れ
が
何
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
関
す

る
精
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
上
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
法
律
家
の
技
巧
の
「
内
容
と
使
用
を
よ
り
合
理
的
な
記
述
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
も
の
に
還
元
す
る
こ
と
の
本
質
は
、
判
決
す
る
こ
と
に
お
け
る
安
定
性
と
知
恵
を
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る（

246
）」

と
も
論
じ
て
い
る
。
そ

の
際
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
法
律
家
の
技
巧
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
は
、
今
後
十
年
間
は
、
特
定
の
裁
判
所
に
お
け
る
特

定
の
判
決
を
繰
り
返
し
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
記
述
が
ど
れ
だ
け
良
い
も
の
で
正
確
な
も
の
か
を
検
討
し
、
ま
た
、
そ
の
他
に
記
述
が
必

要
な
も
の
は
な
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
そ
う
し
た
上
で
初
め
て
、
裁
判
官
が
ど
の
よ
う
に
裁
判

　
（
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官
の
仕
事
を
な
す
べ
き
な
の
か
に
関
す
る
、
よ
り
明
確
で
曖
昧
で
な
い
基
礎
が
築
か
れ
う
る（

247
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
法
律
家
の
技
巧
が
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
概
念
の
中
で
占
め
る
位
置
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学

の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
裁
判
官
の
技
巧
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
何
が
起
こ
る
か
を
よ
り

正
確
に
予
言
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
裁
判
官
も
、
何
を
す
べ
き
か
、
そ
し
て
何
故
そ
う
す
べ
き
な
の
か
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
っ
て
、
法
律
家
の
技
巧
は
、「
そ
の
状
況
に
お
け
る
『
真
の
ル
ー
ル
（the true rule

）』
で
あ
る（

248
）」

と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ウ
ェ

リ
ン
は
少
し
角
度
を
変
え
て
、
数
多
く
の
事
例
に
お
い
て
は
、「
十
分
な
自
在
幅
（leew

ay

）
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
法
の
枠
組
み

に
お
い
て
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
正
義
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
も
の
が
そ
の
事
例
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
る
こ
と
を

許
容
す
る（

249
）」

と
し
た
上
で
、
ル
ー
ル
の
変
更
、
個
々
の
事
例
に
関
す
る
正
義
の
追
求
が
望
ま
れ
て
い
る
際
に
も
、
実
際
に
は
、「
法
」
に
従

っ
た
判
決
が
な
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
、
そ
の
枠
組
み
＝
法
律
家
の
技
巧
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
が
考
え
る
「
法
」
の
中
で

非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
、
例
え
ば
、「
ル
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
法

が
単
に
裁
判
所
の
判
決
と
そ
れ
の
予
言
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
真
実
を
お
お
い
隠
す
神
話
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
主
張（

250
）」

と
い
う
「
ル
ー
ル

懐
疑
主
義
」
に
つ
い
て
の
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
定
式
化
を
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
も
当
て
は
め
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

251
）。

ル
ウ
ェ
リ

ン
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
「
法
の
哲
学
と
し
て
の
法
理
学
は
、
そ
の
完
全
な
発
展
に
達
す
る
た
め
に
は
あ
ま
り
に
も
狭
く
考
え
ら
れ
て
い
た
。

現
代
の
論
者
た
ち
は
、
法
（
ル
ー
ル
と
原
理
か
ら
成
る
）
に
つ
い
て
の
哲
学
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
法
の
働
き
、
法
の
作
用
そ
し
て
法
の
制

度
、す
な
わ
ち
、法
と
法
の
仕
事
に
つ
い
て
の
哲
学
と
し
て
考
え
て
い
る（

252
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈。
そ
し
て
、ル
ウ
ェ
リ
ン
に
お
い
て
は
、

法
律
家
の
技
巧
に
ま
で
法
理
学
の
対
象
は
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
そ
の
よ
う
な
範
囲
の
拡
大
が
関
係
し
て
い
る
の
は
、
法
の
ル
ー

ル
と
原
理
の
除
去
（elim

ination

）
で
は
な
く
、
解
明
で
あ
り
そ
れ
を
照
ら
す
こ
と
（illum

ination

）
に
あ
る（

253
）」

の
で
あ
っ
た
。「
リ
ア
リ

ズ
ム
法
学; 

次
の
段
階
（A

 R
ealistic Jurisprudence: N

ext Step

）」（
一
九
三
〇
年
）
で
、「
私
は
、
行
動
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

　
（
六
八
七
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る
時
に
、
ル
ー
ル
、
概
念
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
類
型
に
対
す
る
強
調
を
船
外
に
投
げ
出
し
て
し
ま

う
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
と
考
え
る
。（
中
略
） 

も
し
そ
れ
ら
が
真
実
と
感
覚
に
つ
い
て
の
良
質
の
核
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
実

践
的
に
使
う
こ
と
が
可
能
な
法
理
学
は
打
ち
立
て
ら
れ
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う（

254
）」﹇（　

　

）
内
引
用
者
﹈
と
述
べ
て
い
た
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア

リ
ズ
ム
法
学
は
、
ル
ー
ル
そ
れ
自
体
に
対
す
る
懐
疑
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
ル
ー
ル
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
部
分
、
ル
ー
ル
に
お
け

る
自
在
幅
（leew

ay
）
の
現
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

結
局
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
＝
現
実
主
義
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
記
述
の
要
点
は
、「
実
際
に
何
が
生
じ
て
い
る
か
新
鮮
な

（fresh

）
観
点
で
見
て
見
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
法
の
原
則
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
原
則
に
そ
の
意
味
の
多
く
を
与
え
る
法
の
技
巧
と
、
そ

れ
ら
の
技
巧
の
理
念
と
伝
統
が
あ
る（

255
）」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
技
巧
の
理
念
と
伝
統
を
研
究
さ
れ
な
い
ま
ま
と
し
、
ほ
ぼ
暗

黙
の
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
法
的
企
図
に
お
い
て
実
際
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
存
す
る
、
指
針
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

合
理
性
の
半
分
を
語
ら
れ
ず
、
議
論
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る（

256
）」

と
述
べ
た
際
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
法
に
内
在
す
る

理
念
に
導
か
れ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
有
機
的
に
発
展
す
る
と
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
そ
れ
自
体
の
中
に
そ
の
発
展
の
説
明
を
求
め
た
パ
ウ
ン

ド
の
議
論
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
、
よ
り
正
確
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
に
つ
い
て
の
記
述
を
提
示
し
よ
う

と
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、「
起
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
現
実
主
義
的
で
新
鮮
な
観
察
、
そ
し
て
そ
の
す
べ
て
を
説
明
す

る
持
続
的
な
努
力
と
い
う
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
よ
り
新
し
い
法
理
学
が
、
こ
れ
ら
の
技
巧
を
伝
達
可
能
な
研
究
に

で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
真
の
助
け
を
提
供
す
る
だ
ろ
う（

257
）」

と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
記
述
的
社
会
学
（w

hat

）
に
関

す
る
考
察
は
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
、
プ
リ
ュ
ー
デ
ン
ス
（how
）
の
考
察
と
も
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
節
に
お
い
て
は
、

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
法
道
具
主
義
的
な
考
察
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
（
六
八
八
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ォ
ー
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ス
タ
イ
ル
と
グ
ラ
ン
ド
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ス
タ
イ
ル

　

前
節
で
詳
し
く
検
討
し
た
「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
」
に
お
い
て
、
法
律
家
の
技
巧
の
一
例
と
し
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
先
例
の

ル
ー
ル
の
使
用
に
関
す
る
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
先
例
拘
束
性
の
原
則
な
ど
、
先
例
に
関
す
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
よ
り
深
い
も
の
を
明
ら
か

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
た
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ク
と
法
形
式
主
義
者
の
論
争
の
結
果
、
先
例
の
性
質
は
以
下
の
三
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
非
常
に
堅
固
で
予
測
可
能
な
法
（
ル
ー
ル
や
法
実
践
）
が
あ
る
場
面
、
二
、（
例

え
ば
、
ど
こ
ま
で
そ
の
先
例
が
拡
大
す
る
か
に
つ
い
て
）
競
合
す
る
理
論
が
あ
り
、
何
が
法
で
あ
る
か
が
、
よ
り
不
安
定
な
場
合
で
、
法
の

ル
ー
ル
、
原
理
、
概
念
と
同
様
に
、
ど
の
よ
う
な
事
例
が
実
際
に
生
じ
て
く
る
か
、
弁
護
士
の
力
量
、
裁
判
官
の
性
格
に
よ
っ
て
も
左
右
さ

れ
る
場
面
、
三
、
法
が
完
全
に
不
安
定
な
場
面
で
あ
る
が（

258
）、

例
え
ば
、
顧
客
に
利
息
契
約
（usury cases

）
を
助
言
す
る
弁
護
士
に
と
っ
て
、

二
番
目
の
場
面
（
こ
こ
で
は
、
ど
こ
ま
で
の
利
息
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
許
容
さ
れ
る
の
か
）
で
は
な
く
、
第
一
の
場
面
（
こ
こ
で
は
、

ど
こ
ま
で
が
適
切
な
取
引
で
あ
り
、
ほ
ぼ
確
実
に
利
息
制
限
を
免
れ
う
る
の
か
）
で
は
、「
利
息
契
約
の
事
例
か
ら
ど
れ
だ
け
明
白
で
確
か

な
ル
ー
ル
が
築
け
る
か
を
発
見
す
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る（

259
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
最
良
の
法
律
家
は
、
こ
の
よ
う
な

先
例
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
憶
測
で
は
な
く
、
確
実
な
助
言
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
前
節
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、「
新
し
い

法
理
学
は
、
こ
の
種
の
職
務
上
の
知
恵
を
よ
り
明
白
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
伝
達
可
能
な
も
の
、
教
授
可
能
な
も
の
に
し
、
よ
り
一
般
的
な

も
の
に
す
る
こ
と
を
一
つ
の
主
要
な
役
割
と
す
る（

260
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
新
し
い
法
理
学
の
読
解
と
使
用
」
に
お
い
て
、「
こ
の
す
べ
て
（
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
）
は
、
他
の

法
律
家
た
ち
、
特
に
若
い
法
律
家
た
ち
に
、
助
言
、
弁
論
、
い
ず
れ
か
の
局
面
に
お
け
る
判
決
そ
し
て
行
政
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

法
律
家
の
技
巧
が
最
良
の
形
で
実
行
さ
れ
る
の
か
、
よ
り
明
白
で
利
用
可
能
な
全
体
像
を
与
え
る（

261
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
指
摘
し
た

上
で
、「
法
が
そ
れ
自
体
の
た
め
で
も
、
空
白
に
お
い
て
（in vacuo

）
存
在
す
る
の
で
も
な
く
、
人
々
の
役
に
立
つ
た
め
に
存
在
す
る
限
り
、

　
（
六
八
九
）
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そ
し
て
、
弁
護
士
（advocates and counselor

）
に
よ
っ
て
法
の
結
果
が
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
弁
護
士
を
通
じ
て
、
人
々
の
た
め
に
法
を
再

規
定
す
る
裁
判
所
の
使
用
の
た
め
に
事
実
が
変
形
さ
れ
、
修
正
さ
れ
る
限
り
、
よ
り
無
駄
な
く
間
違
い
も
少
な
い
よ
う
、
媒
介
の
仕
事
を
い

か
に
効
果
的
に
実
現
す
る
か
を
学
ぶ
た
め
に
、
現
在
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
そ
の
偉
大
な
仕
事
が
実
現
さ
れ
て
い
る
か
を
詳
細
に
渡
っ
て
正

確
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
法
理
学
の
一
つ
の
相
当
な
部
分
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う（

262
）」

と
論
じ
て
い
る
。
弁
護
士
や
裁
判
官

の
技
巧
を
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
は
、
法
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
観

点
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
、
周
知
の
「
法
機
能
論
（law

 job theory

）」
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
法
を
捉
え
る
道
具
主
義
的
な
法
観
念
を
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の

共
通
の
出
発
点
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
法
観
念
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
法
機

能
論
で
あ
っ
た
。
人
間
が
集
団
と
し
て
生
存
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
人
間
の
集
団
が
、
そ
れ
が
存
在
す
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一

定
の
必
要
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
規
範
的
な
る
も
の
、法
的
な
る
も
の
、そ
し
て
法
の
機
能
（T

he 

N
orm

ative, the L
egal and the L

aw
-Jobs

）」（
一
九
四
〇
年
）
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
際
、
必
要
と
さ
れ
る
主
要
な
も
の
と
し
て
、
一
、

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
、
二
、
行
動
と
期
待
の
抑
止
的
な
操
作
、
三
、
変
化
に
合
致
さ
せ
る
た
め
の
行
動
と
期
待
の
再
操
作
、
四
、
権
威
的
な
決

定
の
た
め
の
、
権
威
と
手
続
き
の
割
当
て
、
五
、
集
団
の
中
に
お
け
る
指
図
と
動
機
の
提
供
な
ど
を
挙
げ
て
い
る（

263
）。

ル
ウ
ェ
リ
ン
に
お
い
て

は
、
こ
こ
で
の
必
要
と
は
、
法
の
機
能
（law

 job

）
の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
効
果
的
に
果
た
す
た
め
に
、
法
律
家
の

技
巧
の
正
確
な
記
述
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
主
要
な
課
題
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
私
た
ち
の
法
シ
ス
テ
ム

に
は
、
安
定
、
計
算
可
能
性
、
そ
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
極
め
て
重
要
（vital, 

生
命
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
）
で
必
要
と
さ
れ
て

い
る
手
段
が
あ
る
。
私
た
ち
の
法
シ
ス
テ
ム
に
は
、
ま
た
、
柔
軟
性
と
調
整
、
変
化
と
発
展
の
た
め
の
極
め
て
重
要
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

手
段
が
あ
る（

264
）」

が
、「
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
よ
う
な
法
の
ル
ー
ル
の
研
究
の
み
で
は
、
何
ら
指
図
を
与
え
な
い（

265
）」

の
で

　
（
六
九
〇
）
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あ
っ
た
。

　

一
方
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
は
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
法
の
形
式
に
つ
い
て
の
考
察
、
法
的
推
論
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
考
察
も
あ
る
。
本

章
で
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
記
述
的
社
会
学
と
法
道
具
主
義
に
基
づ
く
議
論
に
分
け
て
検
討
し
て
い
る
が
、
以
下
に
お
い

て
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
後
者
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
行
き
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
ル
ー
ル
や
法
律
家
の
技
巧
の
記
述
（w

hat, science

）
と

は
違
い
、
い
か
に
し
て
法
の
機
能
を
果
た
す
の
か
（how

, prudence

）
に
明
確
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た（

266
）。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
法
の
形
式
に
つ
い
て
の
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
考
察
を
、「
法
に
お
け
る
善
、
真
実
、
美
（O

n the G
ood, T

he T
rue, T

he 

B
eautiful in L

aw

）」（
一
九
四
二
年
）
か
ら
検
討
す
る
が
、ラ
ン
グ
デ
ル
と
ホ
ー
ム
ズ
が
比
較
さ
れ
て
い
る
部
分
が
特
に
興
味
深
い
。
ま
ず
、

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
民
法
典
（B

G
B

）
を
、
構
造
的
な
美
を
美
的
な
目
標
と
す
る
も
の
の
典
型
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

清
潔
で
厳
密
な
知
的
構
造
物
で
、
事
前
に
決
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
場
面
で
実
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に

よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
法
の
形
式
、
あ
る
い
は
美
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
追
求
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
典
型
と
し
て
ラ
ン
グ
デ
ル
学
派
の
約
因
理
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
ラ
ン
グ
デ
ル
の
契
約
理
論
に
お

い
て
は
、「
約
束
を
支
え
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
約
因
が
取
引
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、（
中
略
） 

取
引
さ
れ
る
何
か
は
正
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
承
諾
と
約
因
は
等
し
い
三
角
形
の
よ
う
に
一
致
す
る（

267
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
ラ
ン

グ
デ
ル
の
こ
の
よ
う
な
議
論
を
、「
こ
れ
以
上
簡
単
に
規
定
さ
れ
、
よ
り
厳
密
に
思
考
さ
れ
、
よ
り
し
っ
か
り
と
統
合
さ
れ
、
教
え
る
の
が

よ
り
魅
惑
的
に
不
条
理
で
、
よ
り
簡
単
に
適
用
で
き
る
も
の
は
な
い（

268
）」

と
も
評
し
な
が
ら
も
、「
論
理
と
外
形
に
つ
い
て
い
か
に
心
地
よ
く

と
も
、
本
質
は
構
造
で
は
な
い
。
ラ
ン
グ
デ
ル
の
構
造
は
、
概
念
に
お
け
る
壮
言
さ
と
作
品
に
お
け
る
欠
点
の
な
さ
と
い
う
道
徳
を
指
し
示

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
機
能
し
な
い
だ
ろ
う
。
人
々
は
、
そ
し
て
裁
判
所
は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
は
動
か
ず
、
そ
の
こ
と
は
、
法
に

お
い
て
美
を
妨
げ
る（

269
）」

と
断
じ
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
法
の
美
の
主
要
な
テ
ス
ト
は
機
能
で
あ
り
続
け
る
。
構
造
的
な
調
和

　
（
六
九
一
）
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や
荘
厳
さ
を
持
つ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
付
加
し
、
豊
か
に
す
る
が
、
補
助
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い（

270
）」

の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
上
で
、「
ホ
ー
ム
ズ
の
判
決
意
見
は
、
単
な
る
宝
石
箱
や
整
え
ら
れ
た
散
文
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
（
特
に
最
高
裁
に
お
け
る
も
の

は
）、
論
点
に
導
き
、
政
策
に
導
く
。
そ
れ
ら
は
、
技
術
的
な
正
確
さ
、
目
前
の
事
例
に
お
け
る
正
義
、
将
来
の
た
め
の
正
し
い
指
針
に
導
く（

271
）」

と
し
て
ホ
ー
ム
ズ
を
ラ
ン
グ
デ
ル
と
対
比
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
、
法
的
推
論
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
お
も
に
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統; 

上
訴
の
決
定
』
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
法

に
お
け
る
善
、
真
実
、
美
」
に
お
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
要
点
は
披
歴
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
法
的
推
論
の
ス
タ
イ
ル
の

歴
史
的
変
遷
が
、
前
章
で
検
討
し
た
パ
ウ
ン
ド
の
法
の
理
念
の
歴
史
的
記
述
と
対
比
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
ア

メ
リ
カ
法
の
画
期
を
一
八
世
紀
の
前
半
の
形
成
期
（form

ative era

）、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
を
法
の
成
熟
期
（period of 

m
aturity of law

）、
そ
し
て
そ
の
後
の
社
会
学
的
な
期
間
（sociological period

）
に
見
出
し
て
い
た
が
、「
機
械
的
法
学
か
ら
社
会
学
的

法
学
へ
」
と
い
う
パ
ウ
ン
ド
の
主
要
な
議
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
理
学
の
学
派
の
変
遷
を
そ
れ
ら
の
画
期
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

て
い
た
。
一
方
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
承
認
し
な
が
ら
も
、
時
代
の
ス
タ
イ
ル
（period style

）
の
変

遷
に
よ
る
区
分
を
試
み
て
い
た（

272
）。

　

こ
こ
で
の
ス
タ
イ
ル
と
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
言
葉
で
は
、「
法
の
技
巧
に
お
け
る
思
考
と
働
き
の
方
法
（w

ays of thinking and 

w
orking in legal crafts （

273
））」

と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
一
般
的
に
、
法
的
推
論
の
あ
り
方
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
材
料
（
法
）
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
彼
ら
の
材
料
（
法
）
を
用
い
る
技
術

者
（
法
律
家
）
の
方
法
は
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
意
味
を
持
っ
て
い
る（

274
）」﹇（　

　

）
内
は
引
用
者
﹈
と
い
う
前
提
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
お
い
て
優
勢
な
ス
タ
イ
ル
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　

第
一
の
画
期
と
し
て
は
、
一
八
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
代
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
優
勢
で
あ
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
、
初
期
の

　
（
六
九
二
）
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ス
タ
イ
ル
（early style

）
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
を
、「
理
性
が
、
経
験
が
法
的
結
果
に
収

斂
さ
れ
る
際
の
主
要
な
指
針
で
あ
り
、
手
段
で
あ
っ
た（

275
）」

と
規
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
法
の
論
理
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

「
論
理
に
お
け
る
前
提
を
決
定
す
る
こ
と
も
、
つ
ね
に
理
性
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
ス
タ
イ
ル

に
流
動
性
、
力
、
率
直
さ
、
そ
し
て
方
向
性
が
与
え
ら
れ
た（

276
）」

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
優
勢

で
あ
っ
た
背
景
と
し
て
、
社
会
に
つ
い
て
の
公
正
な
理
解
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、「
確
実
に
感
じ
ら
れ
た
国
家
の
明
白

な
必
要
性（

277
）」

に
よ
っ
て
、
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
以
上
の
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
法
学
に

関
す
る
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
素
描
は
、
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
の
も
の
と
近
い
も
の
で
あ
っ
た
が（

278
）、

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ル

と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
が
興
味
深
い
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
ア
メ
リ
カ
が
受
容
し
た
際
に
、

そ
の
ル
ー
ル
、
実
質
に
つ
い
て
は
受
容
し
た
が
、「
そ
の
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
ス
タ
イ
ル
は
、
全
く
借
り
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、『
受
容
』
と
い
う
話
に
よ
っ
て
、
事
実
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い（

279
）」

の
で
あ
っ
た
。
拙
稿
で
も
検
討
し

た
よ
う
に（

280
）、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ヘ
イ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
の
法
思
想
を
経
て
、
十
八
世
紀
に
は
す
で
に
法
実
証
主
義
的
な
色
彩

が
強
ま
っ
て
お
り
、
十
九
世
紀
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
ル
ー
ル
の
体
系
と
し
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る

が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
そ
の
当
時
の
「
ア
メ
リ
カ
の
著
作
は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
よ
っ
て
風
刺
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
（
形
式
主
義
的
な
）
も
の

で
は
な
か
っ
た（

281
）」

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

次
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
、「
法
の
成
熟
期（

282
）」、「

受
容
さ
れ
た
材
料
の
統
合
と
発
展
の
時
期（

283
）」

と
述
べ
ら
れ
て
い
た

一
九
世
紀
の
最
後
の
十
年
間
に
盛
期
を
迎
え
た
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
（form

al style

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
ラ

ン
グ
デ
ル
の
方
法
論
も
含
ま
れ
る
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
権
威
が
権
威
で
あ
り
、
論
理
が
論
理
で
あ
り
、
安
定
性
が
安
定
性
で
あ
っ
た
。

心
（heart

）
は
、
法
の
著
作
に
お
い
て
占
め
る
位
置
は
な
く
、
美
意
識
は
、
冷
酷
な
明
晰
さ
に
向
か
っ
た（

284
）」

と
そ
の
特
徴
を
捉
え
て
い
る
。

　
（
六
九
三
）
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そ
し
て
、
そ
の
一
つ
の
背
景
と
し
て
、「
宗
教
的
な
基
礎
が
、
一
方
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
論
争
か
ら
、
他
方
で
は
、
後
に
ス
ペ
ン
サ
ー
に

よ
っ
て
、
周
知
の
並
み
は
ず
れ
た
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
、
法
廷
の
古
来
の
法
律
家
た
ち
は
、
ほ
ぼ
最
高
に
堅
固
な
基
礎
に
慰
め
を
見
出
し
た
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
拡
大
よ
り
も
権
威
を
好
み
、
成
長
す
る
枝
を
刈
り
取
る
と
い
う
対
価
を
払
っ
て
で
は
あ
る
が
、
明
晰
さ
と
均
一
の
シ
ス

テ
ム
を
も
た
ら
す
法
に
つ
い
て
の
方
法
を
よ
り
好
ん
だ（

285
）」

と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
触
れ
た
ラ
ン
グ
デ
ル
に
対

す
る
批
判
と
も
重
な
る
が
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
非
常
に
明
白
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
十
九
世
紀
後
半
の
非
常
に
重
要
な
潮
流
に
お
い
て
、

フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
は
、
美
的
な
逸
脱
で
あ
っ
た（

286
）」

と
述
べ
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
生
活
と
調
和
し
な
い
法
、
法
の
社

会
と
の
歯
車
を
す
り
減
ら
す
法
に
つ
い
て
の
方
法
は
、
正
し
い
美
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ル
ー
ル
で
は
な
く
、
生
命
の
あ
る
制
度
、
単

な
る
法
律
家
に
と
っ
て
の
安
定
性
で
は
な
く
、
安
定
性
と
民
衆
の
法
が
奉
仕
す
べ
き
正
義
が
必
要
性
を
定
義
す
る（

287
）」

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
最
後
の
点
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
に
代
わ
る
も
の
の
登
場
を
促
す
要
因
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。
二
十
世
紀
前
半
に
は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、「
現
代
の
生
活
の
手
に

負
え
な
い
複
雑
さ（

288
）」、「

三
十
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
渡
っ
て
続
い
て
い
る
変
化
、
あ
る
い
は
改
革
に
と
っ
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ピ
リ
オ

ド
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
法
の
技
巧
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
部
分
的
な
認
識（

289
）」、「

飛
躍
が
必
要
な
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
、
発
展
が
必
要
で

大
き
な
規
模
の
仕
事
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
遅
れ
た
領
域
の
存
在（

290
）」

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
に
答
え
る
た
め
に
、

ル
ウ
ェ
リ
ン
が
提
示
し
て
い
る
の
が
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
（ground style

）
で
あ
っ
た
。

　

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、『
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
伝
統; 

上
訴
の
決
定
』
に
お
い
て
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
英
米
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
や

マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
著
名
な
裁
判
官
を
挙
げ
て
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
の
方
法
論
を
説
明
し
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
ま
ず
、
そ
こ
で

は
、
先
例
に
お
け
る
説
得
的
な
権
威
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
承
認
さ
れ
る
前
に
以
下
の
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
さ
れ
て

い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
、「
そ
の
判
決
意
見
を
書
い
た
裁
判
官
の
評
判
は
、
重
く
考
慮
さ
れ
る（

291
）」、

二
、「
先
例
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め

　
（
六
九
四
）
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に
『
原
理
』
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
こ
の
ピ
リ
オ
ド
と
方
法
に
お
い
て
は
、
ル
ー
ル
の
間
に
大
き
な
規
模
の
秩
序
を
も
た
ら
す
た
め
の
単
な
る

言
葉
の
道
具
で
は
な
く
、
そ
れ
が
『
原
理
』
に
な
る
た
め
に
は
、
秩
序
だ
け
で
な
く
、
明
白
な
意
味
を
与
え
る
べ
き
広
い
一
般
化
を
意
味
し

て
い
た（

292
）」、

三
、「
考
慮
中
の
ル
ー
ル
の
あ
り
う
る
結
果
と
い
う
観
点
か
ら
の
『
政
策
』（

293
）」

の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ

れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
予
測
し
う
る
裁
判
が
可
能
に
な
り
、
法
の
機
能
も
よ

り
十
全
に
果
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
法
に
お
け
る
善
、
真
実
、
美
」
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル
は
、「
状
況
が
十
分
に
安
定
し
て
い
る
場
合（

294
）」

の
み
に
機
能
し
、「
早
か

れ
遅
か
れ
、
悪
い
ス
タ
イ
ル
に
な
る
こ
と
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
律
家
た
ち
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
偽
の
解
釈
（spurious 

interpretation

）、
混
乱
と
裁
量
と
い
う
彼
ら
の
所
産
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

295
）」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
先
例
の
巧
妙

な
操
作
、
細
か
な
区
別
、
確
立
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
隠
れ
た
再
解
釈
に
よ
っ
て
時
代
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ス
タ
イ
ル

は
、
判
決
の
背
後
に
あ
る
動
機
を
曖
昧
な
ま
ま
に
し
、
法
の
発
展
の
道
筋
を
予
測
す
る
の
を
困
難
に
す
る
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
考
え
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
原
理
と
政
策
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
裁
判
官
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
る
た
め
、

新
た
な
ル
ー
ル
が
何
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
法
の
予
測
も
容
易
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

296
）。

す
な
わ
ち
、
ル
ウ

ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、「
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
、
指
針
の
た
め
に
将
来
に
向
け
て
よ
り
良
い
規
定
を
常
に
求
め
る
こ

と
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
理
解
で
き
、
平
凡
な
人
間
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
、
か
な
り
良
く
適
用
さ
れ
う
る
ル
ー
ル
の
常
な
る
製
造
と
改

善
を
意
味
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、非
常
に
異
な
っ
た
裁
判
官
か
ら
、同
じ
よ
う
な
決
定
を
得
る
か
な
り
の
チ
ャ
ン
ス
を
持
ち（

297
）」、

「
予
見
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
予
感
は
さ
れ
て
い
る（

298
）」

た
め
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、「『
人
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
法
に

よ
っ
て
（law

s and not m
en

）』
と
い
う
古
来
の
目
標（

299
）」

に
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

　
（
六
九
五
）
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五
、
お
わ
り
に
、

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
近
代
ア
メ
リ
カ
の
法
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン
ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
思
想
を
検
討
し

て
き
た
。
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
に
つ
い
て
は
、
主
権
者
の
命
令
、
従
位
的
立
法
と
い
う
枠
組
み
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
地
図
を
提
供
し
よ

う
と
し
た
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
論
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
側
面
を
批
判
し
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
法
的
諸
概
念
の
変
化
、
発
展
に
焦
点
を
当
て

た
メ
イ
ン
の
法
思
想
の
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
の
法
思
想
が
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
学
の
歴
史
的
、
地
理

的
な
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
提
示
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
そ
れ

ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
法
思
想
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
裁
判
官
に
よ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
の
手
法
に
焦
点
を
当
て
た
理
論
を
提
示
し
て

い
る
。
そ
の
際
、
責
任
概
念
の
客
観
化
に
向
け
て
発
展
し
て
き
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
法
則
に
沿
っ
て
、
例
え
ば
、
無
過
失
責
任
に
関
す

る
裁
判
な
ど
も
、
陪
審
を
通
じ
た
共
同
体
の
基
準
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
イ
ル
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
内
在
す
る
論
理
か
ら
の
類
推
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
、
共
同
体
の
価
値
、
論
理
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー

を
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が（

300
）、

第
二
章
三
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
以
降
は
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体

の
価
値
、
論
理
の
限
界
か
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
裁
判
官
に
よ
る
政
策
選
択
の
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

パ
ウ
ン
ド
は
、
ホ
ー
ム
ズ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ラ
ン
グ
デ
ル
の
法
形
式
主
義
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
周
知
の
、
書
か
れ
た
法

（law
 in books

）
と
訴
訟
に
お
け
る
法
（law

 in action

）
の
峻
別
に
は
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
の
影
響
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ズ
が
当
初
、
訴
訟
に
お
け
る
法
、
あ
る
い
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
原
理
を
共
同
体
の
価
値
に
依
拠
さ
せ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
よ
り
実
質
的
な
法
の
理
念
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
は
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
そ

し
て
、
第
三
章
一
節
で
検
討
し
た
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
は
、
利
益
考
量
を
要
請
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
二
十
世
紀
初
頭
の
共
同
体

　
（
六
九
六
）
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の
価
値
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
、
そ
の
よ
う
な
価
値
、
根
本
原
理
が
内
在
し
て
お
り
、
新
奇
の
事
例
、
競

合
す
る
解
釈
が
存
在
す
る
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の
根
本
原
理
に
照
ら
し
て
既
存
の
法
源
を
発
展
さ
せ
る
と
論
じ
て
い
た
パ
ウ
ン
ド
の
法
思

想
は
、
ホ
ー
ム
ズ
と
は
違
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
論
理
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
は
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
発
展
の
契
機
を
有
し
て
い

る
と
い
う
法
に
つ
い
て
の
有
機
的
な
見
方
に
基
づ
い
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
パ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
思
想
に
批
判
的

な
わ
が
国
の
最
近
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
パ
ウ
ン
ド
が
、
時
代
の
要
求
に
応
答
す
る
融
通
無
碍
な
法
を
主
張
す
る
一
方
で
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
優
位
を
説
く
と
い
う
態
度
が
、
原
理
的
に
い
か
に
論
理
整
合
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、
主
要
な
著
作
を
読
ん
で
み
て
も
判
然
と
し

な
い（

301
）」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
章
二
節
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
が
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
内
在
す
る
共

同
体
の
価
値
を
探
求
す
る
試
み
と
し
て
解
釈
で
き
る
な
ら
ば
、
パ
ウ
ン
ド
の
法
思
想
の
論
理
的
整
合
性
を
示
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

コ
テ
レ
ル
は
、
裁
判
官
が
法
を
発
展
さ
せ
る
際
の
根
拠
を
説
明
す
る
試
み
は
、
司
法
の
役
割
を
道
具
主
義
的
に
捉
え
る
か
、
法
の
有
機
的

な
性
格
の
強
調
の
い
ず
れ
か
に
進
む
こ
と
に
な
る
と
整
理
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
コ
テ
レ
ル
の
整
理
に
従
う
な
ら
ば
、
パ
ウ
ン
ド
は
、

後
者
の
典
型
で
あ
り
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
の
原
型
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ズ
の
法
思
想
に
つ

い
て
は
、
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
道
具
主
義
的
な
性
格
が
顕
著
と
な
り
、「
法
の
小
路
」
で
判
決
が
反
映
す
る
客
観
的
価
値
を
経
済
学
に
求

め
た
場
面
で
は
、
現
代
の
法
と
経
済
学
と
の（

302
）、

特
権
を
め
ぐ
る
裁
判
に
関
し
て
裁
判
官
に
よ
る
政
策
選
択
の
不
可
避
性
を
論
じ
た
場
面
で
は
、

現
代
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
法
学
と
の
近
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は
、

ホ
ー
ム
ズ
の
ラ
ン
グ
デ
ル
批
判
の
視
座
、
書
か
れ
た
法
と
訴
訟
に
お
け
る
法
の
峻
別
と
い
っ
た
パ
ウ
ン
ド
の
枠
組
み
な
ど
は
継
承
し
つ
つ

も
、
そ
の
出
発
点
は
、
裁
判
官
に
よ
る
法
発
展
の
原
理
の
探
求
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
法
過
程
の
分
析
、
記
述
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、

「
法
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
は
、
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
非
常
に
有
益
で
、
実
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（

303
）」

と
ま
で
述
べ
て
い
た
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
を
、
裁
判
官
の
「
勘
」
と
い
っ
た
行
動
主
義
的
な
側
面
を
強
調
す
る
ル
ー
ル

　
（
六
九
七
）
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懐
疑
主
義
の
一
類
型
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
正
確
な
理
解
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
第
四
章
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ

ン
の
主
眼
は
、
判
決
は
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
法
律
家
の
技
巧
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
現
実
性
＝
リ
ア
リ
ズ
ム
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
法
の
予
測
を
よ
り
円
滑
に
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ル
ー
ル
の
「
現
実
と
本
質
は
、
ど
こ
か
、
そ
こ
に
あ
る
（out there som

ew
here

）

も
の
で
あ
り
、
把
握
さ
れ
る
よ
り
も
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
も
そ
も
何
ら
か
の
言
葉
の
形
式
に
よ
り
範
囲
が
限
定
さ
れ
、
捉
え
ら
れ
る
と

い
う
よ
り
も
、
指
し
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

304
）」

と
述
べ
た
上
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ル
ー
ル
は
、「
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
と
言
え
る
時
の
も

の
で
さ
え
、
非
常
に
創
造
的
に
適
用
さ
れ
る（

305
）」

と
指
摘
し
て
い
る
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
こ
の
指
摘
は
、
本
研
究
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
史
を
分

析
す
る
一
つ
の
視
座
と
し
て
設
定
し
た
ル
ー
ル
と
救
済
の
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ

て
い
た
論
点
で
あ
り
、
例
え
ば
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
、
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
の
現
実
を
「
確
固
と
し
て
従
わ
れ
る
指
針
で
あ
る
と
い

う
よ
り
も
、
そ
こ
か
ら
原
理
が
推
測
さ
れ
る
か
す
か
な
足
跡（

306
）」

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学

が
、
そ
の
よ
う
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
救
済
を
規
制
し
、
導
く
法
律
家
の
技
巧
の
記
述
に
向
か
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
お

い
て
は
、
成
否
は
別
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
流
動
的
な
レ
イ
シ
オ
・
デ
シ
デ
ン
ダ
イ
を
、
主
権
者
の
命
令
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
ル
ー
ル
の

体
系
に
還
元
す
る
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
そ
の
よ
う
な
視
点
の
違
い
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
な
、
法
を
と

り
ま
く
社
会
的
状
況
の
違
い
と
い
う
こ
と
の
他
に（

307
）、

本
研
究
の
も
う
一
つ
の
分
析
視
座
で
あ
っ
た
法
と
共
同
体
の
関
係
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
以
外
の
も
の
も
含
め
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
点
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

裁
判
官
が
古
来
の
慣
習
を
宣
言
す
る
と
い
う
「
法
宣
言
説
」
は
、
法
と
共
同
体
の
慣
習
の
結
び
付
き
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第

二
章
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
典
的
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
に
お
い
て
は
、
法
の
発
展
と
共
同
体
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

　
（
六
九
八
）
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は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
に
お
い
て
は
、
共
同
体
の
慣
習
が
コ
モ
ン
・

ロ
ー
に
権
威
を
与
え
る
形
式
的
な
根
拠
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
ヘ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
の
大
部
分
は
立
法
に
起
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
も
、
そ
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
の

類
推
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
た（

308
）。

ポ
ス
テ
マ
は
、
ヘ
イ
ル
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
、
共
同
体
の
慣
習
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
具

体
的
、日
常
的
な
事
例
を
解
決
す
る
こ
と
で
蓄
積
さ
れ
た
理
由
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が（

309
）、コ

モ
ン
・
ロ
ー
は
、「
多

く
の
世
代
の
賢
明
で
注
意
深
い
人
々
の
知
恵
、
熟
慮
、
経
験
の
産
物（

310
）」

で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
ヘ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
裁
判
官
の

慣
習
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
は
説
明
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
も
、
古
来

の
慣
習
に
よ
っ
て
権
威
を
持
つ
と
さ
れ
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
か
ら
の
類
推
に
よ
っ
て
法
の
発
展
を
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
コ
モ
ン
・

ロ
ー
が
、
同
時
代
の
共
同
体
の
慣
習
と
一
致
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た（

311
）。

そ
し
て
、
ベ
ン
サ
ム
が
、
一
般
的
慣
習
と

裁
判
官
の
慣
習
の
間
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
を
指
摘
し
た
後
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
、
法
曹
の
利
益
と
社
会
の
利
益
の
調
和
を
無
批
判
に
前

提
と
し
た
上
で（

312
）、

よ
り
論
理
的
に
一
貫
し
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
理
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
専
心
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
ヘ
イ
ル
に
よ

っ
て
類
推
で
説
明
さ
れ
て
い
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
を
司
法
的
立
法
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
主
権
者
の
命
令
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
た
コ

モ
ン
・
ロ
ー
を
示
す
こ
と
に
成
功
す
る
と
と
も
に（

313
）、

従
位
的
立
法
者
と
し
て
裁
判
官
を
捉
え
る
こ
と
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
共
同
体
に
基
礎

づ
け
る
こ
と
な
し
に
、
裁
判
官
に
よ
る
法
発
展
を
め
ぐ
る
権
威
に
つ
い
て
の
疑
義
を
解
消
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
と
も
理
解
し
う
る
。
さ

ら
に
付
け
加
え
る
と
、
す
で
に
十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ズ
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
サ
ー
モ
ン
ド
が
、
ハ
ー
ト
の
承
認

の
ル
ー
ル
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、法
体
系
内
の
法
に
妥
当
性
を
付
与
す
る
「
究
極
の
法
的
諸
原
則
（U

ltim
ate L

egal P
rinciples

）」
か
ら
、

裁
判
官
の
法
創
造
の
権
能
を
導
い
て
い
た（

314
）。

　

一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
に
お
け
る
法
と
共
同
体
の
関
係
を
考
え
る
際
に
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
ホ
ー
ム
ズ
、
パ
ウ
ン

　
（
六
九
九
）
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ド
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
共
通
の
攻
撃
対
象
で
あ
っ
た
ラ
ン
グ
デ
ル
の
議
論
の
内
在
的
な
限
界
に
着
目
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
グ
デ

ル
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
合
理
的
で
一
貫
し
た
原
理
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
原
理
は
、
彼
自
身
の
よ
う
な
法
学
者
に
よ
っ
て
、

事
例
か
ら
の
帰
納
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
さ
れ
、
裁
判
官
た
ち
は
、
そ
の
原
理
か
ら
導
出
さ
れ
る
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
判
決
を
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
ラ
ン
グ
デ
ル
の
枠
組
み
で
は
、
既
存
の
判
決
を
説
明
す
る
と
と
も
に
社
会
の
変
化
も
反
映
し
て
い
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー

の
原
理
は
、
法
学
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
、
法
学
者
に
立
法
者
と
同
じ
よ
う
な
役
割
が
委
ね
ら
れ
、
そ

の
権
威
に
つ
い
て
は
重
大
な
疑
義
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

315
）。

十
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
法
学
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
が
ど
の
よ

う
な
権
限
に
基
づ
い
て
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
発
展
さ
せ
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
早
急
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
責

任
の
範
囲
、
そ
し
て
そ
の
変
化
を
共
同
体
の
価
値
、
基
準
に
委
ね
た
ホ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
法
学
や
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
反
映
す

べ
き
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
価
値
、
理
念
と
し
て
社
会
的
利
益
の
調
和
を
掲
げ
た
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
的
法
学
は
、
法
を
共
同
体

に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
発
展
の
正
統
性
を
示
そ
う
と
し
た
回
答
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、
現
代
の
ド
ゥ
オ

ー
キ
ン
の
法
理
論
も
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
延
長
線
上
に
置
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う（

316
）。

ま
た
、
自
ら
の
法
理
学
の
領
域
に
は
価
値
の
問
題

は
含
ま
れ
な
い
と
し
た
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
お
い
て
も
、
第
四
章
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
そ
の
歯
車
を
法
の
社
会
、
す
な
わ

ち
、
裁
判
官
な
ど
の
法
律
家
集
団
と
か
み
合
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、「
民
衆
の
法
が
奉
仕
す
べ
き
正
義
」
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
も
、
原
理
、
政
策
に
明
確
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
社
会
の
必
要
を

一
致
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法
理
論
に
お
い
て
は
論
点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
コ
モ

ン
・
ロ
ー
の
救
済
的
な
側
面
の
検
討
、
法
律
家
の
技
巧
の
記
述
も
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
お
い
て
は
、
そ
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
が
裁
判
官
の

恣
意
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
規
制
す
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
十
七
世
紀
後
半
の
ク
ッ
ク
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
ル
ウ
ェ
リ
ン
ら
に
至
る
ま
で
の
、
近
代
英
米
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
の
展
開
を

　
（
七
〇
〇
）
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追
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
て
、
稿
を
改
め
て
現
代
の
英
米
の
法
理
論
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。
そ
こ
で
は
、

ハ
ー
ト
や
ラ
ズ
、
そ
し
て
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
な
ど
の
法
理
論
を
、
英
米
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
捉
え

な
お
す
と
と
も
に
、
特
に
ハ
ー
ト
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
を
あ
る
程
度
相
対
化
す
る
こ
と
も
試
み
た
い（

317
）。
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p
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a
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e
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光
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テ
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―
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〇
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H
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e
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H

o
lm

e
s
; 

T
h

e
 
M

a
k
in
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開
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テ
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p
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c
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es, C
odes, and the A

rrangem
ent of the L

aw
 

（s
u

p
r
a

 note 18

） p.89.

（
25
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
三
）
―
オ
ー
ス
テ
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五
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H
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id
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id

., p.93.
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f. ib

id
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Ib
id

., p.111.
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）　

Ib
id

.

（
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y
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u

p
r
a
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e
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r
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s
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n
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u
r
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p
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u

d
e
n

c
e
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r
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e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y
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f P

o
s
itiv

e
 L

a
w

, 4th ed.
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u

p
r
a
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）p.147.

（
35
）　

O
.H
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es, T
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T
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F
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m
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E
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H
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., p.124.

（
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p
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aine, E
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ly

 L
a
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n
d

 C
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s
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m

（L
ondon: John M

urray, 1900
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u
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 L
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r
a
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）　

H
enry M

aine, A
n

c
ie

n
t L

a
w

 

（1861

）, R
eprint 
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uV

ision P
ublications, 2008

） p.2.
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h
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 L
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y
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e
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H
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y
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a
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（
45
）　

Ib
id

.

（
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C
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., p.136.
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rim
itive N

otions in M
odern L
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n
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r
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n

 L
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a
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y
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u

p
r
a
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（
48
）　

Ib
id

.

（
49
）　

C
f. K

ellogg, T
h

e
 F

o
r
m

a
tiv

e
 E

s
s
a

y
s
 o

f J
u
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e
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o
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e
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h
e
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a
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f a
n
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m
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a
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 L
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u

p
r
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）　
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aine, E

a
r
ly

 L
a

w
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n
d

 C
u

s
to

m

（s
u

p
r
a

 note 40

）p.361.

（
51
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
三
）
―
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
メ
イ
ン
、
ホ
ラ
ン
ド
、
サ
ー
モ
ン
ド
―
」（
前
掲
注
（
15
））
一
四
五
―
五
三
頁
。

（
52
）　

C
f. K

ellogg, T
h

e
 F

o
r
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a
tiv

e
 E
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s
a
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s
 o
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u

s
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e
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e
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p
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（
53
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O
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olm
es, T

h
e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
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ew

 York: K
alpan P

ublishing, 2009

） p.35.
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54
）　

参
照
、
金
井
光
生
『
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
―
〈
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想
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自
由
市
場
〉
論
に
お
け
る
調
和
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霊
感
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掲
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一
五
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頁
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（
55
）　

C
f. L

obban, A
 H

is
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r
y
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e
 P

h
ilo

s
o
p
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a
w
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e
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o
n
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a
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r
ld
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p
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p
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Ib
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Ib
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id
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p
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p
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） p.798.
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光
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前
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h
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ブ
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p
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c
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テ
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テ
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。

（
93
）　

H
olm

es, T
he T

heory of Torts 

（s
u

p
r
a

 note 35
） p.119.

（
94
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
二
）
―
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ベ
ン
サ
ム
―
」（
同
志
社
法
学
第
六
一
巻
七
号
、
二
〇
〇

九
年
）
六
七
―
七
二
頁
。

（
95
）　

H
olm

es, C
odes, and the A

rrangem
ent of the L

aw
 

（s
u

p
r
a

 note 18

） p.77.

（
96
）　

O
.H

olm
es, dissenting, in N

othern Securities C
o. v. U

nited States, R
.P

osner

（ed.

）, T
h

e
 
E

s
s
e
n

tia
l 

H
o
lm

e
s
: 

S
e
le

c
tio

n
s
 
fr

o
m

 
th

e
 
L

e
tte

r
s
, 

S
p

e
e
c
h

e
s
, J

u
d

ic
ia

l O
p

in
io

n
s
, a

n
d

 O
th

e
r
 W

r
itin

g
s
 o

f O
lv

e
r
 W

e
n

d
e
l H

o
lm

e
s
, J

R
 

（C
hicago: T

he U
niversity of C

hicago P
ress, 1992

） p.130.

（
97
）　

H
olm

es, T
h

e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 53
） p.31.

（
98
）　

M
.H

ale, R
eflection by the L

rd. C
hief Justice H

ale on M
r. H

obbes H
is D

ialogue of the L
aw

e, in W
.H

oldsw
orth, 

A
 
H

is
to

r
y

 
o
f 

E
n

g
lis

h
 
L

a
w

, 

V
ol.5 

（L
ondon: Sw

eet 

＆ M
axw

ell, 1966

） p.506.

　
（
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〇
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（
99
）　

C
f. K

ellogg, O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s
, J

r., L
e
g
a

l T
h

e
o
r
y

 a
n

d
 J

u
d

ic
ia

l R
e
s
tr

a
in

t 

（s
u

p
r
a

 note 80

） p.21.
（
100
）　

C
f. ib

id
., p.102.

（
101
）　

H
olm

es, B
ook N

otice 

（s
u

p
r
a

 note 26

） p.93.

（
102
）　

O
.H

olm
es, C

om
m

on C
arriers and the C

om
m

on L
aw

, in K
ellogg, T

h
e
 
F

o
r
m

a
tiv

e
 
E

s
s
a

y
s
 
o
f 

J
u

s
tic

e
 
H

o
lm

e
s
; 

T
h

e
 
M

a
k
in

g
 
o
f 

a
n

 
A

m
e
r
ic

a
n

 

L
e
g
a

l P
h

ilo
s
o
p

h
y

 

（s
u

p
r
a

 note 16

） p.223.

（
103
）　

H
olm

es, T
h

e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 53

） p.31.

（
104
）　

H
olm

es, C
om

m
on C

arriers and the C
om

m
on L

aw
 

（s
u

p
r
a

 note 102

） p.223.

（
105
）　

H
olm

es, T
he T

heory of Torts 

（s
u

p
r
a

 note 35

） p.122.

（
106
）　

Ib
id

., p.123.

（
107
）　

C
f. K

ellogg, O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s
, J

r., L
e
g
a

l T
h

e
o
r
y

 a
n

d
 J

u
d

ic
ia

l R
e
s
tr

a
in

t 

（s
u

p
r
a

 note 80

） p.125.

（
108
）　

C
f. ib

id
., p.14. 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
一
八
七
一
年
ま
で
に
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
『
法
理
学
講
義
、
あ
る
い
は
実
定
法
の
哲
学
』
を
二
度
読

ん
で
い
る
が
、
メ
イ
ン
の
『
古
代
法
』
も
、
一
八
六
八
年
ま
で
に
二
度
読
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ケ
ロ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ズ
の
読
書
ノ
ー
ト
に
は
、
ベ
ン
サ
ム

の
「
高
利
の
擁
護
（D

efence of U
sury

）」、『
立
法
の
理
論
（T

h
e
o
r
y

 
o
f 

L
e
g
is

la
tio

n

）』、「
完
璧
の
法
典
の
概
観
（G

eneral V
iew

 of a C
om

plete C
ode of 

L
aw

s

）」、『
統
治
論
断
片
（F

r
a

g
m

e
n

t o
n

 G
o
v
e
r
n

m
e
n

t

）』
が
登
場
し
て
い
る
。

（
109
）　

O
.H

olm
es, dissenting, in Southern P

accific C
o. v. Jensen, P

osner

（ed.

）, T
h

e
 
E

s
s
e
n

tia
l 

H
o
lm

e
s
: 

S
e
le

c
tio

n
s
 
fr

o
m

 
th

e
 
L

e
tte

r
s
, 

S
p

e
e
c
h

e
s
, 

J
u

d
ic

ia
l O

p
in

io
n

s
, a

n
d

 O
th

e
r
 W

r
itin

g
s
 o

f O
lv

e
r
 W

e
n

d
e
l H

o
lm

e
s
, J

R
 

（s
u

p
r
a

 note 96

） p.230.

（
110
）　

C
f. K

ellogg, O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s
, J

r., L
e
g
a

l T
h

e
o
r
y

 a
n

d
 J

u
d

ic
ia

l R
e
s
tr

a
in

t 

（s
u

p
r
a

 note 80

） p.135.

（
111
）　

金
井
光
生
『
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
―
〈
思
想
の
自
由
市
場
〉
論
に
お
け
る
調
和
の
霊
感
―
』（
前
掲
注
（
12
））
一
五
八
頁
。

（
112
）　

K
ellogg, O

liv
e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s
, J

r., L
e
g
a

l T
h

e
o
r
y

 a
n

d
 J

u
d

ic
ia

l R
e
s
tr

a
in

t 

（s
u

p
r
a

 note 80

） p.125.

（
113
）　

H
olm

es, T
h

e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 53
） p.1.

（
114
）　

H
.H

art, H
olm

es ’ P
ositivism

―A
n A

ddendum
, 64 H

a
r
v
a

r
d

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 929 

（1951

） p.932.

（
115
）　

金
井
光
生
『
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
―
〈
思
想
の
自
由
市
場
〉
論
に
お
け
る
調
和
の
霊
感
―
』（
前
掲
注
（
12
））
一
八
七
頁
。

（
116
）　

前
掲
書
、
一
八
七
―
八
八
頁
。

　
（
七
〇
六
）
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（
117
）　

前
掲
書
、
二
三
九
頁
。

（
118
）　

L
obban, A

 H
is

to
r
y

 o
f th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

 in
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 W

o
r
ld

, 1
6

0
0‒

1
9

0
0
 

（s
u

p
r
a

 note 13

） p.231.
（
119
）　

O
.H

olm
es, P

rivilege, M
alice, Intent, S.N

ovick

（ed.

）, T
h

e
 
C

o
lle

c
te

d
 
W

o
r
k
s
 
o
f 

J
u

s
tic

e
 
H

o
lm

e
s
: 

C
o
m

p
le

te
 
P

u
b
lic

 
W

r
itin

g
s
 
a

n
d

 
S

e
le

c
te

d
 

J
u

d
ic

ia
l 

O
p

in
io

n
s
 
o
f 

O
liv

e
r
 
W

e
n

d
e
ll 

H
o
lm

e
s, 

T
h

e
 
H

o
lm

e
s
 
D

e
v
is

e
 
M

e
m

o
r
ia

l 
E

d
itio

n
, V

ol.3 

（C
hicago: T

he U
niversity of C

hicago P
ress, 

1995
） p.373.

（
120
）　

Ib
id

., p.375.

（
121
）　

Ib
id

.

（
122
）　

Ib
id

.

（
123
）　

Ib
id

., p.376.

（
124
）　

Ib
id

.

（
125
）　

O
.H

olm
es, L

aw
 in Science and Science in L

aw
, N

ovick

（ed.

）, T
h

e
 
C

o
lle

c
te

d
 
W

o
r
k
s
 
o
f 

J
u

s
tic

e
 
H

o
lm

e
s
: 

C
o
m

p
le

te
 
P

u
b
lic

 
W

r
itin

g
s
 
a

n
d

 

S
e
le

c
te

d
 J

u
d

ic
ia

l O
p

in
io

n
s
 o

f O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s, T

h
e
 H

o
lm

e
s
 D

e
v
is

e
 M

e
m

o
r
ia

l E
d

itio
n

, V
ol.3 

（s
u

p
r
a

 note 119

） p.415.

（
126
）　

Ib
id

.

（
127
）　

M
.H

orw
itz, T

h
e
 T

r
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
 o

f A
m

e
r
ic

a
n

 L
a

w
 1

8
7

0‒
1

9
6

0 

（O
xford: O

xford U
niversityP

ress, 1992

） pp.56‒57.

（
128
）　

H
olm

es, P
rivilege, M

alice, Intent 

（s
u

p
r
a

 note 119

）p.373.

（
129
）　

C
f. K

ellogg, O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s
, J

r., L
e
g
a

l T
h

e
o
r
y

 a
n

d
 J

u
d

ic
ia

l R
e
s
tr

a
in

t 

（s
u

p
r
a

 note 80

） p.125.

（
130
）　

参
照
、
金
井
光
生
『
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
―
〈
思
想
の
自
由
市
場
〉
論
に
お
け
る
調
和
の
霊
感
―
』（
前
掲
注
（
12
））
二
〇
六
頁
。

（
131
）　

H
olm

es, T
h

e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 53

） p.17.

（
132
）　

C
f. L

obban, A
 H

is
to

r
y

 o
f th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

 in
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 W

o
r
ld

, 1
6

0
0‒

1
9

0
0
 

（s
u

p
r
a

 note 13

） p.222.

（
133
）　

H
olm

es, L
aw

 in Science and Science in L
aw

（s
u

p
r
a

 note 125
） pp.418‒19.

（
134
）　

別
稿
に
お
い
て
、
英
米
に
お
け
る
現
代
の
法
理
論
を
コ
モ
ン
・
ロ
ー
思
想
史
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
135
）　

B
enjam

in C
ardozo to R

oscoe P
ound, 31 July 1920, cited at D

.W
igdor, 

R
o
s
c
o
e
 
P

o
u

n
d

: 
P

h
ilo

s
o
p

h
e
r
 
o
f 

L
a

w
 

（W
estport: G

reenw
ood P

ress, 

1974

） p.233.

　
（
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（
136
）　

パ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
の
比
較
的
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、R.C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（L
ondon: L

exis N
exis, 2003

）, ch.6 ‘T
he 

P
roblem

s of C
reative Judge: P

ound and D
w

orkin ’ 

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
章
の
問
題
設
定
も
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

パ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
伝
記
的
な
考
察
と
し
て
、C

f. D
.W

igdor, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135

）; N
.H

ull, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

 
 K

a
r
l 

L
le

w
e
lly

n
: S

e
a

r
c
h

in
g
 fo

r
 a

n
 A

m
e
r
ic

a
n

 J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
 

（C
hicago: T

he U
niversity of C

hicago P
ress, 1997

）. 

な
お
、
後
者
は
、
そ
の
表
題
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
も
扱
っ
て
お
り
、
書
簡
な
ど
を
整
理
、
分
析
し
て
パ
ウ
ン
ド
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
関
係
な
ど
も
考
察
し
て
い
る
。 

な
お
、
邦

訳
と
し
て
、
参
照
、
Ｒ
・
パ
ウ
ン
ド
、
恒
藤
武
二
訳
『
法
哲
学
入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
七
年
）; 

細
野
武
男
訳
『
社
会
学
的
法
学
』（
法
律
文
化
社
、
一
九

五
七
年
）。

（
137
）　

W
igdor, R

o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135

） p.x.

（
138
）　

O
.H

olm
es, B

ook R
eview

, N
ovick

（ed
.

）, T
h

e
 

C
o
lle

c
te

d
 

W
o
r
k
s
 

o
f 

J
u

s
tic

e
 

H
o
lm

e
s
: 

C
o
m

p
le

te
 

P
u

b
lic

 
W

r
itin

g
s
 

a
n

d
 

S
e
le

c
te

d
 

J
u

d
ic

ia
l 

O
p

in
io

n
s
 o

f O
liv

e
r
 W

e
n

d
e
ll H

o
lm

e
s, T

h
e
 H

o
lm

e
s
 D

e
v
is

e
 M

e
m

o
r
ia

l E
d

itio
n

, V
ol.3 

（s
u

p
r
a

 note 119

） p.103.

（
139
）　

C
f. L

obban, A
 H

is
to

r
y

 o
f th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

 in
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 W

o
r
ld

, 1
6

0
0‒

1
9

0
0
 

（s
u

p
r
a

 note 13

） p.217.

（
140
）　

C
f. G

rey, H
olm

es and L
egal P

ragm
atism

 

（s
u

p
r
a

 note 72

） pp.819‒20.

（
141
）　

R
.P

ound, M
echanical Jurisprudence, 8 C

o
lu

m
b
ia

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 605 

（1908

） p.605.

（
142
）　

Ib
id

., p.608.

（
143
）　

Ib
id

., p.607.

（
144
）　

Ib
id

., p.610.

（
145
）　

Ib
id

.

（
146
）　

Ib
id

.

（
147
）　

C
f. W

igdor, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135
） pp.166‒71.

（
148
）　

P
ound, M

echanical Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 141

） p.608.

（
149
）　

Ib
id

., p.609.

（
150
）　

Ib
id

., pp.609‒10.

（
151
）　

R
.P

ound, A
 Survey of Social Interests, 57 H

a
r
v
a

r
d

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 1 

（1943

） p.2.
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（
152
）　

Ib
id

., p.5.
（
153
）　

Ib
id

.
（
154
）　

Ib
id

., p.9.

（
155
）　

Ib
id

.

（
156
）　

Ib
id

.

（
157
）　

Ib
id

.

（
158
）　

C
f. ib

id
., pp.17‒20.

（
159
）　

C
f. ib

id
., p.20‒26.

（
160
）　

C
f. ib

id
., p.26‒30.

（
161
）　

Ib
id

., p.33.

（
162
）　

Ib
id

.

（
163
）　

Ib
id

., p.35.

（
164
）　

Ib
id

., p.37.

（
165
）　

C
f. ib

id
., pp.37‒38.

（
166
）　

R
.P

ound, T
he Judicial O

ffice in the U
nited States, P

r
o
c
e
e
d

in
g
s
 o

f th
e
 Io

w
a

 S
ta

te
 B

a
r
 A

s
s
o
c
ia

tio
n

 20 

（1914

） p.104.

（
167
）　

P
ound, A

 Survey of Social Interests 

（s
u

p
r
a

 note 151
） p.39.

（
168
）　

Ib
id

.

（
169
）　

C
f. W

igdor, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135

） p.230.

（
170
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） pp.154‒55. 

コ
テ
レ
ル
に
よ
れ
ば
、「
パ
ウ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、そ
の
道
具
（
社

会
的
利
益
）
は
、
後
に
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
法
律
家
た
ち
が
明
白
に
論
じ
た
よ
う
に
、
政
府
と
法
を
通
じ
た
計
画
と
社
会
改
革
の
た
め
の

も
の
で
は
な
く
、
変
化
す
る
共
同
体
の
生
活
の
パ
タ
ー
ン
の
継
続
的
な
表
現
と
し
て
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
運
命
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
」。Ib

id
., p.159.

（
171
）　

C
f. W

igdor, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135

） p.230.

（
172
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.160.

　
（
七
〇
九
）
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代
英
米
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完
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七
一
〇

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
173
）　

R
.P

ound, T
he F

uture of the C
rim

inal L
aw

, C
o
lu

m
b
ia

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 21 

（1921

） p.7.
（
174
）　

C
f. W

igdor, R
o
s
c
o
e
 P

o
u

n
d

: P
h

ilo
s
o
p

h
e
r
 o

f L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 135

） pp.225‒27.
（
175
）　

C
f. ib

id
., pp.231‒32.

（
176
）　

R
.P

ound, T
h

e
 S

p
ir

it o
f th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（N
ew

 B
runsw

ick: T
ransaction P

ublishers, 1999

） p.194.

（
177
）　

Ib
id

., p.194.

（
178
）　

Ib
id

.

（
179
）　

R
.P

ound, A
 C

om
parison of Ideals of L

aw
, 47 H

a
r
v
a

r
d

 L
a

w
 R

e
v
ie

w
 1 

（1933

） p.4.

（
180
）　

Ib
id

., p.3.

（
181
）　

C
f. A

.C
rom

artie, S
ir

 M
a

tth
e
w

 H
a

le
 1

6
0

9‒
1

6
7

6
: L

a
w

, R
e
lig

io
n

 a
n

d
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 

（C
am

bridge: U
niversity P

ress, 1995

） p.98.

（
182
）　

J.B
en

th
am

, C
od

ification
 an

d
 P

u
blic In

stru
ction

, J.B
en

th
am

, P.S
ch

ofield
 an

d
 J.H

arris

（ed
.

）, 
L

e
g
is

la
to

r
 

o
f 

th
e
 

W
o
r
ld

: 
W

r
itin

g
s
 

o
n

 

C
o
d

ific
a

tio
n

, L
a

w
 a

n
d

 E
d

u
c
a

tio
n

 
（O

xford: C
larendon P

ress, 1998

） p.126.

（
183
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.150.

（
184
）　

C
f. ib

id
., p.151.

（
185
）　

R
.P

ound, T
he C

auses of P
opular D

issatisfaction w
ith the A

dm
inistration of Justice, 1 

A
n

n
u

a
l 

R
e
p

o
r
t 

o
f 

A
m

e
r
ic

a
n

 
B

a
r
 
A

s
s
o
c
ia

tio
n

 395 

（1906

） p.397.

（
186
）　

Ib
id

., p.403.

（
187
）　

Ib
id

., p.404. 

こ
の
講
演
で
パ
ウ
ン
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
の
司
法
手
続
に
関
す
る
批
判
も
展
開
し
て
い
た
。
パ
ウ
ン
ド
の
こ
の
講
演
に
つ
い
て
は
、C

f. H
ull, 

R
o
s
c
o
e
 

P
o
u

n
d

 K
a

r
l L

le
w

e
lly

n
: S

e
a

r
c
h

in
g
 fo

r
 a

n
 A

m
e
r
ic

a
n

 J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
 

（s
u

p
r
a

 note 136

） pp.63‒66.

（
188
）　

P
ound, M

echanical Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 141

） p.612.

（
189
）　

Ib
id

., p.611‒12.

（
190
）　

H
olm

es, B
ook N

otice

（s
u

p
r
a

 note 26

） p.91.

（
191
）　

Ib
id

., p.92.

（
192
）　

C
f. K

ellogg, T
h

e
 F

o
r
m

a
tiv

e
 E

s
s
a

y
s
 o

f J
u

s
tic

e
 H

o
lm

e
s
; T

h
e
 M

a
k
in

g
 o

f a
n

 A
m

e
r
ic

a
n

 L
e
g
a

l P
h

ilo
s
o
p

h
y

 

（s
u

p
r
a

 note 16

） pp.69‒71.

　
（
七
一
〇
）



近
代
英
米
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展
開
（
四
・
完
）

 

七
一
一

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
193
）　

R
.P

ound, J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e, V

ol.2 

（St P
aul, M

inn: W
est P

ublishing C
o, 1959

） p.106.
（
194
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 
P

o
litic

s
 
o
f 

J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） pp.155‒56. 

な
お
、
コ
テ
レ
ル
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お

い
て
実
際
に
ど
の
よ
う
な
規
範
的
な
指
針
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
説
明
し
て
い
る
側
面
も
あ
り
、
そ
の
法
思
想
の
性
質
に
は
あ
い
ま
い
な
部
分
が
あ
る
と
も
指
摘
し

て
い
る
。C

f. ib
id

., p.156.

（
195
）　

C
f. ib

id
., p.149.

（
196
）　

C
f. ib

id
., pp.157‒58.

（
197
）　

R
.P

ound, In
te

r
p

r
e
ta

tio
n

s
 o

f L
e
g
a

l H
is

to
r
y 

（G
louchester, M

ass.: P
eter Sm

ith, 1967 

） p.148.

（
198
）　

C
otterrell, T

h
e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.158.

（
199
）　

ル
ウ
ェ
リ
ン
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
研
究
と
し
て
は
、
お
も
に
そ
の
主
著
に
つ
い
て
検
討
と
し
て
い
る
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
の
以
下
の
著
書
が
あ
る
。C

f. Tw
ining, 

K
a

r
l 

L
le

w
e
lly

n
 

a
n

d
 

th
e
 

R
e
a

lis
t 

M
o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

）. 

こ
の
著
書
に
お
い
て
、
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
未
発
表
の
論
稿
（K

arl 

L
lew

ellyn P
apers

）
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
ト
ワ
イ
ニ
ン
グ
は
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
学
生
で
も
あ
っ
た
た
め
、

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
講
義
の
様
子
な
ど
の
描
写
も
あ
り
興
味
深
い
。
お
も
に
パ
ウ
ン
ド
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
た
伝
記
的
記
述
と
し
て
は
、
す
で
に
挙
げ
た
ハ
ル
の
以

下
の
著
書
が
あ
る
。Cf. H

ull, R
o
sc

o
e
 P

o
u

n
d

 K
a

r
l L

le
w

e
lly

n
: S

e
a

r
c
h

in
g
 fo

r
 a

n
 A

m
e
r
ic

a
n

 J
u

r
isp

r
u

d
e
n

c
e
 

（su
p

r
a

 note 136

）. 

邦
語
文
献
と
し
て
は
、

参
照
、
守
屋
明
、「
カ
ー
ル
・
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
理
論
―
機
能
主
義
的
な
理
解
を
中
心
と
し
て
―
（
一
）
〜
（
三
・
完
）」、（
法
学
論
争
第
一
〇
五
巻
三
号
、
一
〇

六
巻
二
号
、
一
〇
七
巻
三
号
所
収
、
一
九
七
九
、
一
九
八
〇
年
）。

（
200
）　

K
.L

lew
ellyn, B

r
a

m
b
le

 B
u

s
h

: T
h

e
 C

la
s
s
ic

 L
e
c
tu

r
e
s
 o

n
 th

e
 L

a
w

 a
n

d
 L

a
w

 S
c
h

o
o
l 

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 2008

） p.5.

（
201
）　

Ib
id

., p.7.

（
202
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.186.

（
203
）　

J.G
ray, T

h
e
 N

a
tu

r
e
 a

n
d

 th
e
 S

o
u

r
c
e
s
 o

f th
e
 L

a
w

 

（G
louchester, M

ass.: P
eter Sm

ith, 1972 

） p.121.

（
204
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 P

o
litic

s
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.179.

（
205
）　

C
f. ib

id
., p.182.

（
206
）　

H
olm

es, T
h

e
 P

a
th

 o
f th

e
 L

a
w

 a
n

d
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 

（s
u

p
r
a

 note 53
） p.1.

（
207
）　

C
f. K

ellogg, T
h

e
 F

o
r
m

a
tiv

e
 E

s
s
a

y
s
 o

f J
u

s
tic

e
 H

o
lm

e
s
; T

h
e
 M

a
k
in

g
 o

f a
n

 A
m

e
r
ic

a
n

 L
e
g
a

l P
h

ilo
s
o
p

h
y

 

（s
u

p
r
a

 note 16

） p.70.

　
（
七
一
一
）
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代
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米
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七
一
二

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
208
）　

C
f. J.F

rank, L
a

w
 a

n
d

 th
e
 M

o
d

e
r
n

 M
in

d
 

（N
ew

 York: A
nchor B

ooks, 1963

） pp.137‒38. 

邦
訳
と
し
て
、
Ｊ
・
フ
ラ
ン
ク
、
棚
瀬
孝
雄
・
棚
瀬
一
代
訳
『
法

と
現
代
精
神
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
四
年
）。

（
209
）　

C
f. ib

id
., pp.111‒12.

（
210
）　

C
f. Tw

ining, K
a

r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） p.24.

（
211
）　

K
.L

lew
ellyn, A

 R
ealistic Jurisprudence; T

he N
ext Step, K

.L
lew

ellyn, 
J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: 

R
e
a

lis
m

 
in

 
T

h
e
o
r
y

 
a

n
d

 
P

r
a

c
tic

e 

（N
ew

 B
runsw

ick 

and L
ondon: T

ransaction P
ublishers, 2008

） p.7n.

（
212
）　

C
f. K

.L
lew

ellyn, Som
e R

ealism
 about R

ealism
, K

.L
lew

ellyn, ib
id

., pp.55‒57.

（
213
）　

K
.L

lew
ellyn, T

h
e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 T

r
a

d
itio

n
: D

e
c
id

in
g
 A

p
p

e
a

ls 

（B
oston: L

ittle, B
row

n and C
om

pany, 1960

） p.509

（
214
）　

Ib
id

., p.510.

（
215
）　

Ib
id

.

（
216
）　

Ib
id

.

（
217
）　

Ib
id

.

（
218
）　

C
f. Tw

ining, K
a

r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） pp.520‒21.

（
219
）　

K
arl L

lew
ellyn P

apers, cited by Tw
ining at ib

id
., p.188.

（
220
）　

K
.L

lew
ellyn, O

n R
eading and U

sing the N
ew

er Jurisprudence, J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: R

e
a

lis
m

 in
 T

h
e
o
r
y

 a
n

d
 P

r
a

c
tic

e 

（s
u

p
r
a

 note 211

） pp.149‒

50.

（
221
）　

K
arl L

lew
ellyn P

apers, cited at Tw
ining, K

a
r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） p.188.

（
222
）　

Ib
id

.

（
223
）　

K
.L

lw
ellyn, F

rank ’s L
aw

 and the M
odern M

ind, J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: R

e
a

lis
m

 in
 T

h
e
o
r
y

 a
n

d
 P

r
a

c
tic

e 

（s
u

p
r
a

 note 211

） p.105.

（
224
）　

Ib
id

., p.106.

（
225
）　

Ib
id

., p.107.

（
226
）　

Ib
id

., p.110.

（
227
）　

C
f. Tw

ining, K
a

r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） p.188.

　
（
七
一
二
）
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代
英
米
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）

 

七
一
三

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
228
）　

L
lew

ellyn, O
n R

eading and U
sing the N

ew
er Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 220

） p.150.
（
229
）　

Ib
id

.
（
230
）　

Ib
id

., p.148.

（
231
）　

Ib
id

.

（
232
）　

Ib
id

., p.132.

（
233
）　

Ib
id

.

（
234
）　

Ib
id

., p.130.

（
235
）　

Ib
id

.

（
236
）　

Ib
id

.

（
237
）　

Ib
id

., pp.135‒36.

（
238
）　

Ib
id

., p.135.

（
239
）　

Ib
id

., p.136.

（
240
）　

Ib
id

., p.133.

（
241
）　

C
f. ib

id
., pp.133‒34.

（
242
）　

Ib
id

., p.164.

（
243
）　

Ib
id

.

（
244
）　

Ib
id

., p.151.

（
245
）　

Ib
id

.

（
246
）　

Ib
id

., p.152.

（
247
）　

Ib
id

., p.144.

（
248
）　

Ib
id

., p.158.

（
249
）　

Ib
id

., p.136.

（
250
）　

H
.L

.A
.H

art, T
h

e
 C

o
n

c
e
p

t o
f L

a
w

, 2
nd ed. 

（O
xford : U

niversity P
ress, 1994

） p.136.
邦
訳
、
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
著
、
矢
崎
光
圀
監
訳
『
法
の
概
念
』（
み

　
（
七
一
三
）



近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
四
・
完
）

 

七
一
四

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
）
一
四
八
頁
。

（
251
）　

例
え
ば
、わ
が
国
に
お
け
る
最
近
の
教
科
書
的
な
説
明
に
お
い
て
も
、「
ル
ウ
ェ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、判
決
作
成
過
程
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、

法
的
基
準
で
は
な
い
。
む
し
ろ
裁
判
官
は
勘
に
よ
っ
て
判
決
を
見
出
し
、
事
後
的
に
法
的
規
準
で
そ
れ
を
合
理
化
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
判
決
を
予

測
す
る
た
め
に
は
、
法
的
規
準
は
手
が
か
り
と
し
て
役
に
立
た
ず
、
む
し
ろ
裁
判
官
に
つ
い
て
の
心
理
学
的
・
社
会
学
的
研
究
が
必
要
に
な
る
」
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。

毛
利
康
俊
「
法
的
思
考 legal thinking

―
法
律
家
ら
し
く
考
え
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
？
―
」、
竹
下
賢
・
角
田
猛
之
・
市
原
靖
久
・
桜
井
徹
編
『
は
じ
め

て
学
ぶ
法
哲
学
・
法
思
想　

古
典
で
読
み
解
く
二
一
の
ト
ピ
ッ
ク
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
八
頁
。

（
252
）　

L
lew

ellyn, O
n R

eading and U
sing the N

ew
er Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 220

） p.150.

（
253
）　

Ib
id

., p.151.

（
254
）　

K
.L

lew
ellyn, A

 R
ealistic Jurisprudence: T

he N
ext Step, J

u
r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: R

e
a

lis
m

 in
 T

h
e
o
r
y

 a
n

d
 P

r
a

c
tic

e 

（s
u

p
r
a

 note 211

） p.37.

（
255
）　

L
lew

ellyn, O
n R

eading and U
sing the N

ew
er Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 220

） p.136.

（
256
）　

Ib
id

., pp.136‒37.

（
257
）　

Ib
id

., p.137.

（
258
）　

C
f. ib

id
., p.149.

（
259
）　

Ib
id

.

（
260
）　

Ib
id

.

（
261
）　

Ib
id

., p.150.

（
262
）　

Ib
id

., p.141.

（
263
）　

C
f.K

.L
lew

ellyn, T
he N

orm
ative, the L

egal and the L
aw

-Jobs, 49 Y
a

le
 L

a
w

 J
o
u

r
n

a
l 1355 

（1940

）. 

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
機
能
論
の
理
論
的
性
格
に
つ
い

て
は
、C

f. Tw
ining, K

a
r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） pp.175‒84.

（
264
）　

L
lew

ellyn, O
n R

eading and U
sing the N

ew
er Jurisprudence 

（s
u

p
r
a

 note 220

） p.139.

（
265
）　

Ib
id

.

（
266
）　

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
法
理
学
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
以
上
の
よ
う
な
分
類
に
つ
い
て
は
、C

f. Tw
ining, K

a
r
l 

L
le

w
e
lly

n
 
a

n
d

 
th

e
 
R

e
a

lis
t 

M
o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 

note 7

） pp.172‒74.
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四
）
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七
一
五

同
志
社
法
学　

六
三
巻
一
号

（
267
）　

K
.L

lew
ellyn, O

n the G
ood, the T

rue, the B
eautiful, in L

aw
, J

u
r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
: R

e
a

lis
m

 in
 T

h
e
o
r
y

 a
n

d
 P

r
a

c
tic

e 

（s
u

p
r
a

 note 211

） p.172.
（
268
）　

Ib
id

.
（
269
）　

Ib
id

., p.173.

（
270
）　

Ib
id

.

（
271
）　

Ib
id

.

（
272
）　

C
f. ib

id
., pp.178‒79.

（
273
）　

Ib
id

., p.176.

（
274
）　

Ib
id

., pp.176‒77.

（
275
）　

Ib
id

., p.180.

（
276
）　

Ib
id

..

（
277
）　

Ib
id

., p.181.

（
278
）　

も
ち
ろ
ん
、
批
判
法
学
の
立
場
に
立
つ
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、
こ
こ
で
ル
ウ
ェ
リ
ン
が
理
性
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が
資
本
家
階
級
の
利
益
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る

と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
。C

f. H
orw

itz, T
h

e T
r
a

n
s
fo

r
m

a
tio

n
 o

f A
m

e
r
ic

a
n

 L
a

w
, 1

7
8

0‒
1

8
6

0 

（s
u

p
r
a

 note 1

）.

（
279
）　

L
lew

ellyn, O
n the G

ood, the T
rue, the B

eautiful, in L
aw

 

（s
u

p
r
a

 note 267

） p.182.

（
280
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
二
）
―
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ベ
ン
サ
ム
―
」（
前
掲
注
（
94
））。;

「
近
代
英
米
法
思
想

の
展
開
（
三
）
―
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
メ
イ
ン
、
ホ
ラ
ン
ド
、
サ
ー
モ
ン
ド
―
」（
前
掲
注
（
15
））。

（
281
）　

L
lew

ellyn, O
n the G

ood, the T
rue, the B

eautiful, in L
aw

 
（s

u
p

r
a

 note 267

） p.182.

（
282
）　

Ib
id

., p.183.

（
283
）　

Ib
id

.

（
284
）　

Ib
id

.

（
285
）　

Ib
id

., p.184.

（
286
）　

Ib
id

., p.193.

（
287
）　

Ib
id

., p.194.

　
（
七
一
五
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同
志
社
法
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六
三
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一
号

（
288
）　

Ib
id

., p.188.
（
289
）　

Ib
id

.
（
290
）　

Ib
id

.

（
291
）　

L
lew

ellyn, T
h

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 T

r
a

d
itio

n
: D

e
c
id

in
g
 A

p
p

e
a

ls 

（s
u

p
r
a

 note 213

） p.36.

（
292
）　

Ib
id

.

（
293
）　

Ib
id

.

（
294
）　

L
lew

ellyn, O
n the G

ood, the T
rue, the B

eautiful, in L
aw

 

（s
u

p
r
a

 note 267

） p.193.

（
295
）　

Ib
id

.

（
296
）　

C
f. C

otterrell, T
h

e
 
P

o
litic

s
 
o
f 

J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 136

） p.193. 

ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す

る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
統
一
商
事
法
典
を
起
草
し
た
際
に
は
、
そ
の
法
典
は
、
商
実
務
に
基
づ
き
柔
軟
な
判
決
を
可
能
に
す
る
、
原
理
に
基
づ
い
た
規
定
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。C

f. ib
id

., p.194. 

グ
ラ
ン
ド
・
ス
タ
イ
ル
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ル
を
増
や
す
こ
と
も
、
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
研
究
の
主
要
な
課
題

の
一
つ
で
あ
っ
た
。C

f. Tw
ining, K

a
r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） p.495. 

ル
ウ
ェ
リ
ン
の
ア
メ
リ
カ
商
事
法
典
起
草
の
試
み

に
つ
い
て
は
、
参
照
、
吉
田
直
「
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
―
ア
メ
リ
カ
統
一
商
事
法
典
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
考
察
と
し
て
」（
国
際
商
科
大
学
論
叢
第
二

五
巻
、
一
九
八
二
年
）。

（
297
）　

L
lew

ellyn, T
h

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 T

r
a

d
itio

n
: D

e
c
id

in
g
 A

p
p

e
a

ls 

（s
u

p
r
a

 note 213

） p.38.

（
298
）　

Ib
id

.

（
299
）　

Ib
id

.

（
300
）　

C
f. L

obban, A
 H

is
to

r
y

 o
f th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

 in
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 W

o
r
ld

, 1
6

0
0‒

1
9

0
0
 

（s
u

p
r
a

 note 13

） p.223.

（
301
）　

金
井
光
生
『
裁
判
官
ホ
ー
ム
ズ
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
―
〈
思
想
の
自
由
市
場
〉
論
に
お
け
る
調
和
の
霊
感
―
』（
前
掲
注
（
12
））
二
五
〇
頁
。

（
302
）　

参
照
、宇
佐
美
誠
「
法
と
経
済
―
提
題
と
展
望
」、日
本
法
哲
学
会
編
『
法
と
経
済
―
制
度
と
思
考
法
を
め
ぐ
る
対
話
―
（
法
哲
学
年
報
二
〇
〇
八
）』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
九
年
）
八
頁
。

（
303
）　

K
.L

lew
ellyn, T

h
e
 T

h
e
o
r
y

 o
f R

u
le

s 

（unpublished book

）, cited at Tw
ining, K

a
r
l L

le
w

e
lly

n
 a

n
d

 th
e
 R

e
a

lis
t M

o
v
e
m

e
n

t 

（s
u

p
r
a

 note 7

） p.491.

（
304
）　

L
lew

ellyn, T
h

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 T

r
a

d
itio

n
: D

e
c
id

in
g
 A

p
p

e
a

ls 

（s
u

p
r
a

 note 213
） p.181.
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同
志
社
法
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六
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一
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（
305
）　

Ib
id

.

（
306
）　

A
ustin, L

e
c
tu

r
e
s
 o

n
 J

u
r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
 o

r
 th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f P

o
s
itiv

e
 L

a
w

, 4
th ed. 

（s
u

p
r
a

 note 23

）p.651.
（
307
）　

同
じ
よ
う
に
、
英
米
の
法
制
度
の
違
い
か
ら
、
ハ
ー
ト
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
な
ど
英
米
の
法
理
論
の
性
格
の
差
異
を
説
明
す
る
試
み
と
し
て
、C

f. P.A
tiyah, S. 

S
u

m
m

ers, 
F

o
r
m

s
 

a
n

d
 

S
u

b
s
ta

n
c
e
 

in
 

A
n

g
lo

-A
m

e
r
ic

a
n

 
L

a
w

: 
A

 
C

o
m

p
a

r
a

tiv
e
 

S
tu

d
y

 
o
f 

L
e
g
a

l 
R

e
a

s
o
n

in
g
, 

L
e
g
a

l 
T

h
e
o
r
y
, 

a
n

d
 

L
e
g
a

l 

In
s
titu

tio
n

s
 

（O
xford: C

larendon P
ress, 1987

）.

（
308
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
一
）
―
ク
ッ
ク
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ヘ
イ
ル
―
」（
前
掲
注
（
87
））
一
〇
二
―
一
〇
五
頁
。

（
309
）　

C
f. G

. P
ostem

a, P
hilosophy of the C

om
m

on L
aw

, in J.C
olem

an, S.Shapiro 

（eds.

）, T
h

e
 O

x
fo

r
d

 H
a

n
d

b
o
o
k
 o

f J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e
 a

n
d

 P
h

ilo
s
o
p

h
y
 

o
f L

a
w

 

（O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 2002

）.

（
310
）　

M
.H

ale, Sir M
atthew

 H
ale ’s P

reface to R
olle ’s A

bridgem
ent, F.H

argrave

（ed.

）, C
o
lle

c
ta

n
e
a

 J
u

r
id

ic
a

, C
o
n

s
is

tin
g
 o

f T
r
a

c
ts

 R
e
la

tiv
e
 to

 th
e
 

L
a

w
 a

n
d

 C
o
n

s
titu

tio
n

 o
f E

n
g
la

n
d

, vol.1.

（D
ublin: Lynch, 1787

）﹇E
ighteen C

entury C
ollection O

nline

﹈, p.266.

（
311
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
二
）
―
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ベ
ン
サ
ム
―
」（
前
掲
注
（
94
））
五
七
頁
。

（
312
）　

参
照
、
拙
稿
、「
近
代
英
米
法
思
想
の
展
開
（
三
）
―
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
メ
イ
ン
、
ホ
ラ
ン
ド
、
サ
ー
モ
ン
ド
―
」（
前
掲
注
（
15
））
一
二
五
頁
。

（
313
）　

参
照
、
前
掲
論
文
、
一
三
四
―
三
八
頁
。

（
314
）　

参
照
、
前
掲
論
文
、
一
七
三
―
七
六
頁
。

（
315
）　

C
f. L

obban, A
 H

is
to

r
y

 o
f th

e
 P

h
ilo

s
o
p

h
y

 o
f L

a
w

 in
 th

e
 C

o
m

m
o
n

 L
a

w
 W

o
r
ld

, 1
6

0
0‒

1
9

0
0
 

（s
u

p
r
a

 note 13

） pp.207‒208.

（
316
）　

パ
ウ
ン
ド
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、C

f. C
otterrell, T

h
e
 
P

o
litic

s
 
o
f 

J
u

r
is

p
r
u

d
e
n

c
e,  2

nd ed. 

（s
u

p
r
a

 note 

136

） pp.145‒74.

（
317
）　

本
研
究
で
は
こ
の
他
に
、
英
米
の
法
の
支
配
概
念
の
差
異
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ク
ッ
ク
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
シ
ー
に
至
る
ま
で
の
近
代
の
法
の
支
配
を

め
ぐ
る
思
想
史
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
別
の
論
稿
で
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
（
七
一
七
）




